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　敵地の最深部を前にして、最後の仲間が凶(きよう)弾(だん)に倒れた。

　目を見開き、驚いたような表情。三人の犠(ぎ)牲(せい)を払ってようやく倒したと思った強敵からの反撃。その事実に気づいて、彼女――スカーレットは苦笑した。

「しくじったなぁ……ごめんね、レッド……あとはおねが、い…………」

　力なくそう呟(つぶや)き、身体(からだ)から急速に熱が失われてゆく。

　彼女だけではない。いつまでも一緒だと思っていたほか三人の仲間――カーマインにバーミリオン、ストロベリーもボロ雑(ぞう)巾(きん)のように転がっている。

　ここで――おしまいなのか。

「何も知らずにのうのうと暮らしていればよかったものを」

　受けたダメージを回復させながら、オレたちの最強の敵――『絶(ぜつ)望(ぼう)』が歩み寄る。

「世界の裏側に気付いてしまい、妙な正義感から我々に反抗してしまったお前ら愚かな五人組に、冥(めい)土(ど)の土産(みやげ)として一つ教えておいてやろう」

　まるでこれから夕食の席にでも着こうとするような足取りで、ゆっくりと。

「お前ら正義の味方風(ふ)情(ぜい)が必死こいて今まで戦ってきた怪人どもは、全てこの俺様に至(いた)るまでの過(か)程(てい)……副(ふく)産(さん)物(ぶつ)に過ぎん、ということをな」

　装(そう)備(び)を整え、作戦を練(ね)り、怪人軍団を蹴(け)散(ち)らし攻め込んで――奴らによる世界の支配体制を変革できるあと一歩のところまで来て、全てはこの『絶望』に阻(はば)まれた。

「とはいえ、有(う)象(ぞう)無(む)象(ぞう)の魑(ち)魅(み)魍(もう)魎(りよう)でも我々の抱える財産であったことに違いはない。これまでお前らに数々の怪人を倒され、あの方々はご立(りつ)腹(ぷく)だ。全てを統(す)べるための計画が五年は遅れてしまっただろう――そう、嘆(なげ)いておられた」

　あの方々……『絶望』が語るその連中こそ、世界を裏から牛(ぎゆう)耳(じ)る悪の親玉であり、オレたちが倒さなくてはならない敵だった。だがそれももう叶(かな)わないだろう。

　武器を振り上げて斬(き)りかかるが、『絶望』の無(む)造(ぞう)作(さ)な腕の一(ひと)振(ふ)りで木(こつ)端(ぱ)微(み)塵(じん)に粉(ふん)砕(さい)される。抗(あらが)いがたく、覆(くつがえ)しようのない圧倒的な力の差。

「諦(あきら)めておけ。その方が死(し)に様(ざま)としては格好が良い。お前らはよくやった方だ――この俺様に殺されるところまで辿(たど)り着けたのだからな」

「――生(あい)憎(にく)、だが」

　武器は壊(こわ)れ、体は損(そこ)なわれ、仲間は失われ――けれど心だけは、まだ折れていない。

　オレが諦めたら、みんなの頑張りが無駄になる。

「正義の味方は、死んでも悪の怪人なんかに屈(くつ)しはしないんだよ……！」

「……俺様が、怪人？」

　ぴくり、と『絶望』のこめかみがひくついた。今まで何をされても眉(まゆ)一つ動かさなかった強敵が、嫌(けん)悪(お)も露(あら)わに表情を歪(ゆが)ませる。

「撤(てつ)回(かい)しろ。俺様は怪人ではない。俺様は『アレ』に選ばれたのだ。断じてあんな出来損ないどもとは……」

「いいや、お前は怪人だ。否(いな)――改人、と言った方がいいか？」

　再び『絶望』の表情に変化が走る。それは小さな驚きだった。

「……お前、一体どこまで知っている」

「大体さ。お前らがやろうとしていることの輪(りん)郭(かく)が、ぼんやり見えている程度だよ……だからこそ言わせてもらう。お前だって過程の一つに過ぎないんだろう？」

　そう――この圧倒的な力を持つ『絶望』でさえ、奴らの計画において最終目的ではない。だからこそ、できることなら戦闘は避け、直接てっぺんを叩(たた)く予定だったのだが……運が悪いことに出(で)逢(あ)ってしまい、こうして全滅の憂(う)き目(め)に遭(あ)っている。

「……お前に何がわかる。あの方々は、この俺様に期待して――」

「あの方々とやらが期待しているのは、お前じゃなくてあの女の子の方だ」

　そう言うと、またしても『絶望』が顔色を変えた。こんなにコロコロと感情が変化する奴だったとは……今になって、直接的な武力よりも精神攻撃の方がよっぽど効果的だったと気付いて苦笑してしまう。

「あの方々とやらが必要としているのはお前みたいな『暴力』じゃない。あの女の子のような『知力』だ。だからあの子は全てを許されている。一方お前は、組織を守るためのコマとして扱われるのみ……そうだろう？」

「――安い挑発だが、有(あり)難(がた)く受け取っておこうか」

　憤(ふん)怒(ぬ)に身を震わせ、『絶望』が拳(こぶし)を固く握る。その一撃で絶命した仲間の一人であるカーマインの亡(なき)骸(がら)を、オレは無意識の内に見やってしまっていた。

「この俺様の逆(げき)鱗(りん)に触れられたことを光栄に思いながら死ね――マブフレッド」

　その一瞬の隙(すき)を突かれる。

　アニメみたいな奇跡は起こらない。

　迫り来る『絶望』の一撃を受け、オレはなすすべもなく――。
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「悪の秘(ひ)密(みつ)結(けつ)社(しや)アリ・フレ・テルワの陰(いん)謀(ぼう)は着々と進んでいる」




　十月半ばの金曜日。

　良い子のおやつの時間帯。

　授業が終わって放課後のこと――俺は見知らぬ少女に拉(ら)致(ち)された。

「世界中で戦争が絶えないのも、飢(き)餓(が)や貧(ひん)困(こん)に悩まされる国がなくならないのも、地球規模での温暖化が止まらないのも――全ては奴らの陰謀、計画の内なんだよ」

　金の瞳(ひとみ)。白っぽい緑の長(ちよう)髪(はつ)。ところどころ改造してある実(じつ)験(けん)衣(い)。

　背(せ)丈(たけ)は俺の胸(むな)元(もと)あたりまでしかないから、百四十センチあるかどうか。

　そんなちんまい女の子が何かユカイなことを喋(しやべ)りまくっている。

「真の目的は誰にもわからない。だけど確実に、奴らは何か取り返しのつかない事(じ)態(たい)を引き起こそうとしている……世界中の中(ちゆう)枢(すう)機(き)関(かん)に潜(もぐ)り込みながらも、公(おおやけ)にその存在を一切知られることなく、ね」

　自(じ)慢(まん)げに――実に、誇(ほこ)らしげに。ぺちゃくちゃベラベラすらすらと、よくも飽きずに淡(たん)々(たん)滔(とう)々(とう)、嚙(か)まず淀(よど)まず語れるものだ。

「だけど……否(いな)、だからこそ、立ち上がらなくちゃいけないんだよ。たとえ世界中が敵だとしても、めげず、くじけず、敢(かん)然(ぜん)と立ち向かっていかなくちゃ駄目なの。何(な)故(ぜ)ならゆとりたちが、世界に希望という花の種を蒔(ま)いていかなければならないから……」

　少女はそこまで一息に語り終えると、ようやくこちらの様子を窺(うかが)うように視線を寄(よ)越(こ)してきた。

「というわけで……ここまでで、何か質問ある？」

「……んーと、まぁ」

　全体的に――この女の子が何を言っているのか、意味がわからないのだけれど。

「その前に……あんた、誰？」

「ゑ？」

　俺がそう言うと、一瞬驚いたように目を丸くしたあと、白(はく)衣(い)の少女はすぐにはっと気が付いて苦い表情を浮かべた。

「あー、そっか……そこから始めないといけないのか。うぅ……強くてニューゲームとか、タイムリープものの主人公とかも、こんな感じなのかな……」

「はい？」

「なんて言ったらいいのかな……うー、まぁいいや！　じゃあ、今は初(しよ)対(たい)面(めん)ってことにして、手短に自己紹介！」

　じゃあ、って。今は、って。普通に俺ら、初対面のはずだけど……。

　そんな俺の内心など知るハズもなく、白衣の少女は腕を組み、右手の人(ひと)差(さ)し指(ゆび)をピンと伸ばす。そして軽く右足に体重をかけて傾(かたむ)くように立つという自己流のポーズを決めると、若干ナルシスト気味にこう言った。

「ゆとりの名前は一(いち)之(の)瀬(せ)ゆとり――世界に蔓延(はびこ)る悪と戦う、一人の戦士だよ」

「……」

「今のところは『初めまして』。だけど、時が来れば気付くはずだよ……この挨(あい)拶(さつ)が『久しぶり』の間違いであるということにね」

「…………」

　ポカーン、という擬(ぎ)音(おん)ブロックが俺の背後に流れていたことだろう。

　この子は白(はく)昼(ちゆう)堂(どう)々(どう)、なにを自信満々に言い出すのか。馬鹿なのかな、もしかして。……いや、もしかしなくても。

「……へぇ、そう。大変そうだね。それじゃ！」

「え、何言ってんの？」

　短く挨拶して別れようとすると――ずむっ、と容(よう)赦(しや)なく足を踏(ふ)まれてこかされた。

　……ちくしょう、何すんだ。

「それじゃ、じゃ、ないでしょ？　話を聞いてなかったの？　あの女は奴らの手先だから深く関(かか)わっちゃ駄目なんだって。だからわざわざゆとりが助けに入ったのに……」

　わかってないなぁ、と意味不明に呆(あき)れられる。うむ、正直なところ何が何なのか全くわかっていないので、反論の余地もない。

　しかし……なんだ。あの女というのは、我が節(ふし)虹(にじ)高(こう)校(こう)のアイドルにして俺が絶(ぜつ)賛(さん)片(かた)想(おも)い中である明(みよう)神(じん)あかねさんのこと……で、いいのだろうか。

　……そうだ。せっかく彼女と一緒に下校していたというのに、その最中、このミョウチクリンな少女に邪(じや)魔(ま)されて台無しになってんだった。いきなりの出来事に唖(あ)然(ぜん)としていたが、ようやく思い出すことができた。

「助けに入った？　邪魔しに来たの間違いだろ。俺はもう行くぞもごふぅっ!?」

　起き上がろうとした瞬間、今度は思い切り上からのしかかられた。重……くは全くないが、不用意にそういうことをされると非常に危ない。

「あのさ……あんまり、我(わ)が儘(まま)言ってゆとりを怒らせない方がいいよ？」

　俺の背中にのしかかったまま、白衣の少女はやれやれといった感じに告(つ)げた。理(り)不(ふ)尽(じん)とか、一方的とか、そう表現するのがこれほど相応(ふさわ)しいこともないだろう。

「ゆとり、キレるとマジでやばいから」

「……」

　イマイチ説得力が感じられないのだが……コイツ、不良か？　不良なのか？

　ならば――と、一之瀬を背中から降(お)ろし、俺は厳(おごそ)かにポケットへ手を伸ばして言った。

「――いくら、欲しいんだ？」

「……」

「金が目的なんだろ？　こんな人目につかないところに連れて来て」

「…………」

　しかしいくら待てど一之瀬からの返事はない。ただ目を見開き、口をあんぐり開けて驚いているだけだ。……俺、何か間違えたか？

「――うぅ、おいたわしや……」

　しばらくして一之瀬が示した反応は、さめざめとした泣き真(ま)似(ね)だった。

「まさか……まさか十年でここまで、根(こん)性(じよう)腐(くさ)りきっていたなんて……」

　本人目の前にして根性腐ってるとか言う奴の性(しよう)根(ね)の腐り具合を知りたい。

「……じゃあ、何なんだよ。金じゃないんなら、俺に一体何の用なの？」

「……あれ、そういえばそれをまだ言ってなかったっけ」

「言ってないぞ、一言も」

「えー、おほん。では、色々と細かい説明は後回しにするとして……単(たん)刀(とう)直(ちよく)入(にゆう)に」

　ごほんげほん、とわざとらしい咳(せき)払(ばら)いをしてから、一之瀬ゆとりはこう言った。




「ゆとりはね、ヒロシくん――君に、正義のヒーローになってほしいの」




　……。

　…………。

　……………………えーっと。

「なんで俺の名前知ってんの？」

「突っ込みどころソコ？」

「いや、今ホラあれじゃん。個人情報の漏(ろう)洩(えい)とか、怖いじゃん」

「……確かに。結社の手にかかればどんな情報でも筒(つつ)抜(ぬ)けだろうけど、そういった諦(あきら)めがさらなる悲劇を呼び起こさないとも限らないよね……流石(さすが)はヒロシくん、根性腐ってても頭は冴(さ)えてる……」

「おーい」

　たぶん俺が言わんとしていることとだいぶ違うこと考えてる。そんで結局なんで名前知ってるのかは教えてくんないし……あぁもういいや、面(めん)倒(どう)臭(くさ)いからストーカー認定。

「――一、一、〇、と……」

「警察は奴らの傀(かい)儡(らい)だから駄目だって！」

　ほわぁっ！　とかけ声つきのチョップで取りだした携(けい)帯(たい)電話を叩き落とされた。

　……こんにゃろう。

「詳しい話はあと。今はとにかく、あの女から逃げないと……」

「逃げないとって、なに。意味がわからないんだけど」

「ヒロシくんがさっきまでラブラブいちゃいちゃしながら一緒に歩いていた女だよ。あれ、ネズミ怪人チュウリッヒだから。あれ以上接触すると危険だから」

「……はぁ？」

　怪人？　一体いきなり、こいつは何を言い出すんだ？

　……いや、いきなり、ではないか。最初からだ、こいつの言うことがおかしいのは。

　まともに取り合うべきか、ムリヤリにでも振り払うか……悩んでいると、

「あ、いたいた。篠(しの)宮(みや)くん、急にどこか行っちゃうんだもん」

　ふと、道の曲がり角からその人は姿を現した。

　潑(はつ)剌(らつ)とした表情、茶混じりのショートカット。地味めなウチの学校の標準服でも光り輝いて見える出(い)で立ち――高(たか)嶺(ね)の花子ちゃんこと明神あかねさんである。

　俺の片想い中の相手。

　――白衣の変人いわく、ネズミ怪人。

「……その子、誰？　知り合い？」

　当然、その質問は明神さんからのものだ。いいえ断じて知り合いではありません。俺の記憶が確かであれば。

　一方明神さんに訝(いぶか)られた一之瀬は、苦虫大食い大会優勝者みたいな顔をしていた。

「くっ、やはりこちらの行動は全てお見通しだということか、結社め……仕方ない、やはりここは当初のプラン通りに行くしか……」

　そう悔しそうに吐き捨て、踵(きびす)を返し……。

「いやいやいやいや」

　当然のように逃げようとする一之瀬の細腕を反射的に鷲(わし)摑(づか)む。いや、放っておけばよかったんだけど、なんか、つい摑んでしまった。それがあまり、良くなかった。

　彼女の腕は、果(は)敢(か)無(な)く、繊(せん)細(さい)で、高価な芸術品みたいに美しく、




　そして、げるぅり――と、液状に溶けて俺の手の平を擦(す)り抜けていった。




「う、お、あッ、、!?」

　おじけた。怯(おび)えた。驚かされた。手の平に、ぬたついた感触が残る。

「な、なななな、なん？　なんっ、なん……？」

　目をこすってもう一度見る――と、一之瀬の腕は元通り、というより、何事もなかったかのように、先ほどの現象が俺の夢か幻覚かであったように、普通のままだった。

　なんだ――なんなんだ、今のは？

「ごめんね、ヒロシくん。また、あとで！」

　俺の疑問に答えてはくれず、一之瀬は明神さんを一(いち)瞥(べつ)してから俺に声をかけると、一(いち)目(もく)散(さん)に駆け出して行った。

　そして転んだ。

　起き上がり、更に七(なな)転(ころ)び八(や)起(お)きしてから……ようやく、見えなくなる。

「――なんだったんだ、あいつは……」

「さぁ、なんだったんだろうね？」

　俺の横で呟(つぶや)く明神さんは、単純に一之瀬の存在を訝っているだけのようだった。腕がゲルっぽくなったのは見ていなかったのだろう、取り乱している様子もない。

「――ま、いっか。行こうよ、篠宮くん。時間、もったいないよ？」

「あ、あぁ……うん。そう、だね」

　何か色々あったけれど……今の女の子のことは忘れよう。腕のことも、妄(もう)想(そう)話(ばなし)も、俺の名前を知っていたことも、気にしない。気にしない。




　何故なら俺、篠宮ヒロシは――どこにでもいる、ごくごく普通の高校生だからだ。

　剣も魔法も超能力も飛び交わない天(てん)下(か)泰(たい)平(へい)な平成日本に生き、間違っても悪の秘密結社が存在する世界に生きているわけではないからだ。

　だから俺は……何があろうと、ヒーローなんかになるつもりは絶対に、ない。




♨　♨




　日常は平凡で平穏。

　緩(ゆる)やかに穏(おだ)やかに、その時間は流れてゆく。

「さて――時間ももったいないし、ちゃっちゃと当日のシフト決めちゃおうか」

「……当日？　シフト？」

　場所は我が家――篠宮ヒロシ邸こと恩(おん)母(も)炉(ろ)荘(そう)の一○一号室。

　手(て)狭(ぜま)なりに清(せい)掃(そう)した部屋の中心、丸テーブルを囲んで向かい側、カバンからルーズリーフやらペンケースやらを取り出す明神さん。

「なに首傾(かし)げてるの。文化祭の仕事。やるんでしょ？」

「あ」

　思い出した。十一月の上旬に執(と)り行われる、我らが私立節虹高校文化祭に向けてのシフト調整――そういう口実があったから明神さんをウチに誘えたんだった。

「まったく、これだから篠宮くんは……しっかりしてよね、もう」

「はい、しっかりいたします」

　楽しくお喋り――というわけではないんだよなぁ、なんて若干テンションは下がるものの、明神さんと一緒にいられるなら何でもいいか、という気分でもある。

　ちなみになんでシフト調整なんて地味で面倒な係を請(う)け負(お)ったのかというと、明神さんが一緒にやろうと誘ってくれたからだ。それに、今日も別に一緒にやる必要性はあんまりないのに「どうせなら俺の家で一緒にやらない？」という誘いにも気軽に乗ってくれたし……それって要は、悪く思われてはいないってことなんじゃないだろうかね、俺。どうなんだろうね、そこらへん。

「――篠宮くんってすごいよねぇ。一人暮らしって大変じゃない？」

「え？　あ、あぁ、うん、まぁ……慣れちゃえば気楽なもんだよ」

　黙々と作業している途中、不意に話しかけられた。

　……あれ。これはもしかして、仕事やりつつお喋りもアリのパターンか。

「気楽かぁ……ちょっと想像つかないな。私だったら無理だと思う、うん」

「大丈夫だと思うよ。明神さんなら。うん」

「そうかな？」

「うん。明神さん、しっかりしてるし……俺なんかよりも。やろうと思えばできるよ、すぐ。俺も、そうだったし」

　我が家はいわゆる転(てん)勤(きん)族(ぞく)というもので、今までは父の仕事の都合であっちゃこっちゃ引っ越し転校しまくってきた。が、大学受験もあるし高校くらいは三年間同じところに通いたい、という主張で親を説(と)き伏(ふ)せ、一人暮らしの認可を得たわけである。

　……まぁ、実際は度(たび)重(かさ)なる転校が面倒臭くなってきたからというだけなのだが。

「ふぅん、そっかぁ。そういうものかぁ」

　明神さんは作業の手を止め、俺のことを見ているような気もするが、こっちは視線を上げずプリントと睨(にら)めっこしているのでよくわからない。

「――まぁ、篠宮くんごときにできて私にできないわけない、か」

「……？　今、何か言った？」

「ううん、なんにも？」

　見やると、満(まん)面(めん)の笑(え)みで返された。小さくて聞き取れなかったから、まぁ些(さ)細(さい)な独り言だろう。言及するのも無(ぶ)粋(すい)なので、聞かなかったことにして流す。

　それから小一時間ほど、他(た)愛(あい)もない会話をしながら、着々と仕事を進めた。

　噓(うそ)みたいな、夢みたいな時間だった。何を喋ったか、あとから思い出せないくらい舞い上がっていた。だが今日は、ただ仲良くお喋りするだけで終了、ではいかんのだ。

「みょ、明神さン」

　最後裏返ったが、気にせず続ける。

「お、お茶菓子とか、あるんだ。ケーキ、食べる？」

　さりげないふうを装(よそお)って問いかけると、ひょこっと顔を上げて明神さんは微笑(ほほえ)んだ。

「あ、ホント？　ありがとう。欲しいな」

「しゅ、種類は、何がいいかな？」

「えーと、じゃあ、あればチーズケーキ。なければ何でも」

「チーズケーキね、わかった」

　よし、完璧。明神さんが無(む)類(るい)のチーズ好きであることは事前にリサーチ済みである。それを見越して、既に準備は整えておいたのだよ……！

　しかしそんな裏事情はおくびにも出さない。あくまで自然に、だ。そうでなければ気味悪がられるだけである。偶(ぐう)然(ぜん)の一(いつ)致(ち)を装えば「奇(き)遇(ぐう)だね」とか「私たちって相性がいいのかもね」とか、なんかそういう具合にうまくいくだろう！　……たぶん。

「それじゃあちょっと、取ってき、まっ」

　しかし一歩踏み出したところで、転んだ。

　お行(ぎよう)儀(ぎ)よく、慣れない正座をしていたから――足が、痺(しび)れていたわけで。

「わっ」

　コードに足を引っ掛け、テーブルにスネを打って、倒れて、もつれて――それから何がどうしてこうなった、と言いたくなるような、なんかそんな体勢になった。

　俺が上で。明神さんが下で。どうにか四(よ)つん這(ば)いで堪(こら)えているけれど、ふと気を抜けばそのまま覆(おお)いかぶさってしまいそうな、そんな状態。

「……」

「……」

　沈黙。無音。十数秒。まずった、と思ったまま、硬(こう)直(ちよく)する。

　……いや、なぜ抵抗しない。なぜ悲鳴を上げない。なぜこの姿勢のまま、この状況を甘んじるかのように、こちらの出方を窺っている。

　これは――これは、もしかして？　都合の良い、阿(あ)呆(ほう)な、滑(こつ)稽(けい)な、限りなく有り得ない妄想が……実は？　実は案外、的外れでもなかったり？

　するの？

　しないの？

　どっちなの？

「……篠宮、くん」

　か細い声で明神さんが呟く。呼吸は近く。心音は聞こえそうで。

　そのままほんの少し動かすだけで、手が触れそう――。


















　――コンコンコン、宅配でーす――。




　――なだけで実際はそんなことなかった。

　お互い、急に現実へと引き戻されてそそくさと居(い)住(ず)まいを正す。

「……なんか来た？」

「……ちょっと出てくる」

　急ぎ足で応じると、玄関先には帽子を目(ま)深(ぶか)に被(かぶ)った作業服の配達員が立っていた。

　――何か頼んだっけ？

「こんにちは。篠宮ヒロシ様でよろしいでしょうか？」

「え、あぁ……はい」

「こちらの伝(でん)票(ぴよう)に判(はん)子(こ)かサインをお願いします」

「……んー？」

　憶(おぼ)えがない。さらに渡されたものを見て、余計首をかしげざるを得なかった。

　それは、犬やら猫やらのペットを持ち運ぶときに用いる白いケージだった。

「……あの、なんですか、これ？　頼んだ憶え、ないんですけど」

「さぁ、私に訊(き)かれても」

「受け取りたくないんですけど」

「さぁ、私に訊かれても」

「……お前なにしに来たんだ」

「受け取ってもらうのが仕事ですので。受け取ってもらわないと、帰って先生に……じゃなくて、上司に怒られてしまいますし」

　そう言われても……爆発物だったり、お金を奪い合う人間不信ゲーム大会の招待状だったり、冷凍ペンギンだったりしたらイヤだし。うぅむ……。

　――ガサゴソッ――。

「……ッ、今、中で何かが動きませんでした？」

「そうですか？　そんなことはないと思いますが」

　いや、明らかに何か動いたろ。なんで持ってる本人が気付かないんだ。

　さらに、箱の中から――。

『――ウヮーォ……』

「……中に、何かいるッ!!」

　妙な鳴き声。もう間違いない、何かこの中には生き物が入っている。

「……やっぱりこれは受け取れません。お引き取り下さい」

「むっ、生意気な」

「なんだと!?」

　配達員の声に少々、苛(いら)立(だ)ちが混じり始めた。誰が予想できるだろうか、ここでまさかの反撃が来ることなど……お互い、身構えて対(たい)峙(じ)する。

「お客様の分際で、労働者にここまで意見するとは業(ごう)腹(はら)見(み)上(あ)げた根性の持ち主……なおさらこれを受け取ってもらわねばならなくなったようだ……」

「本(ほん)性(しよう)現しやがったな、クソ配達員！」

「うるさい、黙って私の配達サービスを……味わえッ!!」

　びゅごわっ、と。あろうことに配達員は白いケージをぶん投げてきた。

「うわっ、危ねぇッ！」

　間(かん)一(いつ)髪(ぱつ)で避(よ)けることに成功し、ケージは騒がしい音を立てて俺の部屋の中へと転がっていった。何が味わえだ、このバカは！

「何しやがんだ、このッ……」




「――ッヂュワアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」




　直後――断(だん)末(まつ)魔(ま)の叫びが、部屋の中から聞こえてきた。

　今のは……まさか、明神さん!?

「はーい、というわけで、確かにお届けしましたよ！　ではサヨウナラ!!」

「おい、コラ！　待てよ、ふざけ……」

「アアアアアアアラアアアアアアアラアアアアアララララアアアアィイァアア!!」

「～～～～ッ!?」

　荒れ狂う戦士の咆(ほう)哮(こう)――それと同時に、激しい騒音。

　仕方ない……後はもう知らねーぜワハハハ、といった感じでワゴン車に乗り込む配達員を追いかけるのは諦めて、部屋に戻ることにしよう！

「明神さん、だいじょ『バガンッ!!』うブファッ!?」

　そして直後――硬(かた)い何かが飛来し、まともに額(ひたい)に一撃を受けた。……見間違いでなければ、さっきまでなごやかに囲っていた丸テーブルの一部だ。まるで切り分けたショートケーキみたいな形で破(は)損(そん)している。

　部屋まで駆けつけると、明神さんが鬼(き)神(じん)のごとく暴れていた。

「みょ、明神さん!?　どうしたの!?」

「フーッ、フーッ!!」

　殺意の波(は)動(どう)にでも目覚めたのか、凶(きよう)暴(ぼう)化(か)して声が届いていない模(も)様(よう)。テーブルをひっくり返し、ベッドを手(しゆ)刀(とう)で叩き割り、薄型テレビにシャンプーハットのような穴を正(せい)拳(けん)突きで空け――いや、ていうかもう。なんだコレ。乱(らん)痴(ち)気(き)騒(さわ)ぎにも程があるだろ。

「明神さん、どう！　どう！」

　タックルをかまし、なんとか力ずくで押さえ込む。良い匂(にお)いとか感触とか思っていられるような状況ではなく、とにかく死に物狂いだった。

　その甲(か)斐(い)あってか、明神さんは次第に大人(おとな)しくなってゆき――。

「あ、う……し、篠宮、くん……？」

　正気に戻ったらしい彼女の眦(まなじり)には小さな涙が浮かび、突如、抱きついてくる。え、いや、あの、ちょ……あばばばばばばばば！

「明神さんごめん力抜いて！　死ぬ！　折れる！　骨が！　内臓があ、あかんッ!!」

「あ、ご、ごめん！」

　父親譲(ゆず)りの怪力を緩める明神さん。ふぅ、危うく破(は)裂(れつ)するところだったぜ……。

「……で、どうしたの？　何があったの？」

「た、助けて。篠宮くん……あいつが、あいつがこの部屋に……！」

「あ、あいつ？」

　誰だ？　不審人物？　父親譲りで喧(けん)嘩(か)の滅(めつ)法(ぽう)強い明神さんが怯えるほどの、あいつ？

　訝って部屋の中を見回すが――誰もいない。俺と明神さんの他には、誰も……。

「ゥワーオ」

　妙な鳴き声がした。ふと足元を見ると――そこには、黒くて小さな生き物が。

「……猫？」

　辛(かろ)うじて、そう判断できた。なにぶん、猫にしては体型がずんぐりむっくりしすぎていて、目つきも恐ろしいほどに鋭(するど)いため、一瞬何の生き物なのかわからなかったのだ。

　咄(とつ)嗟(さ)に俺は部屋の片(かた)隅(すみ)に転がる白いケージを見た。……開いている。

「なるほど……このヘンテコな黒猫を、さっきの配達員が持ってきたわけか……」

　いや……正確には、配達員ではない。他の何者かが、俺に送りつけてきたのだろう。

　そこまで理解したところで、明神さんも黒猫の存在を再び認識し――、

「ひ、ぎゃ……ぎゃああああああああああああああ！」

「べふぁッ!?」

　ベチコーン！　と、何故か俺のほっぺたがひっぱたかれた。

「イイイイヤアアアア!!」

「あ、待って！　明神さん!?」

　なりふり構わず逃げ出す彼女の後を追って、じんじんと痛むほっぺたをおさえながら俺も家を出る。なんだ……何がなんだってんだよ、オイ。
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　辿(たど)り着いた先は中(なか)里(り)予(よ)駅前のパン屋『顎(がく)力(りよく)強(きよう)化(か)工(こう)房(ぼう)』。明神さんの実家であり、俺のバイト先でもある。

　去年――高校一年の秋頃、適当に選んだこのバイト先が偶然にも同じクラスだった彼女の実家だと知り、以来、けっこう話す間(あいだ)柄(がら)になったのだ。ただ、仕事の用事以外でここに来たことは今まで一度もない。

　その理由のさいたるものが、彼女の父親にあるわけだが――。

「ゥワーオ」

「なんだ、猫(ねこ)介(すけ)。お前も来たのか」

　俺の足元にすり寄るように、あのブサイクな丸(まる)太(た)猫(ねこ)は近寄ってきた。理由は知らないが明神さんの怯えている原因だし、できればどっかに行ってしまってもらいたい。

「すまんな、許せ」

　そう言って俺は猫を抱え上げ、パン屋とその隣の蕎(そ)麦(ば)屋(や)の間の路(ろ)地(じ)に放り投げた。

　すると空中で華(か)麗(れい)に三回転し、綺(き)麗(れい)に着地し――何事もなかったかのように、猫は見た目に似合わず流(りゆう)麗(れい)な足取りで再び俺の元へと戻ってきた。

「ワーォ」

　……こいつ、できる！

「じゃなくてだな……ほれ、ちょっとの間どっか行ってろ。お前がいると明神さんとまともに会話できんのだよ。わかったら消えろ」

「ウワーォ」

「なんだよ、その反抗的な目つきは。言うこと聞けって」

「ウヮーオ！」

「……なんだぁ、やるってのか!?」

「誰が、誰と、なぁにをやるってぇ？」

　……俺の背後に魔王の予感。

　振り返ると、淡いクリーム色のエプロン（超絶似合わない）をかけたグリズリー大のタコ坊主……じゃなくて、明神ハガネ店長がいた。まるで本物の怪人なのではないかと思うほどに筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)としたボディが圧迫感かもしまくりである。

　そう――これだ、コイツだ。未(いま)だに明神さんとの関係が「近くにいればたまに声をかける程度の友達」止まりな原因は……！

　今日こそはバシッと言ってやらねばなるまい。俺は決然と対峙した。

「店長！」

「なんだァ？」

「……お、おはようございます」

　店長は挨拶を返さず、厄(やく)年(どし)の元旦に引いてしまった大凶のおみくじを見るような目で俺の姿をまんじりと睥(へい)睨(げい)し、

「……死ね」

「一も二もなく!?」

「だってよぉ……お前、俺の娘を泣かせただろ？」

　うぐがっ。

「じょ……情報通ですね。店長」

「だろぉ？　だからお前にも耳寄りな情報を一つくれてやる」

「わぁ、すごく嬉(うれ)しいです！　なんですか？」

「クビだ」

　……Say What?

「明日から来なくていい」

　……えー、と？

「なに呆(ほう)けたツラしてんだ。今まで御苦労さん、ってことだよ。ほれ、わかったらとっととどっか行っちまえ。シッ、シッ」

「ちょ。ちょっと待って下さい、それはおかし――」

　ドゴンッ、と。拳(こぶし)で返事された。店の外壁にクモの巣が走る。

「今までのバイト代は払ってやるし、退職金も弾んでやる。その代わり、二度とツラ見せんな。そして――今後二度と、あかねに近づくな。わかったな？」

　ちくしょうこのタコ坊主なに言ってやがるそんな不当な解(かい)雇(こ)なんぞ訴(そ)訟(しよう)起こせばこっちが勝つに決まってんだろ法律知らないのかこの脳筋やろ『ドゴンッ』……。

「――わかったな、篠宮？」

「ぐぬぬぬ……」
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　あのままでは明神さんと会話することはおろか店長に殺されかねない勢いだったので、やむなくしぶしぶ恩母炉荘へと戻る。すると二十代半ばほどだろうか、和(わ)装(そう)の麗(れい)人(じん)が俺の部屋の入り口に立っていた。

「あ、大(おお)家(や)さんだ」

　何か用かな……と迂(う)闊(かつ)にも近寄って、ようやく思い出す。

　――俺の部屋、かつてないほど荒れてるんだった……。

「あら、篠宮さん。御(ご)機(き)嫌(げん)よう」

　見返り美人、とはよくいったものである。一本に束(たば)ねられた長い黒(くろ)髪(かみ)。腰から提(さ)げた日本刀は父親の形(かた)見(み)だとか。実に惚(ほ)れ惚(ぼ)れするような美を兼(か)ね備(そな)えた彼女だが――しかし悲しいかな、美しいバラに棘(とげ)があるのは必(ひつ)定(じよう)で、この人の笑ったところを俺は未だに見たことがない。現に今も、向けている表情には色も温度も何もない。

　そしてその、冬の女王も裸足(はだし)で逃げ出すに違いない眼(まな)差(ざ)しで見つめるのは――。

「ところで……これは一体、どういうことですか？」

　――もちろん、俺の部屋。

　これまた同じく父の形見として引き継いだらしいアパートの一室の、見るも無(む)残(ざん)な変わり果てように、大家さんはいつもと同じテンションで向き合っていたが――致(ち)命(めい)的(てき)なことに、いつもと違って既にその手は日本刀の柄(つか)にかかっていた。

　……三時間だ。三時間土下座すればなんとかなる。俺はそう判断した。しかし地面に額を打ちつけようとしたところを――もふっ、と。黒くて丸い弾力に邪魔された。

「ゥワーォ」

「ばっ、おま、どっか行け……！」

「――さらに猫、ですか……」

　大家さんはすぅっ、と目を細めた。あ、まずい。死亡ルート入った。

「ずいぶんと、懐(なつ)いているようですが」

「あ、いや。これは、その……えーと」

「ペットは禁止だと、特に猫は厳禁だと――最初に申し上げたはずですが」

　告げながら、大家さんは静かに居(い)合(あ)いの構えに入った。噂(うわさ)によればその一(ひと)振(ふ)りは電柱すら綺麗すっぱり両断するらしい。魔神剣とか放てるんじゃなかろうか、この人。















「篠宮さん」

　ジャッジが下る五秒前。

　弁(べん)償(しよう)か、タダ働きか……タダ働き？　美人な大家さんの下で？　……想像してみたが、それはそれでアリな気がしてきたぞ。えぇい、もうどうにでもしてくれってんだ！

「その猫をどうにかするまで、このアパートに出入りすることを一切禁じます」

　……どうしよう。
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　結局のところ、どうしようもなかった。

　走って振り切ろうにも追いかけられ、誰かに引き取ってもらおうにも携帯の電話帳を開いた瞬間にそんなこと頼める人が一人もいないことに気が付き……そして黒猫は今も、涼(すず)しい顔で俺と一緒にいやがる。そのずんぐりむっくりした胴体をひょいと持ち上げると、じーっ、とこちらを見つめる瞳とまともにかち合った。

「なんだよコイツ……目つきこえぇよ。絶対何人か殺してるだろ、この眼(がん)光(こう)は……」

「ワーォ」

「しかも変な鳴き声だし……」

「ゥワーォ」

　溜(ため)息(いき)吐(つ)きつつ、やけっぱちにぶん投げる。やはり黒猫は軽やかに空中で三回転し、体操選手顔負けの着地を決めた。

「はぁ……まったく」

　明神さんを泣かせ、筋肉男にクビと言われ、大家さんからはアパートを追い出され。

「……一体どうしてこうなった」

　寒さにひとけも失(う)せた公園で、ベンチに腰かけがっくりうなだれた。そんな俺の足元に、黒猫は性(しよう)懲(こ)りもなく近寄ってくる。俺の足はマタタビか何かなの？　と思って試しに臭(にお)いを嗅(か)いでみたけど、死んだ方がマシなくらいには後悔した。

「……考えてみりゃ全部お前のせいなんだよな、えぇコラ？　わかってんのか？」

「ゥワーォ？」

　憂(う)さ晴(ば)らしにガンを飛ばしてみたが、黒猫の目つきがあまりにも鋭すぎて先に目を逸(そ)らしてしまった。なんで負けてんだよ俺、ちっくしょう。

「……思いついたぞ。お前の名前は『眼力』と書いてメヂカラだ。この俺にメンチ勝負で勝ったんだから今後負けることは許さん。いいな？」

「ワーォ」

「よし、決まりだ」

　……何やってんだろ、本当。もう駄目だ、何も考える気力が起きない。

　明神さんに嫌われた。絶対嫌われた。死にたい。墓地がタダなら今すぐ死にたい。生きる意味？　ワカンネ。死ぬ意味？　各種取り揃(そろ)えておりますが何か。

「はぁ……誰でもいいから、助けて」

　何から、どういうふうに助けてほしいのか――自分ですら、わけもわからず。

　力なく呟いた言葉は宙に溶けて跡(あと)形(かた)もなく消える……だけだと、思っていた。




　しかし、救いの神はまさにそのときペラ～ンと舞い降りてきたのだった。




　いや、神ではない――紙だ。

「……なんだ、コレ？」

　脱力しきって膝(ひざ)の上にのせていた手の中に、ちょうどはさまるように一枚の紙が空から落ちてきた。まるで『俺を読み上げろ!!』と主張しているかのようである。

　そこには大きな文字で、こう書かれていた。

【住み込みのバイト募集！　ペット持ち込み可!!　締め切り間近、今すぐ急げ!!!】
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　俺は陰謀なんて信じていない。

　小さい頃にどれだけ探しても見つからなかった悪の存在を、今も血(ち)眼(まなこ)になって探し出し、全ての責任をそいつらにおっかぶせようなんて真似もしない。

　だが――だが、このときだけは。

「やぁ、そろそろ来る頃だと思っていたよ」

　中里予駅から三つ離れて、帯(おび)久(く)保(ぼ)駅から徒歩十五分――一見して何の変(へん)哲(てつ)もない和風一軒家の中、何もかも計画通りだと言わんばかりの表情でそいつが待ちかまえているのを目(ま)の当たりにしたときは、流石に思ったね。

　ああ、全てはこいつの陰謀か――と。

「ようこそ、我が研究所へ」

　ニカッと笑う表情は極上。

　改造された実験衣。

　白っぽい緑の長髪。

　爛(らん)々(らん)と輝く金の瞳。

　真っ当にマッドで、才(さい)媛(えん)なるサイエンティスト。

「歓迎するよ、篠宮ヒロシくん」

　住(じゆう)居(きよ)と働き口を求めて辿り着いた先は、よりにもよって奴の本拠地。




「改めまして――ゆとりの名前は一之瀬ゆとり。世界の陰謀と戦う、一人の戦士だよ」




　ここまで、一之瀬ゆとりによる陰謀――。

「これから一緒に頑張って、アリ・フレ・テルワを倒そうね♪」

　――そしてここから先も、一之瀬ゆとりによる陰謀。 
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　使用人の朝は早い。

「まずはこの家をすみずみまで綺(き)麗(れい)にするッ！」

　清(せい)掃(そう)用(よう)具(ぐ)を一式渡され、タイムリミットは十五分。できなければ今後一切の食事は抜きだという。ハードル走だと思って走り出したら棒高跳びだった気分である。

「そしたら次はご飯を作り風呂を焚(た)き洗濯を済ませるッ！」

　同時進行で制限は五分以内。苛(か)烈(れつ)極まりない雇(やと)い主の要望に、しかし俺は馬車馬のごとき労働をもって応(こた)える。とはいえほとんどロクにできていない。さもありなん。

「まだまだっ、この家、実は住み飽きてきちゃってたから洋風に改装してもらうよ！　今日の日付が変わるまでによろしくね!!」

「いや、流石(さすが)に無理だろ」

　物理的不可能を悟り、いい加減、抗(こう)議(ぎ)する。

　時給二三○円の仕事量をオーバーしすぎていやしないだろうか、いやしている。確実にしている。制限時間を考えるとこれだけやって八○円の報(ほう)酬(しゆう)にも満たないのだからスズメの涙がブラッディマンデーも裸足(はだし)で逃がすに相(そう)違(い)ない勢い。

「いくらなんでもない。仕事を減らすか、給料を増やしてくれ」

「はぁーん、口答えするんだ？　雇い主の命令が聞けないんだ？　じゃあ……お仕置き、しなくちゃね？」

　一(いち)之(の)瀬(せ)の合図と同時に、天井を破って五人の人影が現れた。赤く、朱(あか)く――その五人は、あまりにも紅(あか)い正義のヒーロー。

「マ……マブフレンジャー!?」

「この程度で音(ね)を上げるとは情けないな、篠(しの)宮(みや)ヒロシくん！」

　俺の永遠の憧(あこが)れ、リーダーのマブフレッドがカッコイイポーズを決めながら喋(しやべ)る。

「それともやはり――友達のいない君には無理難題だった、ということなのか……」

「っ、う、うるさいな」

　友情戦隊マブフレンジャー……リーダーのマブフレッドをはじめ、スカーレット、カーマイン、バーミリオン、ストロベリーの友情を描(えが)いた、今から十年ほど前に放送されたヒーローモノのアニメーション作品である。

　全員が赤系統の色で非常に似(に)通(かよ)っているのは、一説によれば『しょせん人間は似た者同士でしか仲良くできないんだよ！』という制作者側の熱いメッセージが込められているとの見解だが、視聴していた当時の子ども心からすれば『主役がいっぱい！』程度の認識が限界で、単純に面白く、広く人気があったものだ。

「情熱的な解説感謝するわ、篠宮ヒロシくん！」

　セクシーなポーズを決めつつ、マブフスカーレットが俺を絶(ぜつ)賛(さん)する。

「だが――友達が一人もいないのは、解(げ)せんな……」

「まっこと」

「そんなんだから職も住(じゆう)居(きよ)も失うのよ！　このヘタレッ！」

　しかし追い打ちをかけるようにマブフカーマイン、マブフバーミリオン、マブフストロベリーがそれぞれポーズを決めながら罵(ののし)ってくる。

「いや、待って！　そんなことはない！　俺にだって友達の一人、一人くらい……」

　……。

　…………。

「ひ、一人くらいいるさ！」

「往(おう)生(じよう)際(ぎわ)が悪いぞ、篠宮ヒロシくん！　そんな君の瞳(ひとみ)に……友情☆フィンガァァアア！」

「ギャアァそれただの目(め)潰(つぶ)しいぃぃ!!」

「まだだわ、レッド！　まだ息の根が止まってないわ！」

「止めるつもりなの!?　ねぇあんたら正義のヒーローじゃないの!?」

「正義のヒーローに決まっておろうが」

「まっこと、まっこと」

「ただ……友達のいない人間は敵なだけよっ！」

　……いや、違う。それは俺の知っているマブフレンジャーじゃない。

　彼らの敵は、全人類の友達作りを阻(そ)止(し)しようとする悪の秘(ひ)密(みつ)結(けつ)社(しや)アリ・フレ・テルワだったはずだ。むしろ友達のいない善良な人間に愛の手を差し伸べるのがマブフレンジャーとしての正しい在り方。

「ということは、これは……」

「よしっ、いくぞみんな！　正義の友情合体技だ！」

「わかったわ！」「了解した」「まっこと！」「べ、別にあんたのためじゃないんだからね！」

　レッドがスカーレットの足首を摑(つか)み、スカーレットがカーマインの足首を摑み、カーマインがバーミリオンの足首を摑み、バーミリオンがストロベリーの足首を摑み、先端になったストロベリーがビンタのために手の平を大きく開く。

「「「「「友情☆ジャイアントウイイィィィィップ」」」」」

「ギャアアアアア!!」

　独(こ)楽(ま)のように回るレッド。遠心力で振り回される四人の最先端で、強力な破壊力を得たストロベリーのビンタが俺の頰(ほお)を直撃する！　これは痛い！

「な……なんで俺が、マブフレンジャーに攻撃されなくちゃいけないんだ……!?」

「「「「「ウラララララララララララララララアアァァァッッ!!」」」」」

　文句の声は誰にも届かず、ただべちんべちんとビンタ攻撃が続く。

　痛い、いたい、イタイ…………。
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「……やはり夢オチッ」

　目を覚ますとＵＦＯのケツが煌(こう)々(こう)と輝いていた。

　――いや、ＵＦＯではない。あれだ、病院の手術台みたいな、そんな照明だ。

　そして俺はその手術台らしきものの上で、はりつけにされていた。

「……って、なんじゃごりゃああああ!!」

「あ、起きた」

　見れば――白(はく)衣(い)の少女が動けない俺に跨(また)がり、ほっぺたをびちばちビンタしていた。

「……一之瀬、ゆとり！」

「グッモーニン、ヒロシくん♪　良い夢は見られたかな？」

「お前のせいで最悪だったよ！」

　叫びつつ、また未(いま)だにべちんべちん続くビンタ攻撃に耐えつつ、抜かりなく首を左右に動かして状況を確認する。

　――とりあえず、手術室みたいな部屋だってことしかわからない。

「……なんなの、この状況。意味がわからない」

「ちょっと確認したいことがあって、頭の中を覗(のぞ)かせてもらってたのよ」

　…………!?

「か、鏡！　鏡を寄(よ)越(こ)せ、今すぐにだ！」

「なんで？」

「お前が俺の頭をメスとかでかっぴらいてないか確認するためだ！」

「そんなグロテスクな真(ま)似(ね)するわけ……」

　ぴたっ、と手を止め、一之瀬は三秒ほど黙考した。

「……あー、もしかしたらそっちの方が手っ取り早かったのかな」

「ジョーク！　ジョークです！」

「こっちもジョークだし」

　ＨＡＨＡＨＡ、と笑うと一之瀬は俺から降り、近くの電子パネルを素(す)早(ばや)く操作。直後に手術台の拘(こう)束(そく)がガコンガコンと外されてゆく。

　良かった、助かった――けど、ここは一体どこだ？

　俺は確か昨日、職場と住(すみ)処(か)を失ったショックでふらふらと、都合の良すぎる条件がそろった新しいバイト先まで赴(おもむ)いたんじゃなかったろうか。そしたら――。

「予想はしていたけど……データを採って、確信に変わったことが一つ」

　一之瀬は電子モニタを眺めながら、妙に硬(かた)い口調で告(つ)げる。

「な、なんだよ。何がわかったって？」

「ヒロシくん……君はただ単に昔の記憶を封印されたんじゃなく、一度バラバラに壊されてしまっている」

「……」

「だからおそらく、自力で完璧に思い出すなんてことは不可能だと思う。そしてゆとりの技術をもってしても、今のところはちょっと難しそう……ヒロシくんの記憶にちょっかいをかけた張本人、ウサギ怪人ラビリンスを倒すまではね」

「……そ、そうか」

　適当に聞き流しておく。しかし――そうだ、だいぶ思い出してきた。

　住み込みというものだから、てっきり豪(ごう)奢(しや)なお屋敷の執事なりハウスキーパーなりの仕事が待ちうけていると思ったら――一之瀬研究所とかいう、この目の前の白衣の少女が住まう和風一軒家に辿(たど)り着いたのだ。

　自らを発明家と名乗る、この電波少女の根(ね)城(じろ)に。

「しかし……さて、怪しまれず自然にここへと辿り着いたからには、これで心おきなく計画を開始できるよ。元の記憶を取り戻すため、ひいてはアリ・フレ・テルワを倒すため――今日からゆとりと一緒に特訓がんばろうね、ヒロシくん！」

「は？　特訓？　何の話？」

　ポケットの中からチラシを取り出して文面を確認する。――うん、バイトの募集広告だ。トレーニングジムだなんて文言は一言も書かれていない。ルーペを使わなきゃ読めないくらい小さな字で書かれているわけでもない。

「……俺、これを見て働きに来たんだけど」

「働きに？」

　一之瀬は一瞬キョトンとしてから、

「……あ、あぁ。それね、バイトの広告ね。うん、それ、奴らの目を欺(あざむ)くためのカモフラージュだから。バイト募集とか噓(うそ)ぴょんだから」

　……え、何？　どういうこと？

「だーかーらー、バイトっていう名目でヒロシくんを引きいれれば、奴らもまさか強化特訓してるとは思わないでしょ、ってこと。その間にみっちり訓練して、で、立派なヒーローになれば、一気に形勢逆転というわけ！　ワーオ、ゆとりってば冴(さ)えてる!!」

「……ほぅ」

　つまるところ――俺は、騙(だま)されたわけか。この少女に。働きたいという純粋な気持ちをまんまと利用され、おびき出されて。

「……じゃあ、帰る」

　何もこんなとこまで遠(えん)路(ろ)はるばる（と言うほどでもないが）、頭ユカイな少女と遊ぶために来たんじゃない。それならそれで他に働き口を探すまで。

　そうして踵(きびす)を返し、部屋から出ようとする俺に、

「どこに？」

　一之瀬は調子を変え、小悪魔めいた微(び)笑(しよう)で問いかけた。必然、俺は立ち止まる。

「この子猫ちゃんがいて、前のアパートに戻れるの？」

　振り返ると、彼女は昨日から俺に付きまとい続ける黒猫を抱きかかえていた。

　黒猫は視線が合うとすぐに彼女の手からするりと抜けて、俺の足元へやってくる。地獄の底まで追いかけるぞ、という意思がその凶悪な眼(がん)光(こう)から見て取れた。

「お前、なんでそのことを……」

「さて、なんででしょうね？　くくく」

　更に、と付け足して、

「聞きわけの悪いヒロシくんでも、その子がいる限りはネズミ怪人チュウリッヒに近づけないでしょ。加えて新しくアパートを探そうにも、たぶん今のこの時期じゃあ、ペット可の安価なアパートは空きがないかもね？」

「……どういうことだよ」

「ゆとりのゆーとーりにした方がいいんじゃない、って話」

「……」

「――あっ。い、今のは別にダジャレのつもりで言ったんじゃないからね!?」

「そんなことは微(み)塵(じん)も気にしてない」

　怒る気力も失(う)せたわ。そして自分で言って自分でちょっと笑ってんなよな、お前。

「ぷ、くくっ……はぁ。で、どうするの？」

「……お前は一体、何がしたいんだ」

「だから、言ってるでしょ？　正義のヒーローになってほしいんだよ」

「……」

　何の当てつけだ、これは。誰の悪ふざけだ、この状況は。一流の大学に入れとか、潰れかけの部活に助(すけ)っ人(と)してくれとか、そういう普通の頼みではなく……なぜここまでピンポイントに、会って間もない人間からそんな言葉が来るんだ？

　俺は、ヒーローなんてこりごりなのに。

「ま――とりあえず、これを見てよ」

　すっ、と。俺の無言をどう捉(とら)えたかは知らないが、一之瀬はコンパクトな液晶を提示する。巷(ちまた)で流(は)行(や)りのマイパッドとかいうやつだ。

　その画面には『Project H2』という文字がシンプルに表示されていた。指でささっとスライドさせ、中身を何枚か示しながら説明し始める。

「これが悪の秘密結社アリ・フレ・テルワ対策、Ｈ２プロジェクト――すなわちヒロシヒーロー化計画の全(ぜん)貌(ぼう)だよ」

「酷(ひど)いネーミングだ……いや、ちょっと待て。ヒロシって」

「そう、これ、ヒロシくんのことね。これから過(か)酷(こく)なトレーニングを乗り越えて、劇的に力をつけて、奴らをギャフンと言わせてやるんだから！」

「嫌だよ、なんで俺がそんなものにならなくちゃいけない」

「むっ」

　一之瀬はむっとした。ほっぺた膨(ふく)らませているが可愛いとか思ったらコイツの思うつぼなんだろうな。ここは心を鬼にして断(だん)固(こ)拒(きよ)否(ひ)の姿勢を保持。

「やって」

「やらない」

「やりなさい」

「やりませんよ」

「ヤリストテレス」

「一体そいつは誰だ」

　ぐるるるる、とお互い唸(うな)りながらの睨(にら)みあい、どちらも譲(ゆず)る気配はなかったが……。

「……あー、もう！　仕方ないなぁ！　じゃあ、こうしよう」

　意外なことに、先に折れたのは一之瀬の方だった。マイパッドを引っ込めてポケットに入れつつ、ぷりぷり怒りながら言う。

「ヒーローになるための特訓は、しなくてもいい。その代わり、奴らを倒すために作ったゆとりの発明品の実験に付き合って」

「発明品の……実験？」

「ね、それならいいでしょう？　ヒーローになってもらう人は他に探すからさ。実験に付き合ってくれるだけでも、ゆとりは助かるし」

「……うーむ」

　少し、考える。正義のヒーローなんてまっぴら御(ご)免(めん)だ。しかし現状、住居も働き口もないのが事実である。だったらここは一之瀬も譲(じよう)歩(ほ)していることだし、素直に実験台くらいなら引き受けておくべきだろうか……。

「住むところは用意するし、報酬もちゃんと出すよ？　というか、それを仕事内容にするよ、うん」

　俺の迷いを断たせるように、一之瀬が後押しする。

「……いくらだ」

「そうだね……じゃあまぁ、五万円くらい？」

「意外と現実的な額だな……月五万って、前のバイト先と大差ない……」

「いや、実験一回につき五万」

「一回で五万!?」

「やっぱり安いかな……」

「いやいやいやいや」

　目ん玉飛び出そうになった。一回五万て。一日一回実験台になるとしたら、月一五〇万？　年収にして一八〇〇万？

　――ホームレス高校生が一夜にして金持ちルート突入の予感。

「……わかった、引き受ける」

「本当？　わーい、良かった！」

　ぷんすか顔から一転して喜びに諸(もろ)手(て)を上げる一之瀬。現金な奴だぜ、全く。
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　そんなわけで、一之瀬ゆとりのもとで働くことになった篠宮ヒロシくんは朝ごはんを食べるために巨大なジオフロントへ向かうことになりました。

　……巨大なジオフロントである。

　一之瀬に連れられた先――物置らしき部屋のクローゼットを偽(ぎ)装(そう)して設置されたエレベーターに乗って地下へと潜ると、そこに広々とした空間が開かれていたのだ。

　いや、地下って。エレベーターって。どこの金持ちだよ、こいつ。富(ふ)豪(ごう)なの？　大富豪の娘なの？　だからアンダーグラウンド付き一軒家なんて物件に一人で住んでるの？

　色々思うことはありつつも、ガラス窓から眼(がん)下(か)に広がる光景に目を奪われる。

「……ヒロシくん、なんだか落ち着かない感じだけど」

「いや、別に、一見して普通の一軒家なのに、広大な地(ち)下(か)施(し)設(せつ)が備えられていてテンションが上がっているとか、そういうことではないから」

「そっか」

「そうだ」

　冷静に応答し、再び視線をジオフロントに戻す。

　――うっはぁやべぇすげぇなんだこれ……！

　こんなもの、アニメとか、映画とか、空想の世界でしかお目にかかれないと思っていたのに……ぱねぇ。マジはんぱねぇ。こいつ夢の国の住人か。内心のテンションを堪(こら)えるのに精いっぱいだった。

　そんな俺の背中を眺めていただろう一之瀬は、小さく鼻息を一つ鳴らした。

「ま、そうだよね。地下室くらいどこの家にでもあるし」

「……いや、それはないだろう」

「え、ないの？　家に地下室」

「……普通はないんじゃないかぁ？」

　そう答えると、一之瀬は頭からぽこぽこハテナマークを噴(ふん)出(しゆつ)し始めた。

「……じゃ、じゃあ。エレベーターは？　エレベーターくらい……」

「ますますねーよ、普通はンなもん」

「……？　じゃあ、どうやって上の階とか下の階とか行くの？」

「……二階のある一軒家だって平均的かどうかは知らないが、普通に階段じゃないか？」

「な、なるほど……」

「おい」

「普通の家には地下室もエレベーターもないんだ、へぇ……」

　本気で驚いた様子の彼女にこそ、俺は驚きを隠せなかった。常識がないのか、世間知らずなのか。ともかく、俺とは住む世界が極端に違うということだけはわかる。

　そうしてお互いに別の意味で驚いていると――ほどなくしてエレベーターが停止し、目的階へと無事到着する。そこから外へ出ると、本当にここは地下の空間なのか、疑いたくなるほど爽(そう)快(かい)な空間が広がっていた。

「はぁ……凄(すご)いな、なんだここ。普通の屋外と何ら変わりないぞ」

　思わず呟(つぶや)く。こんな場所があるなら、万年引(ひ)き籠(こも)りでも不健康にはなるまい。

「で……これからどこに？」

「こっちこっち。ちょっと距離あるから、『動く歩道』を使おう」

「移動手段ビミョー過ぎねぇ？」

　文句を言いつつ一之瀬の後に続き、しかしすぐに立ち止まる。

　もこもこっ、と地面が隆(りゆう)起(き)したのだ。

「お、うわっ？　な、なんだ？」

「ちょっと揺(ゆ)れるから、座ってた方がいいかも」

　ナチュラルに地べたに座り込んだ一之瀬をソレどうなのよ的な目で見つつ、立っているのも危なくなってきたのでお尻(しり)をつけないようにしゃがみ込む。

　隆起……というよりもはや周囲の地面がそのまま持ち上がり、ゆっさゆっさ揺れながら移動しているようだ。端(はし)の方に寄って下を見ると、俺らが乗っかっているのは三十センチほどの厚みがあるプレートで、中央付近に足が生えてそれが歩いていた。

「……おい一之瀬、これはなんだ？」

「何って……『動く歩道』だけど」

「動く歩道って……あれじゃないの？　エスカレーターの平面版、っていうか……ベルトコンベアみたいに人間を運んでくれるやつ」

「へー、そうなんだ」

　初めて知った、みたいな顔で驚かれる。

「いや、実物見たことなかったからさ。『歩道が動くの？　ナニソレ面白そう！』って思って自分で造ってみたんだけど」

「うん、発想と努力が見当違いな方向に進んでるよな？」

「まぁいいじゃん、これはこれで風(ふ)情(ぜい)があって」

「風情のレベルが二回りくらい先の時代だよ」

　造ってる途中でおかしいとか思わなかったのかね。常識のひとカケラでもあれば設計を見直したと思うのだけれども。

　……いや、というか。

「なんか……歩くの、遅くない？」

「普段これ一人用だからね。たぶん自分で歩いた方が速いよ、それ以上は」

　いつも三人用のモノしか用意しないどこぞのおぼっちゃんよりも酷い。

「あと……ゆっさゆっさ揺れて、酔わない？　気持ち悪くならない？」

「そう言われると……」

　うっ、と急に顔を青ざめさせたかと思うと、一之瀬はプレートの端まで移動し、しゃがみ込んで地面に顔を向けた。そして……身体(からだ)をびくびくと痙(けい)攣(れん)させ始める。

　――俺は目を逸(そ)らし、耳を塞(ふさ)いだ。
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　そんな感じだったので結局は途中で降(お)り、「じゃあロケットでひとっ飛びしますか！」と言い出した一之瀬を全力で阻止したのち（どう考えてもまともな展開になる気がしなかったのだ）、自分たちの足で歩くことに。

　ジオフロント内は、天井がスクリーン投影した作り物の空であること以外、地上世界と何も変わらない。俺の住んでいる街の人間全員がここでしばらく暮らすことになったとしても、おそらく不自由は生じないだろう。

「ところで――いまさらなんだが、なんで朝飯を食べるためにこんな場所まで？」

「今の流行りは自給自足」

　問いかけに対し、一之瀬は腕を組みつつ得(とく)意(い)気(げ)に人差し指をピンと立てた。

「自分で食べるものは自分で作ってナンボ。働かざる者食うべからず。それを地で実践していこうと思って、趣味がてら色々始めてみたの。それをちょっと、ヒロシくんに見てもらいたくて」

　……やっている規(き)模(ぼ)の世間ずれ加減はアレだが、意識としてはマトモだな。

「何より、一般販売してる食品には奴らの薬品がどれだけ含(ふく)まれているかもわからないからね。恐ろしくて口にできないよ」

　かと思ったらコレだよ。ヤダもうこの子。

「ただの強化薬剤とか催(さい)眠(みん)薬(やく)とかでも怖いよ。きっと副(ふく)作(さ)用(よう)で……髪の毛真っ白になっちゃったり、目がまっ金々になっちゃったり！」

「それお前のことじゃないの」

「寄生生物の核なんて埋め込まれていて知らずに呑(の)み込んだ日なんかには……覚(かく)醒(せい)したときにお腹(なか)引(ひ)き裂(さ)いて出てきたり！」

「おいバカやめろ物が食えなくなるだろ！」

　などとアホウなことを喋りながらしばらく歩くと――『ゆとり食堂三号店』なる屋(や)号(ごう)を冠(かん)した飯屋らしき建物に到着。鼻を鳴らし、一之瀬は得意気に説明する。

「ここはお寿司とか海鮮丼とか専門の食堂。他の食堂は野菜系とか、お肉系とか、和(わ)とか洋(よう)とか折(せつ)とか中(ちゆう)とかで適当にわけてあるんだけど」

「和(わ)洋(よう)折(せつ)衷(ちゆう)を四分割すんなよ」

「折だけ、どこの国かわからないんだよね……」

「誰にとっても永遠の謎だっつの。あと『中』じゃなくて『衷』だかんな」

「まぁそんな感じで色々あって」

　流された……。

「今たぶん十二号店くらいまであったと思う」

「軽くレストラン街だな、もはや……」

　驚きつつも呆(あき)れつつ、三号店の中を進んでゆく。内装も本格的で、利用客なんてまるでいないくせに席はぱっと見ただけで百はあるし空調も照明も万全――維持費はどうなってるんだ、維持費は。

「……ん!?」

　なんて疑問がどうでもよくなるくらい、目に余るものを発見して思わず足を止めた。

「――おい、ちょっと待て……なんだ、これ。どういうことだ？」

「どういうことも何も……見たまんま、だよ？　お魚さんのための水(すい)槽(そう)」

　一之瀬の言う通り、水産系の食事処でよく展示されているような巨大な水槽の中では、確かに種々多様な魚たちが泳いでいた。

　――スーパーで販売されているような切り身の姿のまま、だ。

「……ありえないだろ」

「何が？」

「何がって、お前……自覚なしか？」

「何か変かな……自給自足の第一歩として、自分で発明した品種なんだけど……」

「い、一種の人工生命体……」

　いや、それにしたってだなぁ。

「――なんでこんなおぞましいものを作った？」

「おぞましい……って？　普通のお魚さんでしょ？」

「普通のお魚さんはこうだろ、一応確認しておくが」

　近くにあったメモ用紙にボールペンで魚の絵を描いて図(ず)示(し)する。

[image: ]

　今日(きよう)日(び)、小学生でも描けるようなシンプルなイラストだ。ある意味記号とすら呼んでもいいレベル。

　だが一之瀬は俺の絵を見て小首を傾(かし)げた。

「……それは、食べられないやつでしょ？　お店で売ってるこういう見た目のが、食べられるお魚さんで」

「……食べられるお魚さんも、元の見た目はこうだから」

「うっそだー」

「いやいや、ホント」

「だって全然違うじゃん。色も形も大きさも」

　一之瀬は恐ろしいほど無(む)邪(じや)気(き)にケラケラ笑った。その常識のなさに目(め)眩(まい)がして、思わずよろける。すると今度は水槽の横に置かれていた小さな鉢(はち)植(う)えを見つけて、更に暗(あん)澹(たん)とした。そこから生えていたのは大根と人(にん)参(じん)――の、ツマそのもの。

　……いや、違うから。大根と人参、こんな最初から「お刺(さし)身(み)の箸(はし)休(やす)めにどうぞ」的な姿で自ら好んで生まれてこないから。これ、人工的にスライスしたあとの姿だから。

　更に更にもしやと思って見回すと――エビフライやらウナギの蒲(かば)焼(や)きやらがそのまま水槽で泳いでいたり、蛇(じや)口(ぐち)を捻(ひね)るとお茶や醬(しよう)油(ゆ)や練(ね)りワサビが出てきたり……。

「あ、頭おかしくなりそうだ……」

「お腹減ってるからじゃない？　いま用意するからちょっと待ってて……あ、ところでここで良かった？　近くに二号店もあるけど、挽(ひき)肉(にく)牛(ぎゆう)さんの牧場とか見てく？」

「結構だ！」

　これ以上ロクでもないものを進んで見たいとは思わない。
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　腹ごしらえを済ませたのち（意外なことにメシだけは普通にうまかった。製造過程はともかく……）、一之瀬に連れられて今度は映画館へとやってきた。

　――映画館である。

　そりゃもう当たり前のように、地下施設の一つとして設営されていたわけで。

「大画面でマブフレンジャーを観る……いいね！　生きているって素(す)晴(ば)らしい！」

　自分の保有する施設だろうに何(な)故(ぜ)かテンションハイになっている一之瀬。とはいえ俺も地味にわくわくしていたりする。なんだろうな、この高(こう)揚(よう)感(かん)。たとえるなら友達の家にお呼ばれしたときのアレだろうか。

　……もっともそんなことは人生でたったの一度しかなかったわけだが。そしてその一度って、本当は俺呼ばれてなかったらしいのに何故かお邪(じや)魔(ま)してしまい、実に微(び)妙(みよう)な空気を作り出した苦いエピソードだったりする。

　……うん、忘れよう。

「どうしたの、ヒロシくん？　やっぱりワサビ辛かった？」

「何十分前の話してんだよ。ワサビくらい普通にいけるわ」

「さ、流石(さすが)……ゆとりは今でも駄目なのに……」

　知ったこっちゃないが……本気で尊敬されるポイントがワサビ平気なのってどうなんだろう。バカにされてんのかな、俺。

「……ていうか、なんでお前と一緒に十年前のアニメを観なくちゃいけないんだ？」

　ん？　と一之瀬は短く考えてから、

「今日のトレーニ……じゃなくて、実験には、協力者が必要でね。その人が来るまでまだちょっと時間あるから、それまで一緒に再確認でもしておこうかと思って」

「……再確認？　何を？」

「アリ・フレ・テルワの狙(ねら)いとか、弱点とか」

　一之瀬は至(し)極(ごく)真顔で語り出す。

「敵を知り、己を知れば百戦危(あや)うからず――実験台として協力してもらうからには、一応ヒロシくんと認識を一致させておきたいからね。二人でばっちり対策練っとけば、奴らなんておそるるに足らずだよ」

「アリ・フレ・テルワと戦う、ねぇ」

　本気なんだろうな、少なくともコイツの中では。俺が何を言っても聞きっこないくらいには信じ込んでいるのだろう。

　……ちょっとくらい、乗っかってやるか。

「なぁ、それならマブフレンジャーは？　お前が発明品を作って対抗するのもいいとは思うけど、マブフレンジャーを探して協力してもらった方がよくないか？」

「うーん……それは昔、考えてたんだけど」

　考えてたんだ。

「全然、見つからないんだよね。探しても。あれから十年も経(た)ってるから……残念だけど、結社に捕まっちゃってもうダメなんだと思う。だから放送も途中打ち切りに……」

「いや、それは確かＰＴＡからの苦情だったはずだ」

　憶(おぼ)えている、忘れるわけがない……いよいよ物語もクライマックスへ突入しようというところで、何故か別のアニメが放映され始めた悲劇を。その後、二度とマブフレンジャーが放送されることはなかったことを。その理由が『登場人物が赤一色すぎて子どもの目に良くないから』なんて理(り)不(ふ)尽(じん)なものであったことを。

　しかし一之瀬はゆるやかに首を横に振った。そうじゃないんだよ、と。

「それは表向き。本当はマブフレンジャーが負けちゃったか……あるいは、機(き)密(みつ)情(じよう)報(ほう)の漏(ろう)洩(えい)を嫌った奴らの陰(いん)謀(ぼう)か。そのどちらかだと思う」

「根拠は」

「ＰＴＡはマブフレンジャー支持派だもん、そんなクレームで潰そうとはしないはず。そこらへんの情報操作も奴らの仕業だろうね。まったく、抜け目のない連中だよ」

　まったく理由になっていない気がするけど、構わず一之瀬は真(ま)面(じ)目(め)に続けた。

「だから、悲しいけど、たぶんもうマブフレンジャーには期待できない……だけどゆとりたちは、彼らの正義の意志を継ぐことができる。ゆとりはそう信じてる」

「さりげに『たち』って言うなよ」

　俺を巻き込まないで。実験台Ａ止まりで十分だから。

「そのためにも、アニメの研究は重要だよ。怪人の倒し方とか、奴らの真の目的を知る手掛かりとか、他にもきっと、まだアリ・フレ・テルワも気付いていないような重大なメッセージがあるかも知れない」

「マジか」

「それから、肯定的な目だけじゃなくて、ちょっと批判的に見る目も必要になってくる。なぜなら、現実としてマブフレンジャーはたぶんアリ・フレ・テルワに敗北を喫(きつ)しているから。何か弱点とか、欠点とか、つけいる隙(すき)があったはずなんだよ。そこをきちんと克(こく)服(ふく)しておかないと、彼らの二の舞になるだけ。失敗は成功の母っていうしね」

「へぇはぁほぉなるほどぉ」

　そうこう適当に一之瀬の話に耳を傾けながら歩いていると、やがて館内のシアターの一つへと通された。収容可能人数は一般的な映画館のそれとほぼ同程度だろう。贅(ぜい)沢(たく)といえば贅沢だが、いざ実現するとなるとこれだけ寂(さび)しく虚(むな)しいものもないと思う。

　二人きりの映画館。俺がいなければ一人ぼっちの上映会。

　――どうでもいいけどコイツ、友達とかいんのかな……。

「ヒロシくん、こっちこっち」

「ん……あ、あぁ。わかった」

　そんなことが気になったが、余計な心配だろうか。一之瀬はすたこら早歩きしてど真ん中の席に陣取っており、隣に来いと座席を叩(たた)いて急(せ)かしてくる。

　隣に座ると、彼女は眼鏡(めがね)を渡してきた。

「なにこれ？」

「かけながら観て。限りなくリアルに飛び出してくるから」

「あぁ、あれか。３Ｄ眼鏡か」

　話には聞いたことがある。一部の映画でこういったものをかけると、本当に飛び出しているような、臨(りん)場(じよう)感(かん)溢(あふ)れまくりの３Ｄで鑑賞できるという話を。どうやらそのテクノロジーがこの映画館にも備わっているらしい。個人運営のくせに。

「ほらほら、そろそろ始まるよ！」

「はいはい、わかったわかった」

　テンション高めな一之瀬をクールに受け流す内心、ちょっとだけドキドキしていた。まぁ、中身は視聴済みの過去放映作品だけだろうが、それでも十分である。マブフレンジャーは劇場版の製作もされなかったし。

　しかし編集は凝(こ)っていて、映像はまず本物の映画のようにＣＭから入っていた。『閃(せん)光(こう)のごとく駆け抜けろ、マブフレンジャーシューズ!!』とマブフレッドが叫んでいる。もうこの時点で懐かしさゲージが振り切れそうになっていた。

「そういえば、この靴(くつ)。昔、相当ねだって買ってもらったなぁ」

「へぇ」

　呟くと、一之瀬は一発で食いついた。

「でもいつの間にか、なくなってた。なんでだっけな……よく思い出せないが」

「……そう」

　しかし淡(たん)々(たん)と事実を伝えると、目に見えてしゅんと萎(しお)れる。

「……好きなんだな、マブフレンジャー」

「好きだよ」

　即答だった。

「ずっと――ずっと、好き。大好き」

「……そうか」

　マブフレンジャーに対して言っているだけなのに、あまりにしんみり感情が籠り過ぎていてどきりとする。……どきりとする？　バカな、俺は何を考えているんだ。

　コイツ、常識ないし、金持ちのお嬢さまだし、俺のことヒーローにするとか意味のわかんないこと言うし、悪の秘密結社とか信じちゃってるし。

　でも……可愛いんだよな、外見は。ちっこいし。表情コロコロ変わるし。元(げん)気(き)潑(はつ)剌(らつ)だし。見ていて飽きないし。会って間もない俺にも分(わ)け隔(へだ)てなくというかちょっと近すぎるんじゃないかってくらいの距離で接してくるし。

　――だから何を考えているんだ、俺は。

「お、オープニング始まった！　携帯電話の電源はちゃんと切ってね、ヒロシくん！」

「はいはいはいはい」

　言われた通り電源を切り、眼鏡をかけて画面に向き直る。

　直後――ドカァン！　と。

「な、なななな……なんだァ!?」

　一瞬、テロかと思った。大画面が爆発し、館内が震動し、天井が崩(くず)れかけ粉がぱらぱら落ちてきて、火薬の匂(にお)いの酷い爆風が正面から吹きつけてくる。平和ボケした俺でも即座にわかる、明白に過ぎる異常事態だった。

「お、おい一之瀬！　大丈夫か……って、あれ？」

　しかし３Ｄ眼鏡を外すと……なんともない。なんともなかった。館内は綺麗に整っているし、俺の身体に傷はないし、何より画面は平面だ。

　心底不思議がっていると、眼鏡を外した一之瀬にちょっと不(ふ)機(き)嫌(げん)そうに対応される。

「静かにしてよね、ヒロシくん。せっかく大迫力のオープニングなのに……」

「いや、だっていま爆発が……あれぇ？」

　なぜなんともないのだろう、ただの錯覚か？

　そう思い、再び眼鏡をかけてスクリーンを向く……と、直後、凄(すさ)まじい爆発、爆音、爆風の嵐の中に放り込まれた。……ああ、なるほど。

　たまらず、眼鏡を外して一之瀬に抗議する。

「この眼鏡のせいかっ!!」

「だから、言ったでしょ。限りなくリアルに飛び出してくるって」

「３Ｄってレベルじゃない！」

「え、ちゃんと３Ｄだよ？　ダイナミックにダイレクトなダメージを体感できる眼鏡、『３Ｄ眼鏡』だもの。視覚と聴覚だけじゃなくて、触(しよつ)覚(かく)嗅(きゆう)覚(かく)味(み)覚(かく)に第六感まで刺激してくれるから臨場感抜群！　特に爆発のエフェクトが多用されるマブフレンジャーのオープニングはド迫力で初見さんはショック死必至だよ？」

「俺を殺す気だったのか!?」

　心臓に悪いどころの騒ぎじゃない。

　臨場感レベルが高すぎて危険と判断。こっそり眼鏡外したまま観ようか――と思ったら、その状態だとスクリーンに何も映っておらず、音も何もない。あぁ、眼鏡かけないとそもそもの映像からして観られないのか……面倒臭っ。

　仕方ない――もうしばらくしてから、眼鏡をかけることにしよう。




♨　♨




　結局、それでも途中でギブした。

　本編が始まって最初の数分は穏やかに進行したのだが――下級戦闘員が出てきたあたりで彼らにぼこぼこ殴(なぐ)られ、オウシ怪人モォマンタイ（筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)としたハゲ頭のオッサンだったので、否(いや)が応(おう)でもパン屋の店長を思い出した）の登場に至っては腕を踏(ふ)み砕(くだ)かれ骨折したような感覚を味わい、軽くショック死しそうになった。

　一之瀬はよく平気で視聴していたものだ……どこかネジが数本外れているのではないだろうか。そうでなければ同じ人類とは思えん。

　そんなわけでお手洗いを理由に抜け出し、あちこちぶらぶらしていたのだが……、

「……道、どっちだっけ？」

　帰り道がわからなくなってしまったでござる。それだけ広いのだ、仕方ない。

　しかし――ここまでくるとちょっと金の無(む)駄(だ)遣(づか)いとかそういう話でもない気がする。そもそもの広さといい、食堂の多さといい。

　……もしかしたらこのジオフロントは、のちのち多くの人々が利用できるアミューズメントパーク的なものになるのでは？　今はまだ一般開放されていない状態で、実はあいつはただのテスターとしてここを経営する団体に招かれているだけでは？

「……ま、考えたってわかりっこねーか」

　思考中断。それより帰り道を探さねば……そう思った直後に、




「おい、何をしている。そこのケダモノ」




　ふと、サディスティックな声に呼びとめられた。

　振り返ってみると、そこには白衣を着た人物が。

「げ……アンタも発明家？」

「は？　何をいきなり藪(やぶ)から棒(ぼう)に」

　女性……黒(くろ)髪(かみ)のセミロングが映える、かなりの美人である。

　背は俺より少し高いくらいだから、女性にしては長身の部類だろう。服装は一之瀬と似たような白衣だったが、こちらは余計な改造もないし、何より大人びた容姿と雰囲気ゆえに奴よりもずいぶんと様になっている。

「先生の敷(しき)地(ち)でうろちょろと……下(げ)賤(せん)極まりないな。これだから下(げ)衆(す)なケダモノは」

「は、はい？」

　有無を言わさぬ圧倒的見下しスタンス。鋭(するど)い目線、吐き捨てるような喋り方。あまりに殺(さつ)伐(ばつ)として敵意剝(む)き出(だ)しな攻撃性に、自然と後ずさってしまう。

「あ？　なぜさがる。ケダモノの分際で。何か疾(やま)しいことでもあるのか？」

「いや、俺は別に……」

「ないとすれば――ふん、なるほど。自らの愚(ぐ)劣(れつ)さ醜(しゆう)悪(あく)さを自覚して、わざわざこの私との距離をとってくれているというわけか。殊(しゆ)勝(しよう)な心構えだな、迂(う)闊(かつ)だったよ。このまま近づいたら消毒処理を受けなくてはならなくなるところだった」

「えぇと、別にそういうわけでは……」

「少しだけ賢く、わずかに礼(れい)節(せつ)を弁(わきま)えている貴様に褒(ほう)美(び)をくれてやらないこともない。跪(ひざまず)け、私の靴を舐(な)める時間を二分間だけくれてやる」

「……」

　現れていきなり何をこうまでまくしたてるのだろう、この人は。ちょっと面白いぞ。あははははははは。……いや、面白くはないな、うん。

　さてどうしたもんかとタジタジしていると、一之瀬の声が割って入ってきた。

「あ、いたいた！　もぉ、ヒロシくんお便所長すぎ！　三話目終わっちゃったよ！　せっかくメンバー五人が全員揃う回だったのに、見逃すなんてありえない！」

「あ、あぁ。すまない、道に迷ってどわぁッ!?」

「おはようございます、先生!!」

　罵(ば)倒(とう)女(おんな)に突き飛ばされ、俺は尻(しり)餅(もち)をついた。一之瀬はそんな彼女を見て、にこやかに応じつつも小首を傾げる。

「あ、まふゆちゃんだ。なんでここにいるの？」

「今日は先生が呼んでくれたんじゃないですか！　例のガジェットが完成したから、その性能実験に付き合ってくれって！」

「あ。そういえばそうだったね。今日はよろしく」

「はいっ！」

　――よろし、く……？

　嫌な予感を察知して、俺は二人に対して及び腰になりつつ疑問を投げる。

「ちょ、待って……もしかして、その人が」

「実験の協力者だよ」

「よっろり～ん」

「……」

　あいた口が塞がらないとはこのことか。
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　サディスティック白衣女の名前は六(ろく)条(じよう)まふゆというらしい。受け取った名(めい)刺(し)にそう書かれており、肩書きには『ゆとりガジェット解(かい)析(せき)グループ』とあった。

　……なんじゃこりゃ。

「読んで字のごとし。一之瀬ゆとり先生の発明品――通称ゆとりガジェットを解析し、世のため人のために役立てようと奮闘するのが我々解析グループの任務だ」

　実に誇(ほこ)らしげに語る六条まふゆ。その目には銀(ぎん)縁(ぶち)眼鏡を、その腕にはクリップボードをいつの間にか装備していて、ますますそれっぽくなっている

　俺は名刺を眺めつつ、ピンと来なくてぼんやり呟く。

「解析……ねぇ。データ採取とかならともかく、その言い方だとまるで設計図の復元から始めなくちゃいけないみたいだな」

「なかなか鋭いな。そうだ、それも我々の仕事だ。先生はそんなもの描かれないからな」

「へぇ、そうなのか」

　一之瀬を見ると、「設計図？　ナニソレおいしいの？」みたいな顔をしていた。意味そのものを知らない、というわけではないだろう。

「……頭の中に設計図が出来上がってるとか、そんな感じなのか？」

「うーん、そうだね。頭の中には、あるっちゃあるんだけど……うまく言葉とか図にできないから、描けない。だからゆとりはソレに従って作るしかない、みたいな？」

「なんだそりゃ、そんなことがあるのかよ」

　本格的に脳(のう)味(み)噌(そ)の構造が違うのかね、天才様は。

　さておき、他にもざっと聞いたところによると――一之瀬の資金源はどうやら親譲りではなく、こいつら『ゆとりガジェット解析グループ』なる連中からの支援らしい。このジオフロントも一之瀬個人の所有物だそうな。

　一体どれだけ実力があれば、こんなにバックアップしてもらえるのか。そしてまた一体どれだけの連中が揃えば、ここまでサポートできるのか。

「金のことになると途端に着眼点が卑(いや)しくなるな、ケダモノ」

　やはり蔑(さげす)むような調子で応じると、六条は言葉を続けた。

「先生の才能は百年に一人と言っても過言ではない。世間一般的にはあまり受け入れられていないが、先生の発明した素晴らしい発明品は数知れず――尊敬にも敬愛にも、愛し尊(とうと)ぶにも足りすぎるお方だ」

「素晴らしい発明品、ねぇ……」

　発想と努力の方向が残念なモノのオンパレードだったわけだが。まぁ、技術的な面だけでいえば確かに凄いのかもしれない。……けどなぁ。

　反論に窮(きゆう)していると、六条は言葉を続けた。

「一方で、そんな先生にならいくら私財を投げうっても惜しくない、むしろ本望だと考えるような連中も少なくない。グループには研究の成果で食ってる学者や、元から金持ちの令息令嬢の他、会社経営で成功してる社会人なんかもいる。有名なところでいうと……そうだな、十(じゆう)文(もん)字(じ)グループってあるだろ」

「十文字電機とか十文字食品とかの、あの十文字グループ？」

　普通に生活していれば一日に一回は目にも耳にもする名前だ。確か世界でも指折りの資産家だって、こないだテレビでやっていたような……。

「そうだ。あれの元(もと)締(じ)め、十文字ゼントも先生の賛同者だぞ」

「そ、そうなのか」

「というか、確かグループの立案者、中心人物だったか。あとは――前代の首相とか、某国の大資産家なんぞも、か。先生の魅力は国内外を問わないというわけだ」

「流石にそこまでいくと胡(う)散(さん)臭(くさ)いが……」

　確かにそのくらいのレベルになれば、そしてそんな連中が何人もいれば、これだけの我(わ)が儘(まま)もやりたい放題できるのだろう……しかしそれだけの価値が、この目の前の白衣の少女に本当にあるのか？

　思わず一之瀬の顔を見る。話を振られていないからか、油断して口元をポカンと開けたアホ面(づら)だった。たぶん何も考えていないに違いない。

「――よし、一之瀬。ちょっと質問するから答えろ」

「ん……ん、いいけど、どうしたの急に？」

「暇(ひま)つぶしだ、暇つぶし。いいから付き合え」

　アホ面は抜けていなかったものの、頷(うなず)きはしたので問いを投げかける。

「第一問、日本で一番北にある島は？」

「北海道」

　迷いのなさすぎる即答に、俺は一瞬の目眩を感じた。

「……第二問、水素と酸素を一緒に燃やしたらどうなるでしょう」

「水素と酸素って燃えるの？　なんか大変なことになりそうだけど……」

「…………第三問、円周率を憶えている限り暗(あん)唱(しよう)せよ」

「え？　円周率は３でしょ？　憶えてる限り暗唱っておかしくない？」

　確定した。こいつアホだ。現代頻(ひん)繁(ぱん)に見る類(たぐい)のアホだ。前代首相も某国の資産家も今すぐ投資を中止するべきである。金をドブに捨てるようなマネを俺は看(かん)過(か)できん。

「おいケダモノ、先ほどから黙って見ていれば何を無礼なことしとるんだ、貴様は」

　不(ふ)愉(ゆ)快(かい)そうなツラで六条に睨まれたが、構わず奴を誘って一之瀬には聞こえないように少し離れる。

「（……ひとつ訊(き)きたいんだが）」

「（なんだ、急に小声になって。気色が悪い）」

「（お前ら――一之瀬をサポートしてる連中は、まさかあいつのアリ・フレ・テルワがどうとか真に受けた上で、こんな桁(けた)違(ちが)いの金を無駄遣いしているわけじゃないよな？）」

「（あぁ、あれか）」

　そこで初めて、六条は俺に対して笑いのようなものを見せた。苦笑に近かったが。

「（先生には悪いが……流石に、そこまでは信じていない。最初は先生のおっしゃることだからもしかして、と思って独自に調べてはみたが、結局取り越し苦労だった。先生のあれはなんというか、思春期における一種の通(つう)過(か)儀(ぎ)礼(れい)のようなものだろう）」

「（……だよな）」

　付き合ってはいるが信じてはいない――まぁ妥当なスタンスだろう。俺もそれくらいの気持ちで構えていればいいか。
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　だだっ広い、野球場のような広場に出た。

　最初の地点からだいぶ移動したわけだが、ここ、地上だとどのあたりなんだろう？　真上が市営の野球場とかだったら面白いのだけど。

「はい、ヒロシくん。実験やるから、これ着て」

　なんて益(やく)体(たい)もないことを考えていたら、何故か一之瀬から布(ふ)団(とん)を手渡された。

　……いや、布団ではない。よくよく見ると、

「布団……の、きぐるみ？」

「おーいぇす」

　びしっ、と一之瀬は得意気に人差し指を突き立てて言う。

「今回実験してほしいのはこのアイテム、『伝説の布団』だよ！」

「でん、せつ？」

「まぁまぁとりあえず着てみてよ」

　釈(しやく)然(ぜん)としなかったが、着てみることに。……布団を着るって人生初めてだな。

「うお……すっげぇもこもこしてる」

　羽毛なのか何なのか、感触が物凄く気持ち良く、非常にぐっすり眠れそうである。

　しかし上から顔を、左右から腕を、下から脚をはみ出させて着るタイプの代(しろ)物(もの)になっているのは非常にいただけない。……あれだ。何かに似ていると思ったら、エアホッケーやる二人組芸人の対戦コスチュームみたいなんだ、これ。

「――で、なんできぐるみに？　なんか意味あるの？」

「これを着るとどんな攻撃を受けても傷一つつかないようになります」

「布団に必要な機能か、それ？」

「ゆとりは常々思うのです……夏はともかく、冬の朝は布団から出るのがツライ、と」

　……まぁ、それに関しては激しく同意はする。あんまり寒いと俺も一時間目とか休んじゃうことあるし。

　賛同を受けてか、一之瀬はますます上(じよう)機(き)嫌(げん)に説明する。

「ならば発想の逆転というわけで、『布団がそのまま普段着になっちゃえば万事解決じゃない？』ってことで作ってみたの」

「……お前さては頭良いな？」

「目のつけどころがシャープでしょ？」

　キラーン、とバカっぽい決めポーズの一之瀬も今なら格好良く見えるから不思議。

「しかし一之瀬……冬でも暖かく心地よく、そして快適に布団を出ることなく家から出られるのはわかったんだが、どうしてそんな防御力が必要になるんだ？」

「それはもちろん、結社と戦うためだよ」

　おっと。ちょっと忘れかけてたな、その設定。

「奴らの奇(き)襲(しゆう)は容(よう)赦(しや)ないからね。いつでも万全に対応できるようにしておかなくちゃ」

「布団のまんま戦うのか。最高に格好いいな」

「でしょ？」

　皮肉を素直に受け取っちゃうあたり、コイツ大物なんじゃないかとふと思う。

「まぁとりあえず、理論上はダンプカーに撥(は)ねられてもミサイル打ち込まれても大丈夫なようには作ってあるんだけど」

「マジで!?」

「でもまだ実際に人間が着用した状態で試したわけじゃないから、どうなるかはわからなくって。それをヒロシくんにお願いしようと思うの」

「はぁ、なるほどな」

　なるほどなぁ……あぁん？　あんだって？

「おい、それって……つまり」




『つまり貴様はその栄えある実験台に選ばれたというわけだ』




　ガシャン。

『光栄に思えよ、ケダモノ。先生の、ひいては未来の人類の役に立てるのだからな』

　ガシャン、ゴシャン。

「六条――お前、いつの間に、そんなものに……」

『そんなもの、だと？』

　ガシャンガシャンゴシャンゴシャン。

『貴様、侮(ぶ)辱(じよく)したな？　私の、先生へのリスペクトを込めに込めて完成させた力作――トゥルーウィンター・アーティクルシックスを！』

　ガシャン、ゴシャン、ズズウゥン――と。

　遠方から重量感たっぷりに歩いてきたのは、通常、アニメでしかお目にかかれないような巨大でゴッツイ鉄人形――まぁいわゆるロボットというのだろうか。

　スピーカーで拡声された六条の声に頭くゎんくゎんしつつ、問う。

「……あの、なんすかそれ。グァンダム？」

『個人的にはマヅンガー乙を目指したつもりなんだが……ふん、今日日の若い奴らはロボットを見たらグァンダムかロマンゲリオンしか言えんのか？』

「や。個人的にはそんなにロボットアニメへの興味がないんで」

　ていうか俺とお前、そんなに年齢変わらないと思うけどな。

『要はまぁ、先生の発明品の性能を試すためにお相手仕(つかまつ)る戦闘兵器だ。正直、役者不足な感は否めないが、今日は全力を尽くす次第だ』

「それはつまり俺を殺すつもり満々だということでよろしいのだろうか」

『相違ない』

　よし、逃げよう――と思った瞬間、転んだ。

　一之瀬が俺の足首に重り付きの枷(かせ)を嵌(は)めていたからだった。

「お前なにしてんの!?」

「逃げちゃダメだ逃げちゃダメだ逃げちゃダメだ逃げちゃダメだ……」

「お前が言うセリフじゃねーよ！　俺は逃げたいの！」

「えぇ!?　それじゃ実験にならないじゃない!!」

「そう思うならお前がやれ！」

「やだよ、こんな危ないこと……」

「どの口で言うかあああぁぁ!!」

　なんなのもう。なんなのもう。

「確かに実験台になるとは言ったけどさぁ……死ぬことまで想定してないし承(しよう)諾(だく)もしてないよ、俺？　キャンセル不可なの？」

「大丈夫。ヒロシくんは死なないよ、ゆとりが看(み)取(と)るもの」

「死んでんじゃねーかよそれ！」

「冗談、冗談。怒らないでよ」

　どう、どう、と宥(なだ)め賺(すか)そうとする一之瀬。

「大丈夫だよ。死んでもゆとりが直してあげるから」

「……」

「あ、それとも教会で生き返らせてもらう方がいい？　お金は減っちゃうけど、経験値はそのままだよ？」

「いや……もう、色々といいです……」

　駄目だ。真顔で言われたからもうダメだ。コイツ、人の身体をロボットみたいに修理すれば治るものだと考えているし、教会は人間を生き返らせることができると思ってやがる。バーチャル世代め。

　それじゃ、と言って俺の傍(そば)から一之瀬はどんどん遠ざかる。

　そして近づく、とろろなんとかという六条のロボット。

『じっとしていろ。痛みはどのみち、感じずに済む』

　それはどういう意味で、と問いかけるよりも先に、ごそり――と。六条の操縦するロボットが、それまで背(せ)負(お)っていた何か長いものを手に取った。

　ミサイルだった。

「……一つ、言いたいことがある」

『なんだ？』

「ミサイルはそうやって……振り被(かぶ)って槍(やり)投(な)げみたいに投(とう)擲(てき)するもんじゃねええぇ!!」

　ビュゴワッ、とぶん投げられるミサイル。わぁ、綺麗なジャイロ回転!!

「うわぁやばいやばい避(よ)けなきゃ――って、あいだぁっ！　またこけた！　逃げようとしたらこけた！　……そらこけるわ!!　こんな変な格好してたら足枷とか関係なくこけやすいに決まって――ってギャアアアア!?」




　ドォオォォオオンッ!!　と。ミサイルが直撃し、大爆発する。




「――、ッ　　、、、っ――　　……　　　　　　　　、、、、」

　宙を舞う。

　視界が回転する。

　地上で一之瀬が叫んでいる。

「布団が……吹っ飛んだー!!」















　うるせぇ。

　空中でひとしきり錐(きり)揉(も)み回転したあと、俺の身体は地面に激しく叩きつけられた。バウンドして、バウンドして、バウンドして――横たわる。

　なんという落下、なんという激突、衝撃。これは死ぬ。致(ち)命(めい)傷(しよう)だ。死ななきゃおかしい。嗚(あ)呼(あ)、短い人生だったなぁ。意識がすぅっ、と遠のいてゆく。

　死、ぬ……。

　――――。

　――。

　……あれ？

「痛く……ない？」

　全身をよじって上体を起こす。起こせる。起こすだけの元気があったことに驚く。

　おかしい。ミサイルが直撃し、爆風で十メートル近くははねあげられてから地面に叩きつけられたんだぞ……どうして俺の命は、まだこの世にとどまっている？

「お、起き上がった。ヒロシくん、気分はどう？」

　土(つち)煙(けむり)を便利そうな団扇(うちわ)で散らしながら一之瀬は寄ってくる。

　右手をぐっ、ぱー。左手をぐっ、ぱー。……異常なし。

「なんで無事なんだ、俺……？」

「そりゃあ、『伝説の布団』だからね」

　あれくらいは余裕で耐えるよ！　と、ない胸を張って誇られた。

　それとほぼ同時に、六条ロボットがガシャゴシャと歩み寄る。

『だから言ったろう、先生は百年に一人の天才だと』

　無傷の俺と布団をそのゴツイ手で指差し、

『つまりは、そういうことだ。行き過ぎたるオーバーテクノロジー……まるで魔法のような効力を発揮するそれら発明品こそ、ゆとりガジェットの真(しん)髄(ずい)だ』

　横暴に、理不尽に、不(ふ)条(じよう)理(り)に――常識から、法則から、逸脱する。

　信じがたいが、他に何かトリックがあるとも思えない。この布団を着ていたからこそ俺は無事だったのだろう。ますます一之瀬ゆとりが何者なのかわからなくなった。

「でも……ごめんね、ヒロシくん。今思えばちょっと、説明不足だったかも」

　だが、一つ言えることもある。

「ちゃんと先に詳細まで説明してれば、ヒロシくんも心の準備ができたのにね……本当に、ごめんなさい」

「な、なんだよ。急に」

　それは、曲がりなりにも一応、一之瀬がただ単に俺を痛めつけたいからというだけの理由で、こんな実験をおこなったわけではないということだ。

　そういう心遣いがあるなら、この仕事もやっていけそ……、

「だから、ちょっと今さらすぎて、言いにくいんだけど」

　……うん？　なんだ？




「あと九九九九回、よろしくね」




「……は？」

「ゆとりもまぁ、自分の発明品には絶対の自信はあるけど、それでもきちんとこなすべき回数はこなしておかないと、確実じゃないし。それくらいは欲しいんだよ、うん」

　いや。うん、じゃなくて。何言ってるの、この子？

「というわけでヒロシくん、あと九九九九回、まふゆちゃんの攻撃を耐えて耐えて精神面を鍛(きた)えて――じゃなくて、『伝説の布団』の性能の耐久性、試させてね」

「何言ってんの？　ねぇお前は一体何を言っているの？」

「というわけでまふゆちゃん、準備オッケー？」

『万(ばん)端(たん)であります、先生！』

　一之瀬の声を受けて、六条ロボットはいつの間にか周囲に用意されていた兵器の山に手をかける。その数ひぃふぅみぃよぉイッツ無(む)慈(じ)悲(ひ)なショータイム。

　……マジか。マジすか。マジなんですか。はぁーんぱねー。

『さ、実験を続けるぞ、ケダモノ』

「いやいやいやいや。むりむりむりむり」

「大丈夫だよヒロシくん、ゆとりの科学は世界一だよ！」

「そう思うんだったらだからお前が自分でほっぎゃああああ!!」

　なんだかんだ喋っている間にも飛んでくる殺(さつ)戮(りく)兵(へい)器(き)の嵐。辛(つら)いどころの騒ぎじゃない。

「ヒロシくん、頑張ってー！　あ、余裕があったら今度から避けたり反撃したりしてもいいよ、実戦でのデータも欲しいから！」

　実に楽しそうに、まるでヒトゴトのように一之瀬が外野から好き勝手言いまくる。

　……やっぱりやめようかなぁ、ここで働くの。
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　そいつはとても申し訳なさそうな顔をしていた。

「あはは……ごめん。来ちゃった」

「なんで謝るんだよ。お前は何も悪くないだろ」

「ううん、私が悪いんだよ。誰も望んでいないのに、自分のわがままばっかり……でもね。わかっていても、どうしようもないんだ」

「だったらなおさらだ。胸を張れよ。お前は何も悪くないだろうが」

「でも、誰も私のことなんか……」

「ばかやろう！」

　俺は叫んだ。そいつは驚いたように息を呑(の)み、目を丸くして俺の言葉を待つ。

「世界中の誰もがお前を待っていなくても……俺は、お前に会えて良かったと、そう思ってるんだ」

「篠(しの)宮(みや)くん……」

「鈍(どん)感(かん)なようだから、はっきり言葉にして言ってやる。いいか、俺は……」

　かつてない熱いパッションが胸の奥から湧(わ)きあがる。強い想いが身体(からだ)中(じゆう)を満たす。いいぜ。この気持ちに偽りがないというのなら、もう何も怖くない！

「俺はっ！」

　そして俺は、力の限りにそいつの名前を叫んだ。




「俺はお前を待っていたんだ……月曜日!!」

「ぅおっはよーう、ヒロシくん!!」

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアア!?」




　月曜日、早朝。

　一(いち)之(の)瀬(せ)研究所において与えられた俺の私室にして寝室。

　そこで一人妄(もう)想(そう)劇(げき)を堪(たん)能(のう)していたところ、いきなり一之瀬に突入された。鍵(かぎ)はかけていたはずだが――まぁ、家主だからどうとでもなるか。

「……なにしてたの？」

「げふん、げふん。いや……なんでもない」

　小首を傾(かし)げる一之瀬にも慌(あわ)てず対処。二、三の深呼吸をこなし、「何でもないから何でもないから」と部屋から追い出す。

　ふぅ……危なかった。

　脳内補完で月曜日を可愛い女の子に変換して感動の再会シーンを熱演していたとか、死んだあとでも知られたくない。まったく、油断のならない奴だぜ……。

「ねぇ、だから何してたのってば？」

「ギャア！」

　またいつの間にか部屋に入られていた。

「な、なんで勝手に入ってくるんだよ！」

「変なこと言うね。ここゆとりの家じゃん」

「今は俺が住んでるでしょ！　プライバシーはどうなってんの？」

「……プライ橋？　ナニソレ何(ど)処(こ)の国にある橋？」

　ボケでも冗談でもなく、本気でキョトン顔の一之瀬。そうだった。コイツ、たまに変なところで常識がすっぽりがっぽり抜けてるんだよな……。

　ここは一つ、俺が講義してやらねばなるまい。

「……プライ橋は第二次世界大戦中、イランの陸軍将校イスファハルド・プライ氏の提案によってベフシャフルの街に架(か)けられた橋の名前だ。表向きには最前線兵たちのための食糧補給ルートとして建設されたが、その実はプライ氏が作戦中でもこっそり家族に会いにいけるようにと私情で造った橋らしい。実際は周りにバレバレだったようだが」

「なんて自分勝手な」

　お前が言うなよ。

「……で、そこから転じて『公(おおやけ)には知られたくない個人の生活をそれとなく保護せよ』という意味で『プライ橋を守れ』という言葉が使われるようになったわけだ。戦時中にもかかわらず、文句ひとつ言わずに黙って協力してくれた部下たちの優しさが伝わってくる有名なエピソードだな」

「ほへぇ、そうなんだ……物知りなんだね、ヒロシくん！」

「わかったら、お前もちゃんとプライ橋を守ってくれよ？」

「はーい、わかりました！」

　凄(すご)く元気よく返事してくれる一之瀬。まぁ、噓(うそ)なんだけどね。そんなこんなで疑うことを知らない純(じゆん)粋(すい)無(む)垢(く)な少女を騙(だま)しつつ、部屋から穏(おだ)やかに追いだす。

「あぁ、そう言えばヒロシくんさ」

「言ったそばからお前はもうっ！」

　かと思えばまた部屋に入られていた。おかしいな、扉は閉めたし鍵もかけたし……なにより鍵どころか扉の開閉音すら一切しなかったぞ。

「まったく……どういうカラクリだ？　どっか隠し扉でもついてんの？」

「夢も希望もございません」

「いや、そういうのいいから。手短に」

「自力で謎が解けたら金(きん)一(いつ)封(ぷう)！」

「ヒントをくれ」

　金欠とはかくも悲しいステイタスである。

「ヒント？　ヒントはねー……うーん。じゃあ、コレ」

　ぽーん、と。至(し)極(ごく)投げやりに何かを投げ渡される。

「……白い、ゴリラ？」

　の、フィギュア……というよりはキャラ消しと表現したほうが適切なサイズ。質感もそれに近い。これがいまの瞬間移動と何の関係があるというのだろうか。

「――なぁ、これ何なんだ？　せめてもうちょっと説明を……」

　振り返ると、何(な)故(ぜ)か俺のカバンを物色している一之瀬の姿が視界に入った。

「なんかつまんなそーな本いっぱい入ってるね……あ、もしかして筋トレ中？」

「みんなで守ろうプライ橋!!」

　全速力でダッシュ＆奪取。更に一之瀬のちんまい身体を抱え上げ、廊(ろう)下(か)に向かって放り投げる。危ない、危ない。俺の痛ポエム集が発見されるところだった。

「ごめんごめん、ついそこにあったから」

「登山家みたいなこと言うな」

「ところでヒロシくん、ホントに学校行くの？」

「行くよ。なんでだよ」

　今度こそ部屋の中に現れることなく、扉の外から一之瀬がそんなことを訊(き)いてきた。そういやこいつなにしにきたんだろ。

「うーん、あんまりお勧(すす)めできないんだよね……学校ってほら、表向きは公の教育機関だけど、奴らのアジトだし。本当は怪人軍団の増強と拡大が主な目的だから、万が一にも危ないことが起こらないとは言い切れないし……」

　奴ら。一之瀬いわく世界の敵であり、その正体は悪の秘(ひ)密(みつ)結(けつ)社(しや)アリ・フレ・テルワ。

　アニメ『友情戦隊マブフレンジャー』に登場するその架(か)空(くう)の組織が実在するものだと思い、対抗するべく日夜発明活動に勤(いそ)しんでいる残念天才発明少女――というのが、こやつなのである。そして俺はそんな奴に雇(やと)われ、しかも住まわせてもらっている。立場がなければ立(た)つ瀬(せ)もない。正直泣きたい。

「……なんでまたそんな解(かい)釈(しやく)が」

「解釈っていうか、事実なんだけどね。時(じ)間(かん)遵(じゆん)守(しゆ)の行(こう)動(どう)規(き)範(はん)、特定の学問の教え込み、適度な運動訓練に体調管理万全な食事付き……屈(くつ)強(きよう)かつ従順な戦闘員を養成している特殊機関ならではのシステムだよ、これ」

　いや、学校って普通にそういうところだろ。そう突っ込みたいところだったが、一之瀬があまりに生き生きと語るもんだからもう一ターンほど待つことに。

「ヒロシくんには辛(つら)い事実かも知れないけど、おそらく半分は結社の怪人が混じってると思うよ、あの学校。そうやってじわじわと人間社会に溶け込んで……あぁ、想像しただけで恐ろしい！　早いところ親玉を見つけ出して、そんな目(もく)論(ろ)見(み)は潰(つぶ)さないとね！」

「……まぁ仮に、そういう悪(わる)巧(だく)みがあったとしてよ？　お前はなんで知ってるんだ？」

　一息入ったので質問を投げかけると、一之瀬は意(い)気(き)揚(よう)々(よう)と答えた。

「なんでって、そりゃ見てきたからに決まってるじゃない」

「見てきた？　何を？」

「怪人の製造過程とか、奴らのアジトとか」

「いつ？　どこで？」

「いつって、ヒロシくんと初めて会った頃だから十年も前かなぁ。ゆとりが『アレ』に選ばれたときだから、今はもうアジトの場所も変わって……って」

　やば、言っちゃった、みたいな顔をし、一之瀬は手で口を覆(おお)った。

「初めて会った頃？　……『アレ』に、選ばれて？」

「わばばばばばばば、ばっ！　何をぺらぺら喋(しやべ)らすかな、もうっ！」

　途端に慌てふためいて、一之瀬は「忘れろビンタァッ！」とか叫びながら俺のほっぺたを平手で打ってきた。手がちっちゃいから地味に痛いでヤンス。

「ゆ、ゆとりのことはいいでしょ！」

「いや、たぶん最優先すべき案件だと思うぞ？」

　うっかり漏(も)らしてしまった言葉そのものにも俺は興味を覚えたが、それ以上にコイツが何かをうやむやにしようとしていることの方が気になった。いつもなら堂々と世(よ)迷(まい)言(ごと)を語るくせに、何故か今の話題だけは触れられたくないことのように思える。

　もう少し踏み込んでみるか――と思ったが、強引に話題を逸(そ)らされた。

「そんなことより、ほら、アレだよ、アレ！　怪人と言えば！」

「アレってどれだよ。言ってみそ」

「ヒロシくんに最近ベタベタくっついてるあの女！　あれも怪人だから、気を付けてよね！　学校で何かされたら、ゆとりだって助けに行きにくいんだから！」

　あぁ、初めて会ったときもなんかそんなこと言ってたな。

「他の冗談なら笑って流してやる。だが明(みよう)神(じん)さんのことを悪く言うようなら怒るぞ？」

「冗談だと思うなら確かめてみればいいじゃない」

「何を」

　問うと、一之瀬はとっておきの秘密をそっと告げるように小声で言った。

「ネズミ怪人は……お尻のあたりに、尻(しつ)尾(ぽ)が生えてるから」

「……それ確かめようとしたら痴(ち)漢(かん)確定だよな？」

「何かを得るには多少の犠牲がつきものだよ、ヒロシくん」

「多少どころじゃねーよ、社会的に死ぬよ」

　俺の青春時代が黒歴史すぎてヤバイ。

「あとさぁ……これが引き止める一番の理由なんだけど」

　少し言いにくそうに淀(よど)みながらも、一之瀬はきっぱり言ってくれる。

「ヒロシくん、学校行っても友達いないでしょ？」

「うるさいな」

　英語の授業でペア練習さえあれば俺だって話し相手くらいいるよ。

「……そういうお前はどうなんだよ？　学校行かなくていいのか？」

「高校とか義務じゃないし」

「高校？」

「ゆとりは十六歳ですが、何か」

　地味にいま知るタメ事実。ちょっと愕(がく)然(ぜん)とした。コイツ、身体の成長がどこかで止まってしまっているんじゃないだろうか……んなこと言ったら怒られるだろうけど。

　いや、それはまぁさておいて――。

「……不登校児？」

「ううん。そもそも入学してない」

　堂々と断言された。ここまで開き直られると逆にカッコイイから不思議。

「それでもゆとりはこうして、のびのび生きているわけですよ。つまるところ、学校なんて行かなくてもオッケー！　むしろ健全？　というわけで、どう？　ヒロシくんも今から退学の手続きをしてゆとりと一緒にフリーダムライフを謳(おう)歌(か)しない？」

「いや、いいよ。俺はむしろ、お前の分まで楽しい学校生活を謳歌してくることにする」

「……むぅ」

　さぁって準備、準備。楽しい学校の準備、と。

　そう――今日は月曜日。ロボットに嬲(なぶ)られる九九九九回のノルマを課された死の土日を生き延び、心の底から待(ま)ち侘(わ)びた平日の幕開けだった。
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　……と、思っていたのだが。

　よくよく考えてみれば金曜日、俺は明神さんと最悪な別れ方をしているわけで。

「……」

「……」

　学校。教室。二年Ｅ組。

　英語の授業時間中、運よくペア練習の相手として彼女と組めたものの――目を合わさない、一言も発さないは当たり前、一呼吸すらしてくれない状況。

　――なんだこれ。全然楽しくないぞ、学校。

　真面目にも不真面目にも、他のクラスメイトはそれなりに会話の応(おう)酬(しゆう)をしているというのに、なんで俺はこんなことになっているんだ。

「……この前は、その、ごめん」

　流石(さすが)にしんどくなってそう切り出すと、明神さんは小さく肩を動かした。

「明神さんが猫嫌いなの、知らなくて。ていうかあれ、俺の意思じゃなくて、なんか宅配便が勝手に持ってきたもので、その……」

「……誰から？」

「え？」

「だから、その猫の送り主は誰だったの？」

　ギラッ、と。怒りと敵意を孕(はら)んだ鋭(するど)い目つき。何故そんな顔をするのかよくわからなかったが、素直なところを答える。

「それは、その……わからない」

「……はぁ？」

「書いてなかったんだ、送り主の名前とか、住所が」

「何それ、ありえないでしょ。やっぱり篠宮くん、私が猫嫌いなの知ってて、わざとやったんでしょ？　それを見て、面白がってたんでしょ？」

「違うって、そんなことは……」

「ふーんだ」

　そっぽを向き、それきり明神さんは今度こそ何も喋ってくれなくなった。

　うーむ……どうしたものか。




♨　♨




　どうにもできないまま昼休みになった。

　いつもなら席に着いて本読んだり携帯いじったりしているのだけれど、何かの部会の話し合いに使うとかで追い出され、校内をぶらぶらしている。

　高校に入りたての頃も、こんな感じだった。ようやく妄想病から醒(さ)めて、しかし友達の作り方を学んでこなかった俺は常に教室の隅っこで誰とも会話をかわさず、積極的に消極性を発(はつ)揮(き)して壁を作って、誰とも関わろうとしなくて。

　そんな俺を救ってくれたのが、何の気なしに話しかけてきた明神さんだったから。

「……あー、本当に友達いないんだな。俺」

　小さく呟(つぶや)く言葉に反応する相手もいない。ただ虚(むな)しく、宙に飲まれて消えるだけ。

　無駄に無意味に無(む)味(み)乾(かん)燥(そう)に、そうして校舎内のほとんどを踏(とう)破(は)し尽くした頃――。

「きゃ」

「わっ」

　廊下で誰かとぶつかった。

「あいたたた……あ、ご、ごめんなさい！」

「いや、こちらこそ……」

　起き上がるタイミングは、相手――下級生らしき女の子とほぼ同時だった。何か大量にプリントを持っていたため、無(む)残(ざん)に廊下にブチまけてしまっている。

　当たり前のようにそれらを拾い始めると、逆に慌てられた。

「す、すみません！　お構いなく！」

「い、いいよ。すぐ、終わるし」

「ご、ごめんなさい。お手数おかけします」

　端(たん)正(せい)な顔立ち。そこに柔(にゆう)和(わ)な表情が加わって、親しみやすそうな雰囲気を醸(かも)し出している。誰かに似ているような気もするのだが……はて、誰だっけか。

「あ、その傷……」

「え？　あ、いや、これは」

　女の子が指差したのは、昨日、『伝説の布(ふ)団(とん)』の実験のときに負ったかすり傷だった。ほとんどふさがっていたが、今のでまた開いてしまったらしい。

「すみません、いま絆(ばん)創(そう)膏(こう)を……」

「い、いいよ。そこまでしなくて」

「いいえ、駄目です。私のせいですから」

　有無を言わさぬ速さで女の子はポケットから手早く絆創膏を取り出し、貼りつける。

「――はい、これでオッケーです」

「あ、ありがとう」

「いいえ。本当、すみませんでした」

　プリントの回収も終わり、女の子は立ちあがる。そして、

「こちらこそ、ありがとうございました」

　ぺこりとお辞(じ)儀(ぎ)をして、すたすたと去って行った。

　……正直、なんか、ジーン、と、きた。

　学校内で人とまともに喋ることすらなかったが……感謝の言葉を述べられたのは、更にもっと久しぶりな気がする。ああ、いいな。なんていうか、俺にも居場所が――。

「篠宮くん」

　ツン、と尖(とが)った声。

　振り返ると――今のやり取りを目撃していたらしい、明神さんの姿が。

「今……何、してたの？」

　腕を組み、目を細め、まるで囚(しゆう)人(じん)の動向をチェックする看(かん)守(しゆ)のように詰(きつ)問(もん)してくる。

「何、って……なんだろ？　ぶつかった子のプリント拾ってた、だけ？」

「じーっ」

　なんだ。なぜジロジロ見る。……ちょっとドキドキしてきたぞ。

「明神さん……何か、気に障(さわ)ったことでも？」

「別に、なんでもないから」

　ふんっ、と視線を外し、露(ろ)骨(こつ)に不(ふ)機(き)嫌(げん)そうな横顔を見せる。

「――ただちょっと、篠宮くんが他の誰かと仲良くするのが、気に食わなかっただけ」

「え？」

「……なんでもない。じゃあね」

　さっきの女の子とは反対方向へ、足早に去ってゆく。

　うーむ……一体何だったのだろう？




♨　♨




　しかしやはり、五時間目も六時間目も結局明神さんの態度が変わることはないまま、一言も喋ることなく経過して放課後――俺はとんでもない失敗を犯(おか)した。

　どうせ研究所に帰ってもアレだから、図書室に寄ってできる限り時間を潰していこう……そう考えたのが、非常によろしくなかった。

「お。意外と勉強熱心なんだな、ケダモノ」

　入り口で声をかけられ、足を止める。見れば、見(み)憶(おぼ)えありすぎる女がすぐ近くの本棚から本を抜き出しているところだった。長身。黒(くろ)髪(かみ)のセミロング。居(い)丈(たけ)高(だか)な侮(ぶ)蔑(べつ)アイ。そして極めつけの最悪に、ウチの学校の標準服を着ている。

「……なにしに来た」

「は？」

「あれか、一之瀬の命令か。学校が終わったらすぐに連れ戻すように言われているんだろう……それでまた実験とか言って、俺をオモチャにする気なんだろ!?」

「相変わらず思考レベルが単細胞生物の域を出ないな、ケダモノは」

　蔑(さげす)むような目線をくれつつ、「ホレ」と六(ろく)条(じよう)は何かを財(さい)布(ふ)の中から取り出した。

　学生証だ。この学校の。正真正銘、六条まふゆの。

　学籍番号を見る限り……学年は一個、上？

「……ウソォ」

「私からしてみれば貴様のような頭パッパラ男、略してパラ男が高等学校に通えているというその事実がまるで冗談みたいな噓にしか思えないのだが」

「あ、悪夢だ。なんで六条が……俺は一体これからどうしたら……ぶつぶつ」

「……ふー」

　六条はゆっくり懐(ふところ)へ手を伸ばした――ガチャ――が、はっとして踏みとどまった。

　……今、幻聴じゃなければ撃(げき)鉄(てつ)を起こす音が聞こえたのだが。

「あー……ごほんっ。すまない、ここは日本だったな」

「海外だったら……!?」

「貴様の頭部が打ち上げ花火だったかねぇ。ＨＡ―ＨＡ―ＨＡ―」

　おっそろしいな、この人……。

「まぁ、さておいて」

　殺(さつ)人(じん)未(み)遂(すい)をあっさりさておく六条センパイ。

「人は見かけによらないものだな。パラ男のくせに」

「なんだよパラ男って、チャラ男みたいに。普通に名前で呼べよ」

「名前……なんだっけ？」

「ベタだけど地味に酷(ひど)い!!」

「まぁまぁ、一応は褒(ほ)めているのだぞ？　少しは喜べ」

　うりうり、と笑顔で銃口を額にグリグリ押し当ててくるこの人マジで危険人物です誰か捕まえてください。

「別に、ただ気まぐれに寄っただけだよ」

　銃口をいやいや押しのけながら応じると、六条は打って変わって表情を歪(ゆが)めた。

「パラ男らしい解答だな。気まぐれに……ふん、知性の欠片(かけら)もない。今すぐ図書室から去って、檻(おり)の中にでも帰るべきだと思うのは私だけかな？」

「……なぁ、思ったんだけど、あんたなんでそんな俺に対してアグレッシブなの？」

「知りたいか？」

　いつもより十割増しに見下すような視線を向け、

「貴様が先生と一つ屋根の下で生活しているからだ」

　そう言った。刺すような眼(まな)差(ざ)しで、更に続ける。

「さもそれが当たり前であるかのように、貴様は先生のもっとも近しい位置にいる。なにゆえ貴様のようなケダモノ風情が、先生のお気に召す？」

　一歩詰め寄り、軽く、胸(むな)倉(ぐら)を摑(つか)まれる。

「恥ずべきことに、私は貴様に嫉(しつ)妬(と)している。先生に気に入られている貴様を、な」

「……お前は、一之瀬のどこに惹(ひ)かれてるんだ？」

　ここまで本気の人間というのは滅(めつ)多(た)に見られるものではない。いや、単純に性格の問題なのかもしれないけど。

　一瞬面食らったような顔をしたあと、六条は誇(ほこ)らしげに答えた。

「全て――と言うと、あまりに安い気もするが。絞りに絞って一つ言葉に成す努力をするとすれば、あの常識のなさだ」

「よりにもよって」

「だからこそ、だ」

　ふっ、と表情を崩(くず)し、微笑(ほほえ)む。

「私はあの人の自(じ)由(ゆう)奔(ほん)放(ぽう)ぶりに救われた。昔、所属していた研究チームで色々と行き詰まっていてな……辞めようかどうかまで思い悩んだとき、先生に会ってこう言われたんだ。『なんで楽しくもないことをやり続けなくちゃいけないの？』と」

「物凄く一之瀬が言いそうな言葉だな」

「そして私はチームを抜けた」

　あかーん。

「何がだ。私は私の楽しいように生きる。それが、先生から授かった最初の教えだ」

「みんなそんな考え方だったら社会成り立たねーよ……ていうか、研究チームってなに」

「――貴様には死ぬまで関係のない話だ、とだけ言っておく」

「そすか」

　まぁなんか機(き)嫌(げん)よくなってくれたし、深く言(げん)及(きゆう)して地雷を踏(ふ)むこともあるまい。

「だから、その、なんだ……いっぺん、死んでみるか？」

「機嫌良さそうだったのになぜそんな話に!?」

「貴様のようなパラ男でも、死ねばこの私と関係が持てるだろうと思って」

「そんな関係はいらない！」

　再び突きつけられた銃口をいやいや手で払う。が、またも突きつけられた。

　……あれ。待て、本気で撃ちかねない人間の目をしている気がするぞ？

「唐(とう)突(とつ)だがロシアンルーレットでもやらないか。このシリンダーには六発まで弾丸が込められるんだが、今は一発しか装(そう)塡(てん)されていない。そこで貴様の眉(み)間(けん)に銃口を突きつけ、私が六回連続で引き金を引く。貴様が最後まで生き残っていれば見事ゲームクリアだ」

「何かがおかしい!?」

「見事なルール設定だと感心はするがどこもおかしくはない」

「汚いさすが六条汚い！」

　問答無用でガッ、と銃口を眉間にあてられる。冷たい温度。硬い感触。死の足音。

「色々考え始めたらやっぱり段々貴様のことがむかついてきた。一発ドカンとぶっ放せば、多少はこの胸のもやもやも晴れることだろう」

　バカな。噓だろ。今ここで、本当に撃つのか？　昨日の実験とは状況が違うぞ。あのときもあのときで死ぬと思ったが――。

「ま、待て六条。冷静になれ、こんなところで――」

「待たない。待てばそれだけ貴様が永く生き延びる」

　まるで聞く耳を持たず、六条は呆(あつ)気(け)なく引き金に指をかけ……。

「ちょっと」

　その手首が摑まれる。

　どれだけ力が込められているのか、あの六条が顔を歪めていた。

「私の所有物――じゃなくて、ウチのクラスメイトに乱暴しないでもらえます？」

「明神、さん……」

　最初の方はボソボソしていて聞き取れなかったが……どうやら窮(きゆう)地(ち)を救ってくれた模様。ああ、やはりあなたは俺の救世主だ！

「明神あかね……か、ふん」

　相手の姿を認めるや否や、六条は嫌悪感も露(あら)わに吐き捨てた。

「嫌な後輩が割って入ってきたものだ。気分が悪いな」

「なっ――」

　歯に衣(きぬ)着(き)せぬ物言いに、明神さんは目を丸くする。

「し、知り合い？」

「……知らないよ」

「私はそうだな、知らないこともない。が、それもいたし方なし、といったところか」

　明(めい)瞭(りよう)な明神さんの返答に対し、六条の答えはなんだか意味深だ。思わせぶり、とも。

「やだ、何？　ストーカー？　それとも私、知らないところで有名人だったの？」

「有名というか悪(あく)名(みよう)高(だか)いというか。直接こうして対面するのは初めてだが……しかしなるほど、聞きしに違(たが)わぬ裏表ぶりだ」

　余裕を取り戻してきたのか、悠(ゆう)然(ぜん)と摑まれた手を振り払い、拳(けん)銃(じゆう)を懐にしまう。そして六条は冷たい見下し目線で抑(よく)揚(よう)なく告げた。

「表では良い顔をしている――反面、裏はさて、どんなものかな？」

「――あなたは、何を……」

　ばぢりばぢり、と。二人の間で視線の火花が散る。これは……一(いつ)触(しよく)即(そく)発(はつ)の予感！















「や、やめてよ、二人とも。俺のために……」

「黙れ」「黙ってて」

「……貝のように口を閉ざしていたいと思います」

　駄目だ、もはや俺関係ない状態。窮地を脱したと思ったら今度は修(しゆ)羅(ら)場(ば)である。明神さんも六条も、互いに互いを仇(きゆう)敵(てき)のように睨(にら)みつけている。

　しかしそんな険悪な雰囲気は、奇妙な鳴き声ですぐに崩された。

「ウワーォ」

「……!?」

　最初に気付いたのは明神さんである。足元にすり寄る、眼(がん)力(りき)禍(まが)々(まが)しい黒猫――メヂカラの姿を捉(とら)えるや否や、ぞわぞわっと全身を震わせ叫んだ。

「ゲャアアアアアアアアアアア!!」

　そして何故か渾(こん)身(しん)のビンタを俺のほっぺたへ一発バアァンッ!!

「篠宮くんのバカ！　最低！　嫌いって言ったのに!!」

「い、いや！　だからこれは俺じゃ……」

「ゥワーオ？」

「ヂュワアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　更にバヂンバヂィンと、俺のほっぺたを乱打しまくる明神さん。そしてそのまま脱(だつ)兎(と)のごとく逃げ出し、図書室からいなくなってしまった。

　――なんなんだよ、一体……。

「はぁん、なるほどね」

　意(い)気(き)消(しよう)沈(ちん)する俺に、六条が愉快そうに呟いた。

「……なんだよ」

「いや別に、なぁんにも」

　睨んでも素知らぬ顔。飄(ひよう)々(ひよう)、という言葉は今の彼女の様子を表すのにふさわしい。

「そうか、貴様はアレが好きなのか……ふむふむ……うむ、把(は)握(あく)した」

「何をだ」

「いや、何。なんでもないさ。後でのお楽しみ、とだけ」

　ニヤニヤ笑いを隠さず、それだけ言うと六条は本の貸し出し手続きを済ませて図書室を後にした。……激しく嫌な予感しかしないんだが。

「ゥワーォ」

　さて――しかし何故、そしてどうやって、こんなところにメヂカラが？　疑問に思っていると、その答えはすぐ近くから発せられた。

「ふふ……危なかったよ。こんなこともあろうかと、後をつけてきて正解だったね」

「……その声は、一之瀬！」

　そうか、奴の仕業か。いやしかし、この声は一体どこから……。

「やほ、ヒロシくん。来ちゃった♪」

「……」

「ん、どうしたの？　そんなキョトン顔して」

「……いや、あの、その、さぁ」

　俺の目の前……というか足元には、側面に大きく「娘」と書かれた箱がいつの間にか落ちていた。一之瀬の声はそこからしている。

「……まさか、その中に入ってるわけじゃないよな？」

「その通りだよ、流石はヒロシくんだね。この『箱入り娘』を一発で見破るとは……」

「またしょうもないものを……」

　箱ティッシュ大の中に人間が一人収納……ちゃんと仕事しろよ、物理法則。

「ふふ、我ながら名(めい)案(あん)すぎて自分の才能が怖いよ……この発明品なら奴らにバレず潜入することが容易に可能となるからね。流石はゆとり！」

「箱の中でいばっているところ悪いが、一体どうやってここまで？」

「愚(ぐ)問(もん)だね。そこの黒猫ちゃんに転がしてもらったに決まってるじゃない」

「この上なく目立つわ、アホが」

　というか何者なんだよ、メヂカラ。動物離れしすぎだろ。

「さて――ヒロシくん。とりあえず、開けてもらっていい？　入るのはいいけど、出るのは一人じゃ無理なんだよね、これ……」

「仕様が危険すぎる！」

「ふふ……そろそろ息が、苦しい……よ？」

「死ぬな！　死んだら密室殺人事件だぞ！」

　急いで箱の留(と)め金(がね)を外すと、某国民的青ダヌキのポケットみたいに中からみょもももと一之瀬が出てきた。いつでもフリーダムだな、コイツは。

「で――お前、なんでここに？」

「言ったでしょ？　学校は奴らのアジト、いつ何が起きるかわからないって。だからあのネズミ怪人をいつでも追い払えるよう、黒猫ちゃんを引き連れてきたわけよ」

「引き連れられたのはお前の方なんじゃないの？」

　はぁ、まぁ……そんなクッダラネーことだとは思ってたけどさ。

「で――潜入したのはいいが、こんなところで出てきたら意味なくないか？」

「……はっ」

　周囲の視線に気が付いたのか、一之瀬は急に慌て始めた。バカめ。

「わ、わわわ。ヒロシくん、隠して！　死角に、ゆとりを死角に！」

「えぇい、寄るな触るな、俺を盾にするな」

　しがみつきまとわりつき、どうしたいのかよくわからんが一之瀬はやたらめったら俺の服を引っ張って隠れようとする。破けるからやめろ。わりと真面目に。

「うわーん、なんで拒否るの！　このままだと監(かん)視(し)カメラで解(かい)析(せき)されて……」

「うるせぇ落ち着け、正体隠したいならこれでも着てろ」

　理解不能なほどパニクる一之瀬に、俺は自分が着ていた上着を頭から被せた。……シーツお化けみたいになったが、ちゃんとボタンをしめてやることでより不審者チックに仕上げる。……これは……ないな、うん。アウトだ。

　しかし一之瀬は――何故か、それで急に大人しくなった。

「……あ」

「あ？」

「……ありが、とう」

「マジか……いいのかよ、それで……」

　俺は愕然となった。こんなんでいいのかよ……まぁ、いいならいいけどさ……。相変わらず、こいつの考えていることというか、基準が全くわからない。

「――ヒロシくんの匂いがする……」

「何か言ったか？」

「……ううん、なんにも」

　よくわからないがそれ以降、一之瀬は大人しく言うことを聞くようになった。「帰るぞ」という声にも「うん……」と短く返事するだけである。都合がいいっちゃ都合がいいのだが……なんか調子が狂うな。

　帰り際、何故かニヤニヤ顔の図書委員から「図書室ではお静かにねー」と注意された。

　できることなら俺もそうしたいです。
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　それから二日後の昼休み――屋上にて。

「次の日曜日、私の妹と一緒に動物園に行って欲しいんだ」

　俺は、今日は良い天気だな、とか内心でほんのり思いながら地べたに座り込み、食べかけの昼飯を広げて再開の準備を終えてから、

「……は？　何をいきなり」

「二人で約束をしていたんだが、急に用事が入ってしまってな。しかし既にチケットは二枚入手してある。無(む)下(げ)にするのも何(なん)だから、代わりに行って来てくれないか」

　唐突な話だが、俺は現在、六条に拉(ら)致(ち)されていた。

　教室で一人楽しく昼食を楽しんでいたところ、人には見えない角度で拳銃を押しつけ脅(おど)してきたのだから従わざるを得ないだろう。ちなみに屋上は鍵がかかっていて普段は入れないようになっているのだが、その拳銃であっさり錠前を撃ち抜きやがった。

　警察に突き出そうかどうかわりと真剣に悩んだが……さておいて。

「……なんでそんなこと」

「もちろんタダとは言わん」

　ばさーっ、と上から写真をばらまかれる。見れば、写っているのは制服姿の明神さん。登校中の明神さん。お昼ごはんを食べる明神さん。体操着姿の明神さん。パジャマ姿の明神さん。着替え中の明神さん。

　……んぉう？　ぷ、ぷらいべーとしょっと……？

「すべてくれてやる」

「なん、だと……？」

「金は取らん。好きなだけ愛(め)でるがいい」

　――おかしい、変だ。どういう風の吹きまわしだ。怪しい、怪しすぎる……くそっ、コイツ一体何を考えているんだ!?

「何を考えてるかは知らんが、身体は写真集めるのに正直だな」

　バレた。

「……いや、これはですね。モノを散らかしちゃいけないよ、って意味で片付けをしているだけであって、断じて明神さんの写真をわがものにしようとしているわけでは――」

「貴様、明神のこと好きだろ」

　噴(ふ)いた。

「ぶはっ……ななな、何をおっしゃることやら」

「顔に書いてやるよ」

「そんなわけな……やるよ!?　あるよじゃなくて!?」

「うーり、うーり、うりりー♪」

「可愛い声出せば許されるってもんじゃねーぞ、彫(ちよう)刻(こく)刀(とう)はしまえ!!」

　なんでマジックペンとかじゃないんだろう。物(ぶつ)騒(そう)だなぁ、もう。

　そうこう適当に六条をいなしつつ、写真のチェックも抜かりなくおこなう。やっていることは存分にアレだが、もらえるモノは俺のモノ。一(いち)期(ご)一(いち)会(え)を大切にしたい。

　しかしその最中、

「――ん。これは……」

「どうした、ケダモノ。早くも劣(れつ)情(じよう)を催(もよお)したか？」

「死んで明神さんに詫(わ)びろよ。そうじゃなくて……これ、なんだが」

　俺は気になった写真の一枚を六条に提示した。

　人通りの少ない路地を一人で歩いているだけの、何の変(へん)哲(てつ)もない写真なのだが……尻尾のような黒い影が、明神さんのお尻の近くに写っていた。距離も遠く、光の加減ではっきりとは見えないし、写り自体もぼやけているから何とも言えないのだが……。

「一体何だと思う、これ？」

「……さぁ、わからん。尻尾のように見えるが、まさか本物というわけでもあるまい」

「撮ってるときに気づかなかったのかよ」

「――写真だけじゃ飽き足らず、盗撮していたときのリアルな話も参考にして妄想の足しにしたいと？　なんて破(は)廉(れん)恥(ち)な奴だ、さっさと自首すればいいのに……！」

「ケダモノはどっちだよ……そういう意味じゃなくてだな」

「まぁ真面目な話、ベルトか何かじゃないか？　でなければ……そうだな、カバンにつけたストラップの紐(ひも)とか、財布のチェーンとか。撮影中も特に気になった憶えはないから、なんでもないものがこのように写ってしまっただけと考えるのが自然だろう」

「ふぅむ、そうか。そうだよな……」

　明神さんはネズミ怪人――という一之瀬の言を信じているわけではないが、一瞬でもドキリとしなかったかと言えばウソになる。だがまぁ、やはり気にするようなことではないだろう。

「で――どうだ、それで手を打ってはくれないか」

　彫刻刀をしまうと、特に頭を下げたりするでもなく、お願いというよりはむしろ拒否権のない命令のように六条は言う。

「ちなみに、断ったらその写真全部、貴様が盗撮したものとして言いふらすけどな」

「最初から選択肢なんかねーじゃねーかよド畜生めが」

　もはや単なる脅しだった。
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　日曜日――上(うえ)里(り)予(よ)駅公園口から歩いて数分の距離、史(し)古(こ)玉(たま)動物園前広場。

　時刻は午前十一時にもなろうかという頃、俺は待ちぼうけをくらっていた。

「……誰もこねー」

　予定ではもうとっくに来ているはずなのだが、六条の妹さんらしき人影は今のところ見当たらない。八時半からスタンバイしている俺が言うのだから間違いない。

「……まさか、はめられたか？」

　有り得ない話ではないような気もする。あのロクでもない六条のことだ、期待に胸を膨(ふく)らませて待つ俺をどこかから「スケベェ野郎」と嘲(あざけ)り笑っているのかもしれない。

「くそっ……どこだ、出てこい！　いるのはわかってるんだぞ！」

「あれ……篠宮か？　何してんだ？」

　疑(ぎ)心(しん)暗(あん)鬼(き)に駆られてそこらへんの草むらを探索し始めたとき、通りがかりの男が声をかけてきた。チャラそうな奴である。こいつは、確か――、

「……誰だ？」

「え、憶えてない？　田(た)中(なか)だよ。ほら、中学で最後同じクラスだったじゃんか」

「あー、そうそう、田中だ、田中」

　もちろん憶えているわけがない。適当に調子を合わせただけだ。ただ、雰囲気から察するに、あんまり仲良くなれそうな気がしない。

「お前クラスでずっと一人だったもんな。一部には変な意味でかわいがられてたけど」

「……」

「どうせ今日も一人なんだろ？　一緒に回ろうぜ、思い出話に花でも咲かせながらさ」

「ちょっとターくん話が違うよ！　今日はアタシとのデートでしょ!?」

　隣にいた女の子がぎゃあぎゃあ喚(わめ)く。防寒対策かと思うほどに分厚い化(け)粧(しよう)（特に目の周りがケバい）とふくよかな体型は、若干メヂカラを彷(ほう)彿(ふつ)とさせた。

「怒るなって、チーちゃん。いいだろ、お前とはいつも一緒だし、今日くらい」

「もぉ……ターくんの馬鹿……」

　その流れでイチャイチャすんなよ、馬鹿二名。……でも幸せそうだな。

　――対して俺は、こんなところで独り何をしているんだろうか？

　考え出したら虚しくなってきた。なんで休日までこんな惨(みじ)めな目に遭(あ)わなきゃならんのだ……もういいや、寒いし帰ろうかな――と、思ったときだった。

「お、遅れてごめんなさい！」

　真後ろから声をかけられた。

　振り返ると――俺に対して頭を下げている女の子が一人。べっぴんさんだ、それもかなりの。腰まで伸びた黒い髪に黒のドレスコートも相まって、もとから白いのだろう素肌が雪のように光り輝いて見える……って。

「あれ、君、この間の……」

「はい。この間は、どうもご迷惑おかけしました」

　廊下でぶつかり、プリントを拾ったお礼に絆創膏をくれた女の子だ。……何か違う気もするが、確かそんな感じの出来事だったように思う。

　そしてあのときと同じように、女の子は礼儀正しく頭を下げる。

「今日は一日、よろしくお願いします」

　何が。何を。一瞬混乱したが、自分が今日ここに何をしに来たのかを思い出した。

「えーと、もしかして……六条の、妹さん？」

「はい、六条こはるです」

　……なるほど、よくよく見れば確かに六条と顔つきは似ている。しかしヤツと違って物腰が柔らかく、親しみやすい雰囲気があるので赤の他人のようだ。

　顔良し。胸良し。更に六条と違って性格も良し。

　チーちゃんと見比べる。……俺は完封勝利を確信した。

　六条の妹さんに見(み)惚(と)れていた田中も、ハッと気付いたように顔を上げる。

「しっ、篠宮、知り合いか？　いや、待て、まさか、彼女……？」

「さぁな悪いなじゃあなターくんあっはっはっはっは」

　生まれて初めてかもしれない勝ち組気分を味わいながら、俺は六条の妹さんを連れて意気揚々と入場ゲートへ歩いていった。

「おい、待てってしのみ……」

「ちょっとターくん、今あの子のこといやらしい目で見てたでしょ！　サイッテー!!」

「は!?　ちが、俺は別に……」

「ふーんだ、もう知らない。アタシ先に帰るからあの二人と行ってくれば？　じゃあね」

「あ、待ってよ、チーちゃん！　ごめんってば!!　……篠宮、あとで憶えてろよ!!」

「――なんか呼んでますけど、知り合いの方ですか？」

「いや、人違いだ」

　そういえばしょっちゅう彼女をつくっては別れていた奴だったよな、ということを思い出したが、黙っておくことにした。
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　慎(つつ)ましやかでお淑(しと)やか。六条とは似ても似つかないデキた妹――というのが、こはるちゃん（六条との呼び分けのため。別に彼女持ちの気分を味わいたいとかそういう気持ちは全くない。全くないのだ）に対する俺の最初の印象だった。

　……の、だが。

「はぁーっ！　見てください篠宮さん、パンダですよパンダ！　笹(ささ)食べてます、笹！」

「あ、あぁ。うん、そうだね。かわいいね」

「きゃあ！　凄っ、色鮮やか！　オニオオハシのくちばしって芸術的ですよね色合いが！　あーもーなんであんなに綺麗なんでしょう!?」

「そ、そうだね。ＣＧみたいだよね、うん」

「バイソン！　バイソン凄いですよ篠宮さん、とにかくでかい！　なんでしょうねあの安定感は！　手前のプレーリードッグは小さくて可愛すぎますけど!!」

「あ、は。ははは……」

　はしゃぐはしゃぐ、すっごくはしゃぐ。俺も動物園は人並みに楽しむ方だが、こはるちゃんのテンションたるや屋根より高い鯉(こい)のぼりより高い。

「……動物園来るのって、もしかして初めて？」

「いえ？　ただ、すごく久しぶりに来たので、楽しくて楽しくて」

「……そっか」

　だったらなおさら実の姉と一緒の方が良かったんじゃ？　と思ったが、それを承知で来てくれたのだから無(ぶ)粋(すい)な問いは投げかけまい。

「ちなみに私、いま個人的に一番きているのは――アリクイ先輩です」

「アリクイ……ですか」

「アリクイ先輩ってこう、前も後ろも似たような形をしているじゃないですか。それをこう、自転車のハンドルみたいに握って、ぎゅっぎゅっ、てしてみたいです！」

「なるほどね」

　楽しそうなのは伝わってくるが正直よくわからん。

　パンフレットでいちいち場所を確認しなくては気が済まない俺の腕を摑み、こはるちゃんが目についた動物から見境なく猛アプローチしてゆく……という流れの繰り返しが、もう大体二時間は続いただろうか。流石に疲れたので、一度ストップをかける。

「こ、こはるちゃん？　そろそろちょっと休(きゆう)憩(けい)しない？　ほら、そこの広場とかで」

　多数のパラソル付きのテーブルが設置された場所を指差した。近くにはアイスクリームやクレープの他、レストランにお土産(みやげ)屋(や)さんといった店々が集まっている。

「――そうですね。流石に、一息いれましょうか」

　異様なテンションも多少は落ち着いたのだろう。こはるちゃんは提案を受け入れ、一緒にとついてきてくれた。そこでクレープを購入し、ようやく腰を落ち着ける。

「カメラでも持ってくればよかったなぁ。そしたら良いモデルにできたのに」

「……モデル？」

「ロボットの話です。私、科学者ですから」

「ロボット！」

　つい先日の出来事をフラッシュバックさせる言葉だ。地味に嫌な予感がする。そう言えばこの子、あの六条の妹なのだった……おそるおそる、訊(たず)ねる。

「……っていうと、二足歩行の？　それとも重(じゆう)火(か)器(き)搭(とう)載(さい)した戦闘用？」

「いえ。動物のペットロボットですね、専門は。中でも哺(ほ)乳(にゆう)類(るい)が好きです、私」

　はぁ、と熱っぽい吐息を漏らし、動物たちを見やる。

「ちっちゃい頃に、お姉ちゃんと一緒に動物園に来たのがきっかけで。ゆくゆくは動物のロボットを造りたいなぁと思って、色々頑張っているわけです。私」

　ふぅん。へぇ。

「……なんでロボット？　飼育員にでもなって、本物と触れ合えばいいのに」

「本物の動物はちょっと……臭(にお)いが……」

　……あぁ。まぁ確かに、きついものもあるな。猿(さる)山(やま)とか。

「お客さんとしては全然良いんですけど、中学のときの職場体験でちょっと……幻想をブチ壊された、といいますか……現実を思い知らされて……はは」

　誤(ご)魔(ま)化(か)すようにこはるちゃんは苦笑する。ある意味、それはそれで職場体験成功と言えるのではなかろうか、などと知ったようなことを考える。口には出さないけど。

「でもやっぱり、好きなんです。可愛いのも、格好いいのも」

「わかるわかる、こはるちゃん、すっごく楽しそうだもん」

　茶化すようにそう言うと、彼女は顔を真っ赤にして俯(うつむ)いた。

「え、あ、……う、ご、ごめんなさい。はしゃぎすぎ、ですよね……」

「え!?　あ、いや、別にそういう意味じゃ！」

　恥ずかしそうに俯くこはるちゃんにフォローを入れろゲームスタート！

「いやほら、テンション上がるポイントなんて人それぞれだし？　動物園が楽しみなのも別に変じゃないよっていうか基準的にはむしろだいぶ標準！　普通！　これが六条だったら残(ざん)虐(ぎやく)処(しよ)刑(けい)ショーに興奮するだろうし、一之瀬だったら間違いなくマブフレンジャーの再放送でテンション上げ上げだろうね！　子どもっぽいね！　でもたぶん俺もテンション上がるね、おそら……く、う？　こ、こはるちゃん？」

　気づけば、こはるちゃんは暗い表情を浮かべていた。

「な、何か気に障ることでも言ったかな？」

「――実は、少し悩んでいることがあって」

　はて、なんだろう。力になれればと思い、無言で頷(うなず)き先を促(うなが)す。

「たとえばの話、ですが――生まれてからずっと己の信念にひたむきだったドーベルマンが、あるとき自由奔放なチンチラと出会い、チンチラを守るためにその一生を賭(と)すと決めたら……どうやってそれを、諦(あきら)めさせられますかね？」

「……ドーベルマンってチンチラを好きになるの？」

「だから、たとえばの話ですって」

　むくれられてもなぁ……何がなんだか、って感じだし。

　しかしまぁ――うーむ、これ、恋愛相談の類(たぐい)だろうか。多感な時期にある高校生の悩みなどそのテのものと相場が決まっているし。好きな人の奪いあいってやつ？

　いいね。あまじょっぱいよね、そういうの。俺もあのままうまくいってりゃなぁ。

　一之瀬と出(で)逢(あ)ったあの日以来、明神さんとまるでうまくいかなくなってしまった。奴が俺の不幸の元凶であるに違いない。きっとそうだ、そうに違いな――、

「し、篠宮さんッ!!」




　などと考えていたら、凄(すさ)まじい衝撃が身体を襲った。




　脳が、視界が、重心が、ブレて吹っ飛び――硬いアスファルトの上を転がってゆく。

「――ってぇ……な、なんだぁ??」

　俺をブン殴ったのは――巨大な熊。檻の中ではなく、外に出ている状態の。

　パラソルテーブルの近くに立ち、荒い息を吐きながらこちらを凝視している。

「……なんで？」

　頭上に疑問符を出してから間もなく、「ピンポンパンポン♪」と園内放送が流れた。

『ご来園中のお客様に連絡します。只今、一部の猛(もう)獣(じゆう)が逃げ出してしまい、大変危険です。慌てず速やかに避(ひ)難(なん)してください。繰り返します、只今一部の猛獣が逃げ出して――』

　……なんてこったい！
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　日曜日の昼間だというのに思いのほか来場者は少なかったらしく、パニックはほとんど起こらなかった。係員による迅(じん)速(そく)な対応も功(こう)を奏(そう)したのだろう。

　しかしこはるちゃんは彼らの指示に従わず、どんどん逆方向へ突っ走る。

　あまりに躊(ちゆう)躇(ちよ)なく進むものだから信じて追従していたものの……中央エリアにある施(し)設(せつ)の二階まで上がって急に足を止められては、流石に疑問が口をついて出た。

「えっと……あの、こはるちゃん？　これは一体どういう……」

「……ごめんなさい、篠宮さん」

　トンッ、と肩を押される。急に訪れる浮(ふ)遊(ゆう)感(かん)。何をされたか、理解が遅れた。

　落下――しているのだ。

「……ヌオオォォォ!?」

　そのままボチャンッ、とプールに落ちた。……プール？　動物園に？

　混乱間もなく、疑問は俺の身体を持ちあげる獣(けもの)が解消してくれた。

「ブォォォオ」

「おぅわっ、カバ!?」

　どつかれて陸地へ。カバに直撃したおかげで全身汚水まみれにならなかっただけ幸いか……いやしかし、これは一体。

「ククク……ようやく来たみたいだね」

　不敵な声とともに、プールの中から巨大なアクリルケースがせりあがる。その中で傲(ごう)岸(がん)不(ふ)遜(そん)に腕組みをする白衣の少女は――言わずもがなの一之瀬ゆとり。

「――またお前か！」

「またゆとりです、てへっ」

　悪びれる様子もなく、一之瀬は笑顔で言う。

「というわけで、今日も楽しい楽しい実験です♪　女の子と一日動物園デートなんてエサにホイホイ釣られたおバカなヒロシくんにゆとりから言いたいことはたったの一言……かかったな、アホが!!」















「ぐっ、う……うああああぁぁッッ!!」

　つまりこれは――一之瀬の、罠(わな)。

　そうか、やけに気前よく休日の外出を許してくれたと思ったら、こういうことだったのか。ていうか……六条からあんな話を提案された時点で疑っておくべきだった！

「まったく、ヒロシくんってば煩(ぼん)悩(のう)まみれなんだから……後輩だからって下の名前『ちゃん』付けとか……普段見せないような気さくさで『お昼食べに行かない？』とか……あんたはナンパ師か!!」

「ぜ、全部見てたのか？」

「ったぼーよぉ！　デレデレツンツク鼻の下伸ばしちゃってさぁーもぉー……今日はここからゆとりを救出してくれるまで帰してあげないんだからぁっ！」

　何その流れ。急すぎてついていけない。

　しかしそこで一秒たりとも待ってはくれないのが一之瀬ゆとりである。よく訓練されたカバどもに号令をかけ、俺に向かってけしかけてくる。それも段々と数が増えてきているような……うん、増えてきてるな、確実かつ着実に。プールの中からどんどん新しい奴がやって来るんだもんだって。

「じ……実験って、何の実験だよ!?　発明品はないのか!!」

「おっと、わすれるところだった」

　一之瀬が指を鳴らすと俺の近くの床が開き――そこからカバをモチーフにした掃(そう)除(じ)機(き)が現れた。

　……え？　これで何するの？

「塵(ちり)も芥(あくた)も吸い込めないけど、その代わりカバだったらラクラクお掃除できちゃう奇跡の発明品……その名も『カバキューム』だよ！」

「……ワケ、ワカ、ランッ！」

「憶えてない？　結社の怪人は動物をモチーフにしているものばかりだって。そこでこの発明品なわけ。今後改良してバリエーション増やしていく方針なんだけどね」

　いつもの通り得(とく)意(い)気(げ)に、ピンと人差し指を突き立てて説明する。

「さて、今回のミッション……じゃなくて実験内容は極々シンプル。その掃除機を駆(く)使(し)して、ゆとりをここから救出すること」

「……実験なのか、それ？　なんか試されてるのは俺のような気がするけど」

「いやいや、立派な発明品の実験だよ。実際に奴らとの戦闘で使えるかどうか、それこそ人間の手で実践してみなくちゃわからないことだからね」

　それじゃあ実験いってみようか♪　と、ヒトゴトのように笑って指をパチンと弾(はじ)く。それと同時にカバどもが襲いかかってきた。魔物使いかよ、コイツは。

「ブォォォオオオ!!」

「癪(しやく)だが……物は試しだ、喰(く)らいやがれ！」

　一之瀬自身は信用ならないが……奴の発明品のミョウチクリンな性能だけに関して言えば、俺は嫌な意味でそこそこ信頼を置いている。迷わずスイッチを入れ、襲(おそ)いくるカバの群れに対して吸引口を向けると……、

「ブオオォ!?」「ブオッホホォォォオオ！」「オオオノレェェェ……!!」「ブォーン！」

　本当に掃除機へとカバたちが吸い込まれていくが……一頭言葉喋ってる奴いなかったか!?　気のせいか!?

「きゃー、ヒロシくんかっこいー！　素敵！　でも後ろからも気をつけてね♪」

「ホグワーッ!!」

　一之瀬の忠告の直後、真後ろからド突かれた。転びかけたがなんとか踏みとどまり、振り向きざまに『カバキューム』の吸引口を向ける。

　が、『カバキューム』、稼働せず。

「……壊れたっ！」

「精密機械だからねぇ。乱暴に扱われるとちょっと」

「強度なさすぎだろ、実戦で使えるかこんなもん！」

「さっそく一つ、新たにデータが採れたね！」

「前向きに物事考えてないで早くこの状況終わらせて！」

「いや、これもまた不(ふ)慮(りよ)の事故として想定しておくべき状況だよ、ヒロシくん。武器が壊れても敵は待ってくれないんだよ？　というわけで、あとはもう打撃でなんとかするしかないね！　ほら、戦って！　ちゃっちゃと倒しちゃって！」

「無茶言うな！　ていうかもはや実験でもなんでもないだろ！」

　掃除機ほっぽり出して逃げ出す。すると今まで吸い込んだはずのカバまで掃除機から解放されて現れやがった。踏んだり蹴(け)ったりだな、こんちくしょうめ。

「大体お前なぁ、こんなことして許されると思ってるのか!?　動物園の人にもお客さんにも迷惑極まりないだろ！」

「その点は安心していいよ。かなめちゃん……あぁ、グループの人にお願いして、今日は一日貸し切りにしてもらってるし。ほとんどの人には事情が通ってるから、うろたえてるのたぶんヒロシくんくらいだよ？」

「変なところでプロフェッショナルすぎる！」

　まさに権力の無駄遣い。大丈夫なのか、この国は。

　なんて余計な心配をしている暇もなく自分のことに集中――一之瀬の命令をガン無視し、とにかく逃げ回ることに専念する。カバと戦え？　無理無理、アイツらどんだけタフネスでパワフルだと思ってんだよ。

「大丈夫、攻略法あるよ！　突進をサイドステップで回避して、後ろから片方の後脚めがけてタックルするんだけど、このとき斜め後ろに引っ張ると簡単にバランスを……」

「ネットのデマ話なんか妄信してんじゃねぇ！　一嚙(か)み数トンレベルの猛獣相手に真正面から立ち向かうのがまず間違ってるんだよ！」

「え？　いや、カバとか動き遅いから余裕でしょ」

「速いよ！　人間より全然速いよ！　時速にして五十キロ弱は出るんだぞ!?」

「……マジで？」

「マジで！」

　これだからバーチャル脳は！　これだからバーチャル脳は！

「まぁ……でも、ヒロシくんならなんとかできるよね？」

「できねーよ！　にっちもさっちもいかねーよ！」

「またまた、ご謙(けん)遜(そん)を。ゆとり、知ってるんだから。ヒロシくんは本気を出せば宇宙革命を起こせるくらいの力を出せるって……」

「宇宙革命って何!?　俺はごくごく平凡を少し下回るくらいの高校生ですが！」

「……出せなく、なっちゃったの？」

「なっちゃったんじゃなくて最初から出せないの、ていうかお前が俺の何を知ってるっていうんだよ！　赤の他人のくせに!!」

「赤の……他人……？」

　ふっ、と。表情を悲しげに歪ませ、一之瀬は言った。




「……十年前に、ゆとりをいじめから助けてくれたのに？」




　瞬間――俺の脳(のう)裏(り)で、何かの映像がブレて走り始める。

「助け……た？」

　昔――小さい頃、公園、夕日は沈みかけ、五時の鐘(かね)が鳴り響き。

「俺が？　お前を？」

　曖(あい)昧(まい)な映像――小さな女の子、傷だらけの身体、裸足(はだし)の両足。

「俺とお前は――昔、会ってる……？」

「そうだよ。会ってるよ。最初から言ってるじゃない」

　いつもとは調子を変えて、静かに、だがハッキリと、

「昔、ゆとりが結社の手先と思(おぼ)しき子どもたちからいじめられてたときに……そこに割って入って、助けに現れてくれたじゃない。今は記憶を封印されて、思い出せないかもしれないけど……ゆとりは、憶えてるよ」

　ノイズだらけのフラッシュバック。いつのことだかもわからない、断(だん)片(ぺん)的(てき)な映像群。それが――一之瀬の言う通りのもの、だと？

　にわかには信じがたい。何故ならコイツの言っていることだからだ。デタラメな言動で、メチャクチャな発明をするようなキャラじゃなかったら信じていたと思うけれど。

　今は――わからない。判断できない。

　コイツの言うことを、信じていいものかどうか。

「だからヒロシくん、ちゃんと実験台になってよね」

「『だから』の使い方がおかしいぞ、オイ」

　今は考えていても仕方ないか。とりあえず、ここから脱出せねば。

　だが、さてどうする。逃げ場はないぞ。一之瀬はゆとってるから、俺がズタボロになるまで助けてはくれないだろう。

　仕方ない――良くて骨折ぐらいは覚悟しなくちゃなぁ……。

「こっちです、篠宮さん」

　そう諦めかけたが、そのとき近くの壁が小さく切り開かれ、窓のような穴が空いた。

　そこから手を伸ばし、俺の身体を引き上げようとするのはこはるちゃんだった。

「こ、こはるちゃん？　一体いままでどこに……」

「事情は後で。とにかく今は逃げましょう」

「う、うん……」

　よくわからないが、とにかく助かった。彼女の手を取りカバゾーンから脱出する。

「あれ!?　こはるちゃん、裏切るの？　ゆとりのこと裏切るの!?」

「……なんか一之瀬が叫んでるけど、いいの？」

「いいんです。急ぎましょう。一之瀬さんが相手なら、なおのこと」

「いいのかなぁ……」

　振り返ると、アクリルケース内の一之瀬が鍵を開けようと足(あ)掻(が)いていた。なんか知らんがかなり焦(あせ)ってるっぽい。

「ま、待って……え、噓!?　な、なんで鍵が開かないの!?　そんな、ちゃんと予行演習したのに……はっ、まさかこれも結社の陰謀？　ゆとりの命を狙って？　な、なんて狡(こう)猾(かつ)な……ぎゃあああ！　カバ！　カババカ！　こっちくんな！　体当たりやめてっ！　カゴ揺(ゆ)らさないで倒れる！　普通に怖い!!　誰か、誰か……ヘルプミイイィィィ!!」

　うわぁあいつやっぱりバカだ。




♨　♨




「先ほどはすみませんでした」

　俺の手を引き走りながら、こはるちゃんは申し訳なさそうにタネ明かしをした。

「私も、お姉ちゃんの頼みでこの計画実験に協力して……篠宮さんをあそこまで誘導しなくちゃいけなかったんです」

「なんと」

　衝撃的な告白ではあったが……なるほど、どうりで俺なんかと動物園を回ることを承(しよう)諾(だく)してくれていたわけだ。納得、納得。

「でもいまから、私は篠宮さんの味方をします」

「なんで急に」

「篠宮さんのおかげです。もう、一之瀬さんやお姉ちゃんに従わなくてもいいんだって、私は私らしくやればいいんだって、気がつきましたから」

「……俺、何かしたっけ？」

　何もしてない。少なくとも、直接的には。

　訝(いぶか)って首を傾げると、こはるちゃんは尊敬の眼(まなこ)で俺を見ていた。たぶん。

「先ほどのカバゾーンでの孤(こ)軍(ぐん)奮(ふん)闘(とう)ぶり――悩んでたって仕方ない、やれることは全部やってやるっていうあの姿勢から勇気をもらいました。ありがとうございます」

「あぁまぁやらなきゃ死んでたからねあの状況？」

　まさに命がけだったわけだが、あんなので勇気づけられたのかと思うとなんか不本意だが……まぁいいか。こはるちゃんの問題だし。

　さておき――ようやく、カバゾーンのあった施設を抜け出る。

　相変わらず外はライオンなりサイなりが檻を抜けだしうろうろしていて、迂(う)闊(かつ)に歩くのも憚(はばか)られる状況である。さて、ここからどうする？

　こはるちゃんを見ると、彼女はポケットから小型の端(たん)末(まつ)機(き)を取り出して操作していた。

「それは噂(うわさ)のスムーズフォン、略してスムホじゃないか！」

「噂というかもはや常識だと思いますけど……篠宮さん、持ってないんですか？」

「電話なんて話せりゃいいじゃない」

　電話で話す相手なんていないけどね、俺。

　手(て)際(ぎわ)の良いタッチ操作を続けながら、こはるちゃんは言う。

「ちなみにこれ、正確に言うとスムホではないですね。お姉ちゃんからもらいました。スムホの原型にあたるゆとりフォン、通称ユトホだそうです」

「ゆとりフォン？　なんかバッタモン臭が半(はん)端(ぱ)ないんだけど？」

　ネーミング的にも、六条からもらったというくだり的にも、一之瀬が発明したものであることは明白なわけだが……。

「いえ、どうやらこれが現在流通しているスムホなりマイパッドなりの雛(ひな)形(がた)らしいですよ。使い勝手や利(り)便(べん)性(せい)はスムホの方が断然改良されていますが、機能的にはこっちのユトホの方が圧倒的に上みたいですし」

「一之瀬原案の方が機能が上なのはなんとなくわかるけど、使い勝手が悪いというと？」

「十回に一回くらいの確率でしか起動してくれないんですよ、ゆとりフォン」

「ゆとってんなぁ……」

　働きたくないでござる精神が漲(みなぎ)り過ぎていて困る。しかし運良く、こはるちゃんはゆとりフォンの起動に成功したようだった。

「それで、それが今どんな役に？」

「逃走ルートを案内してくれます。原理は全くわかりませんけど」

　まぁ、あいつの発明品にはよくあることだ。

「――本当はこんなもの、使いたくないんですけどね」

「……こはるちゃん？」

「なんでもありません」

　冷たい表情から、何かを誤魔化すように笑う。

　その間に操作が終わったのか、こはるちゃんは画面を見て説明を始め――、

「えーと、最初は結構まっすぐ歩きますね。それから――『ザッ』あ、あれ？　なんか表示がおか『ザザッ』こ、故障かな？　あれ、あ『ザザザザッ――／あ、あーあーあー、聞こえてますかー？　こちらは一之瀬ゆとりちゃんですよー』え!?」

　愕然とした表情で画面を凝視するこはるちゃん。

　……なんでそこから一之瀬の声が？

『ふふ、おカバすぎて笑っちゃうよ、こはるちゃん。ゆとりが作ったものに頼って脱出しようだなんて……ゆとりが本気出せば、簡単に操作支配できるのにね？』

「う、しまった……迂闊っ！」

『さぁ、これで簡単には逃げられなくなったね。ヒロシくんとこはるちゃんが動物園を脱出するのが先か、ゆとりがおバカゾーンから脱出するのが先か……勝負だよっ！』

「お前まだそこにいんのかよ」

　誰か助けておあげよ、グループの方々。

『一応、連絡いれたんだけどね……まだ来ないみたい……たぶん、何かしら結社に邪魔されてると思うんだけど、直接的じゃないというか、やり方が遠回しなんだよね。まるで事故を装いたがっているような……』

「都合の悪いことは全て結社のせいか」

『大体、世界中で起こる不幸の全ては結社の陰謀で説明できるし』

　幸せな精神システム持ってるよな、コイツも……などと呆(あき)れていると、急に騒がしい音が聞こえてきた。

『ブオオォ！』

『な、なに、どうしたのカバさんズ？　なんでそんな急に一(いつ)斉(せい)突撃してきて……ワギャーッ!?　ちょ、倒れる、本当にカゴ傾いてきてるからやめっ／――ブツンッ！』

「……」「……」

　それきり、ユトホから一之瀬の音声がぱったり途(と)絶(だ)えた。

「……これ、一之瀬助けに行った方がいいのかな？」

「さぁ？　罠じゃないでしょうかね。一之瀬さんの考えることですし」

「え？　あ、あぁ……うん、そうなの……かもね」

「というか、今のでユトホ使えなくなっちゃいましたよ、どうしましょうか」

「あ、もう一之瀬のことはいいんだ……」

　こはるちゃんって意外とドライなんだな……まぁ、一之瀬だからいいか。

　それよりも彼女の言う通り、これからどうすればいいのだろう。何か役に立てられるようなアイテムがあればいいのだが……。

　――いや、待てよ。もしかしてコレ、何かに使えないか？

「そっ、それは……」

　ポケットからあるモノを取り出すと、こはるちゃんは驚(きよう)愕(がく)に目を丸くした。

「『白いゴリビト』じゃないですか！」

「そんな名前のお菓子なかったっけ？」

　俺の手の平に収まっているのは、あの日一之瀬から預かったまんまの、白いゴリラのキャラ消し（の、ようなもの）だ。どうしてもあの謎を解いて金一封を獲(かく)得(とく)したかったため、返せと言われるまでずっと黙っておこうとしていたのである。

「知ってるの、コレ？」

「最後に触った人間と一瞬で位置を入れ替えてくれる、一之瀬さんの発明品ですよ！」

「そ、そうなの……？」

　まるで某週刊少年漫画の某能力だな……それでゴリラなの？　黒いのもいるの？

　色々思うところはあったが、しかしこれでようやくあの日の朝、なぜ一之瀬が俺の部屋に突然現れたのか……という謎も解けたわけだ。やっほう、金一封ゲットだぜ！

　……ここから生きて無事に帰れたら、の話だが。

「で、どうやって使うのコレ？」

「簡単です。移動したい場所にそれを置いて、ゴリラのモノマネをすればいいんです」

　一之瀬アイツ扉の向こうでそんなことしてたのか。

「それも恥ずかしがってやると効果を発揮しない、とも聞きましたよ」

「なんでそんなめんどくさい限定条件つけたんだよ……まぁでも、そうか。これで動物園の外側付近まで移動して、そこから外に向かって投げればいいのかな？」

「そうですね。それなら順番に二人とも脱出できますし、善は急ぎましょう」

　目標が立ち、希望が見えてきた。外側を目指すだけなら明確なゴールに向かって歩くよりハードルも下がるので、そのぶん足取りも軽くなる。

　そうしてしばらく動物たちに注意をしながら移動を続けていると、

「ちょっとなんなのもぉマジで!?　ありえないんですけどー!!　アリエナインデスケドオオォ!!」

　動物たちよりよほどワイルドな悲鳴が聞こえたので、こはるちゃんと顔を見合わせ、声の聞こえた方へ移動する。ちょうど進行方向と合(がつ)致(ち)していたので、ついでだ。

　そこで、ターくんとチーちゃんが放送用スピーカーによじのぼって震えていた。

「し、篠宮とおっぱ……お、お美しい方！」

「お前いま絶対おっぱいさんとか言おうとしただろ……てか、なんでこんなところに」

「アタシらだって知らないわよ！　気づいたら取り残されてるし、犬に追いかけ回されるし……ちょっと！　見てないで助けなさいよ！」

　確かに二人の下には数匹の犬が吠えているけれど、正直チーちゃんの方がうるさい。

　……あれ、動物園に犬なんていたっけ？

「この子たちは、私の設計したロボットです」

　こはるちゃんが歩み寄ると、犬たちはあっさり吠えるのをやめた。

「ロ、ロボット？」

「監視用です。無関係の人を追い払うためにも配置していまして。――さ、家にお帰り」

「バゥ、バゥッ」

　こはるちゃんの命令で、犬たちは大人しく去っていった。本当にロボットなのか疑わしいほどにリアルだ。まともな発明家とかいたんだね、この世界に。

「あ、ありがとう、助かったよ……」

　無事を確認してから、バカップル二人はスピーカーから降りてきた。

「なーに、いいってことよ」

「いや、おめーじゃねーから！」

「なんだと」

「――篠宮さん、あそこからなら投げられそうじゃないですか？」

　田中の言葉をガン無視しつつしっかり逃走ルートを探すこはるちゃんパネェっす。

　彼女のあとに続いて塀(へい)へと移動する。田中とチーちゃんも黙ってついてきた。

　園内と外界を隔てる塀は、素手で登るには厳しそうな高さだったが、俺らが白ゴリラを投げて向こうに届かせるぶんにはわけもなさそうだ。

　そこでふと、俺は思いついた。

「こはるちゃん、この二人に先に逃げてもらおう」

「わかりました」

「に、逃げられるのか!?」

「どうやって？　ネェドウヤッテェ!?」

　せっつく二人に、俺は『白いゴリビト』の説明をした。かなり真剣にした。しかし、

「――そんなのありえねぇだろ」

　田中は怪(け)訝(げん)な眼差しを向けてくる。やはり信じてもらえないか……と思ったが。

「アタシ、やるよ！」

　深く考え込んでいたチーちゃんが、勢いよく手を挙げた。

「だってこんなところでこんな男と一緒に死にたくないもん！」

「なぬっ!?　ほ、本(ほん)性(しよう)現しやがったな、チーちゃん！」

「何よ、そっちだって胸が大きけりゃなんでもいいくせに！　そんなにおっきい胸が好きなら、相撲(すもう)部屋の門でも叩いてくればいいじゃない！」

「ばっ……おま、ななな、なんでそうなるんだよ!?」

「なんで動(どう)揺(よう)してんのよ、ヴァーッカ！」

　慌てふためく田中にチョップを一発入れると、チーちゃんは迷うことなく白ゴリラを俺の手から奪い取り、豪(ごう)快(かい)なフォームで投げた。

「どぅりゃあああぁ！」

　軽々と塀を越えてゆく『白いゴリビト』。そしてチーちゃんはすかさずゴリラのモノマネを実行した。

「ウホッ、ウホホ。ウホッ」

「や、やめろよ、チーちゃん！　そんなの女の子がやることじゃないよ！」















「ウホッ？」

「やめろって！　なんでそんなに似てるんだよ、イメージがどんどん崩れてくよ!!」

　田中の制止もまるで聞かず、完璧にゴリラを演じ続ける。すると次の瞬間、チーちゃんの姿は魔法のように消えて――代わりに、園の外へ向かって投げたはずの白ゴリラが空中に現れ、ぽてんと落ちた。よし、成功だ！

「うお、マジかよ!?」

「さぁ次はお前の番だ、ターくん」

「ターくん言うな！」

　猛(もう)烈(れつ)に突っ込みつつも、チーちゃんの行動を寸分たがわず模(も)倣(ほう)し、田中も迅速に園の外へと避難した。これで園内に残されたのは、俺とこはるちゃんと白ゴリラだけだ。

　さて、次は……。

「こはるちゃん、先に行ってくれ」

「い、いいんですか？　篠宮さん、一人になっちゃいますよ？」

「俺はあとから行くよ。女の子を一人では置いていけない」

　キリッ。

「こはるちゃん、生きてまたここに来よう」

「篠宮さん……それ、死亡フラグじゃ……」

　こまけぇこたぁいいんだよ。

　躊躇(ためら)っているこはるちゃんの手の中に白ゴリラを握らせ、彼女の背中を押す。

「――篠宮さんがフラグを立てたので、私もいいですか？」

　……手短に、なら。

「今日、篠宮さんとここに来られて……すごく、良かったです」

「……本当はお姉ちゃんと来たかったんじゃないの？」

　最後だから訊いてみた。すねるような響きは隠せなかったかもしれない。

　しかしこはるちゃんは晴れやかに笑った。

「最初はそうでした。実験のことも抜きで、純粋に楽しみたい気持ちもありました。でも……本当に、今日は篠宮さんと一緒で良かったです。こんなことになっちゃいましたけど……勇気、もらいましたし」

「……そりゃどーも」

　さんざんな一日だったけど……最後にまぁ、こんなふうに感謝されるなら、別に悪くはないんじゃなかろうか。うん。そう思うことで、とりあえずカバの記憶は上書き保存で抹(まつ)消(しよう)することにしよう。

「それでは、いきます……えいっ！」

『白いゴリビト』を拾い上げ、こはるちゃんが不格好に塀の向こうへと投げた直後、俺は目と耳を塞(ふさ)いだ。これも彼女の名誉のため――見ざる聞かざるの構えでござる。

　そうしてすぐにこはるちゃんの気配は消え、ぽてん、と白ゴリラの落ちる音がした。

　みんな――無事、脱出できたんだな。よし、俺も行くぞ！

　……なんて、もう、ダメだ。

「……ぶっ」

　口の中から息が漏れる。あかん、シリアスモード強制終了。

「……ぶはっ。ははっ。あははははははは！」

　堪(こら)えていた笑いを、一人になったところで思いっきり爆発させる。スマン、みんな本当にスマン……必死になってやるゴリラのモノマネが面白すぎて、正直何度か噴きそうになったんだ……特にチーちゃんはヤバかった……。

「はぁーっ、はあぁーっ……はふふッ、はらいて」

　呼吸を落ち着けヒッヒッフー……と。

　よし……これで俺だけは誰に見られることもなくモノマネができるぞ。わざわざ危険を冒(おか)して最後まで残った甲(か)斐(い)があったというものだ。

　こはるちゃんと入れ替わった白ゴリラを拾い、園の外に向けて大遠投――む、ちょっと遠くに飛び過ぎたか。まぁ、飛びすぎる分には、壁を越えられないことより問題はないだろう。気にせず、俺はゴリラのモノマネをした。

　しかしワープしない。

「……ウホッ、ウホホッ」

　まだワープしない。

「っ、ウッホホホ、ウホッ!!」

　全然ワープしてくれない。

「ウッホホホホー！　ウホホー、ウホホ!!　ワキャッ、ワキャキャッ♪」

　ていうかもうワープする気配が全くなかった。

「やれやれ……どういうことだってばよ」

　なぜだ。なぜ俺だけ……似ていないから？　馬鹿な、渾身のモノマネだぞ。これで飛べないならさっきの三人も飛べていないはずだ。おかしい、何が起きた……。

　そこでふと、俺はこはるちゃんの言葉を思い出した。

　――最後に触った人間と場所を入れ替えてくれるんです。

「……まさか、外で誰かが触ったか!?」

　意図的でなくとも、たとえば俺の投げた白ゴリラがぶつかってしまったとか。みんなとはちょっと違う位置に飛んで、小さな子どもが拾ってしまったとか。そういう可能性は否定できない、というよりむしろ高いか。前三人が当たり前のようにうまく成功したから、完璧に失念していた。

　やばい、予想外すぎる。せっかく俺だけ恥をかかず無事にすむと思ったのに！




「ウホッ」




　背後から不吉な鳴き声がした。

　長居しすぎたか――振り返れば、そこには一頭のゴリラがいた。筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)とした体(たい)軀(く)で、こちらとの距離をじりじりと詰めてくる。

「ウホホッ」

「や、やめろ……俺はおいしくない、ぞ」

　絶体絶命――そう思われたが、直後、塀の向こうからチーちゃんの掛け声が聞こえた。上空を見上げると、再び白ゴリラが園内へと飛び込んでくるのが目に入る。

「よかった……これで助かった！」

　と、思ったのに――無情にも、『白いゴリビト』は本物のゴリラの背後へと落下した。

「……最後の最後でなんてことを」

　ゴリラを避(よ)けつつ白ゴリラを回収し、園の外に向けて白ゴリラを投げたあとでゴリラのモノマネをしなくちゃならなくなった。……どういう状況ですか、オイ。

「ウホ」

　対するゴリラは飛んできた物体に一(いち)瞥(べつ)もくれず、俺のことをじっと見つめ続けている。

　……なんか、様子が変じゃね？　なんだろう、こう……気のせいでなければ、すごく、すごく熱っぽい視線を送って来ているような……。

「は、ははは……」

　まさか、まさかな……コイツ、俺のことを狙っていやがる!?

「ウッホホー!!」

「ギイイイィィィィイィヤアアアアアアアアアアアア!?」

　走って逃げたがすぐに捕まった。たくましい腕に抱え上げられ、連れ去られる。救いの白ゴリラに手を伸ばしたが、祈りも虚しくぐんぐん遠ざかってゆき――。




「…………アッ――――――――――――!!」




　その日、俺は史古玉動物園のゴリラと一夜を明かすという実に貴重な体験を味わった。

　後日、一之瀬が「ごめん正直やりすぎた……」と珍(めずら)しく素(す)で反省し謝ってきてくれたが、俺はしばらくゴリラ語でしか会話ができなくなっていたという。
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「今のままじゃちょっと非効率的だと思うの」

　ゴリラ語もだんだんと抜けてきたある日の朝。

　学校へ行く支(し)度(たく)をしている最中、相変わらずプライ橋を守ってくれない一(いち)之(の)瀬(せ)が部屋に入って来るなりそう言った。

「……頼むから、主語をきちんと入れてくれ」

「実験のスタイルだよ。ゆとりやまふゆちゃんがいないとできないっていうのは、なんか色々と時間の無駄っていうか……」

　あごに手をあて思(し)慮(りよ)深(ぶか)げに、まるで推理を披(ひ)露(ろう)する名探偵のような足取りで部屋の中をぐるぐると歩き始める。……おい、俺の荷物踏みまくってんぞ。

「なんて言うのかな、こう……本番でのリアル？　確かに実験って必要なんだけど、たとえば不測の事態に遭(そう)遇(ぐう)したときにどれだけ扱えるかとか、なんかそういう、臨(りん)場(じよう)感(かん)的なもの？　も必要なんじゃないかなぁ、と」

「やたら疑問形が多いな、お前は」

　聞いていて頭系の方面が痛くなってくるっぽい的な感じのタイプみたいな？

「そこで今日は、あらかじめ発明品を渡しておきます。使い方は……」

　しかし一之瀬は構わず自分の話を続け、新たな発明品を渡してくる。正直もうお腹一杯っていうか受け取りたくないんだが……金のためだ、仕方ない。

「――と、いう性能なの。そのときがきたら、ぜひ使ってみてね。そんでもって、あとできちんと報告してね。どういう状況で、どう使って、どれだけ活躍できたか、とか」

「まて、まて。いっぺんに色々喋(しやべ)りすぎだ。もう一回最初から喋ってくれないか？」

「面倒臭いからイヤ。ていうかヒロシくん、けっこう物覚え悪いよね」

「……怒ってもいいか？」

　大体いつも、こんな会話ばっかりです。




♨　♨




　学校生活は本日もさして楽しいわけではなく無(ぶ)難(なん)に過ぎゆき、放課後。

「でさぁ、そんときのヒョウタがさぁ……」

「ぶっは、何それめっちゃワロタ」

「マジうけんね」

「お前ら笑うなし。ヒトゴトだと思いやがって」

　クラスメイトと数人で、俺はファミレスに寄っていた。

　普段はこんな集まりと無(む)縁(えん)なのだが、文化祭の打ち合わせで役職上声をかけられ、明(みよう)神(じん)さんも来るとのことだったので馳(は)せ参(さん)じた次第である。

　が――大変無意味なことに、彼女は距離的に一番遠い席に座っていた。これでは不仲解消のきっかけを摑(つか)むことなんて無理だろう。こんなことならやっぱり参加しない方がマシだったろうか。正直時間の無駄な気がする。

　……しかしここで一番問題なのは、この状況から一人抜けだして帰るだけの度(ど)胸(きよう)を俺が持ち合わせていない、ということである。

（仕方ない、自然解散の流れになるまで一人大人しく………）

「そういや篠(しの)宮(みや)は普段なにしてるの？　学校で全然喋ってくれないけど」

　と思ったらコレだよ。空気読め隣の席のお前。みんなの視線が一気に集まっただろーが、どうしてくれる。善意か。善意のつもりなのか？　なんてタチの悪い！

「え、あ、あは。いや、俺は、その……えーっと」

「あ、あたしも興味ある。篠宮くん、いつも本バリアー張ってるし」

「なぁに、本バリアーって？」

「あれじゃね？　ずーっと何か本読んでるから話しかけようにも話しかけづらいアレ」

「そうそうそれそれ！　あれいつも何読んでるの？」

「え、えーっと……コナン・ドイル、とか？」

　噓だよ。本当はあんたらに言えないような挿(さし)絵(え)付きの高(こう)尚(しよう)な小説だよ。ていうか畳(たた)みかけるように話しかけてくんな、何に反応すればいいのかわかんないだろ。

「え、篠宮くん、コナン・ドイル好きなの？　奇遇だね、あたしも！」

　おいバカ踏み込んでくんな眼鏡(めがね)女子。ボロが出るだろボロが。中学のときにちょこっと格好つけて手を出してみた程度だよ。そして途中で投げたよ。

「シャーロック・ホームズで言うと何のお話が好き？　あたしはやっぱり『緋(ひ)色(いろ)の研究』かなぁ。『バスカヴィル家の犬』も捨てがたいんだけど、最初に読んだ衝撃でいえば……」

「ちょ、みちこのテンション上がり過ぎ。誰か止めてあげて」

「はいはい！　みちこちゃん、帰りに俺と漫喫デートでも満喫してかない？」

「お断りします。ていうかおやじギャグ寒いよ」

　ドッ、とひと笑い。そして話題は『みちこちゃんは誰と付き合っているのか』記者会見に早変わり。いいのか、そんな話題の回し方で。

　――まぁ、それならそれでいいんだ。放っといてくれるなら、それが一番……。

「付き合ってるといえばさ、篠宮」

　またお前かよ隣の席の男子、お前だよお前。どんだけ俺に興味あってアグレッシブなんだよ今日は、普段から発(はつ)揮(き)しろってその積極性。

「お前この間さ、図書室で六(ろく)条(じよう)先輩と仲良くお喋りしてたよな」

　しかもよりにもよってそのテの話題……勘弁してください。

「あ、それどっかで聞いた。ずるいよなぁ、どういう繋(つな)がりがあるわけ？　あの才(さい)色(しよく)兼(けん)備(び)でＳっ気……じゃなくて、大人の魅力たっぷりでクールな六条先輩と」

　野次馬根性丸出しで問い詰めてくる逆隣の席の男子。お前もか。お前も俺のこと好きだったのか、こぉのムッツリスケベめ！

　……さて、そろそろ内心でテンパるのも十分だろう。流石(さすが)に少しは落ち着いてきた。というのも、聞いた瞬間にテンションが激しく下がる名前を聞いたからだが。

　六条――そうかあいつ、猫さえ被(かぶ)ってりゃ美人だし頭良いしで人気者なのか。まぁ確かに、遠くから眺めるぶんには理想的だろう。中身がいろんな意味で悲(ひ)惨(さん)だが。

「え、図書室の話？　それって六条先輩じゃなくて明神じゃないの？」

「あれ、私はそれ、白衣を着た天使みたいな女の子だって聞いたよ？」

「あ！　それとは別の日なんだけどさ、日曜日だっけ？　お前、動物園でデートしてなかったか!?　確か相手は一年生の……」

　わいのわいの、堰(せき)を切ったように目撃情報が飛び交い始める。ちょっと待て、お前ら普段どれだけ俺のこと観察してんだ。そしてそのくせなんで誰も話しかけないんだ。俺か？　俺自身に問題があるからか？

「……実は篠宮って、すごくモテる奴なんじゃないか？」

「実は篠宮くんって、すごくモテるんじゃないかしら？」

　男女ともども、なんか大方そんな変な方向で意見がまとまりつつあるのはなぜ……。

「「「「そこんとこどうなんですか、篠宮さん!?」」」」

　きつい。視線がきつい。主に対人不慣れ的な意味で。

　助けを求めて明神さんにさりげなく目配せする――彼女は会話に混ざらず、元気のない、ともすれば不愉快そうにも見える表情を浮かべて俺の方を見ていた。

「……っ」

　しかし視線が合ったことに気付き、目を逸(そ)らされる。うぅむ、最近の彼女の様子はちとわからないな……俺のことを気にしているようではあるが、直接的に何かを伝えてくるわけではないし。むしろこちらから歩み寄ると逃げるし。

　少し、思い返してみよう。

　彼女との仲が悪くなったのは、間違いなくメヂカラの件からだ。その翌週の月曜日の英語の時間のことからもそれは明らかである。その次に接触があったのは、こはるちゃんのプリントを拾ったときか。で、最後に拳(けん)銃(じゆう)を持った六条と少し揉(も)めて――バァン、と。




「全員、動くな！　動くと殺すぞ!!」




　銃声がした。幻聴ではない。本当に、本当の。

「――ッ、きゃああああああ!!」

　最初に悲鳴を上げたのは誰だったか、わからない。連鎖的に悲鳴とどよめきが浸(しん)透(とう)し始め、更にもう一発銃声が鳴り響く。

「おい、騒ぐな！　大人しくしてれば危害は加えねぇ！　黙って全員床に伏(ふ)せろ！」

　声の主は白(しら)髪(が)交じりの屈(くつ)強(きよう)なオッサン。客の一人を人質にとり、その側頭部に銃口を突き当てている。

　なんだ――なんでどうして、こんな事態に？

　理(り)不(ふ)尽(じん)にして唐(とう)突(とつ)。しかし俺らのグループもその指示には従わざるを得ず、全員で仲良く床に伏せる。携帯電話で素早く外部と連絡を取ろうとした者もいたが――、

「げっ、携帯通じないでやんの」

　マジすか。用(よう)意(い)周(しゆう)到(とう)だな、おい。一体どうしたら……。

「……そういえば」

　そのとき――俺は、自分のカバンの中にある物が収まっているのを思い出した。それは今朝、一之瀬から渡された一つのガジェットである。なんというタイミングだろう……まさかこうも早々に使う機会が訪れるなんて。

（……こ、これしかない。今、みんなを守るには、俺がこのガジェットを使って……）

　心臓が早鐘を打ち始める。俺にできるのか？　大丈夫か？　タイミングは？　もし、失敗したら？　想定外の出来事が起きたら？　様々な疑問と不安が浮かんでは弾(はじ)け、弾けては頭の中を白くしてゆき……。

「――そんな方法でいけるのか、里(り)亜(あ)野(の)？」

　ふと、近くから囁(ささや)くような声。

　見ればクラス一のイケメン、池(いけ)谷(や)メンタロウが近くの男子と小声で相談していた。

「別に難しくはないっしょ。いけるいける、ダメだったらダメだったで、そんときまた臨(りん)機(き)応(おう)変(へん)にアドリブ利かせながらどうにかすればいいっしょ」

　その男子とは、クラス一のリア充こと里亜野ジュウキチ。

　なんだ？　二人は何を話しているんだ……？

「それじゃ……いくぞ。せーのっ」

　俺の疑問をよそに、池谷と里亜野が同時に動き出す。

　が、二人とも、別個の動作だ。

　池谷はわざと目立つように立ち上がり、里亜野はテーブルやソファの陰(かげ)に隠れるよう低い姿勢を保ったまま。その結果、オッサンに発見されたのは池谷だけ。

「なっ……お、お前っ！　動くんじゃねぇ!!」

　オッサンはひどく狼(ろう)狽(ばい)していた。あまりに予想外だ、とでもいわんばかりに。

　その隙(すき)を池谷は逃さない。

「動かない方がいいのは、あんたの方だよ……！」

　挑発的ともとれる大(おお)仰(ぎよう)な動作で、池谷は私物のバッグからサッカーボールを取り出してシュートをぶちかました。彼はサッカー部のエースである――放ったボールはオッサンの顔面を華(か)麗(れい)に直撃し、一瞬だけ怯(ひる)ませることに成功する。

「ぷがっ、……てめぇ、このっ!!」

「残念、そっちは囮(おとり)です」

　その隙に背後へと回り込んでいた里亜野が、消火器で思い切りオッサンの後頭部を強打した。オッサンはたまらず踏鞴(たたら)を踏み、痛みに拳銃をとり落とす。

　そして里亜野が拳銃を蹴(け)飛(と)ばし、オッサンの手首を容(よう)赦(しや)なく捻(ひね)りあげる。

「はい、終了～。計画性ないとこうなるんだよ、って俺が言っても説得力ない？」

　軽い調子で言うが、彼はテニス部のキャプテンを務めるほどの実力者――その握力は新鮮なリンゴをいともたやすく素手で握り潰(つぶ)すという。

「全く……無茶しすぎだろ、里亜野。犯人が構わず発砲してたらどうするんだ」

「そりゃそうかもしれないけどさ、池谷。それは可能性の話だろ？　実際こうして動いてみれば、そんなの現実的にはありえないって」

「……相変わらず、お前の楽観ぶりには呆(あき)れてものも言えないよ」

　ぱんっ、と互いに軽くハイタッチ。そして――わっ、と歓声があがった。

「すごい、二人とも！」「一時はどうなることかと思ったぜ！」「池谷くん、カッコイイ!!」「里亜野くんも素敵!!」「おい、誰かさっさと警察に連絡を……」

　電(でん)光(こう)石(せつ)火(か)にして疾(しつ)風(ぷう)迅(じん)雷(らい)。結局、オッサンが何をしたかったのかすら判明することもなく、事態は二人の英雄に救われた。

　良かった、目立たなくて――と、内心で俺は安(あん)堵(ど)していた。だが同時に、ちょっと惜しいような気分にもなる。

　もしも彼らの行動よりも俺の決断が一足早くて、一之瀬から受け取ったガジェットを使っていれば？　成功率はわからない。だが、仮に上(う)手(ま)くいっていた場合……この場であのように称(しよう)賛(さん)を受けていたのは、俺なのだ。

　そう思うと、悔しい気持ちにならないでもない。

　――いや、やはり気のせいだ、そんなの。何を今さら、バカな。

　そういうのはもういいんだって、諦(あきら)めたじゃないか。きちんと、きっぱりと。俺はマブフレンジャーみたいなヒーローにはなれない。ならなくていい。

　だから、そこでめでたしめでたし――の、はずだったのに。




「ばぁっかもーん!!」




　納得がいかないとでもクレームをつけるように、天井を破って人影が落ちてきた。

「あんたらじゃないよっ、なにしてんの!?　違うでしょ!?　今のはヒロシくんがガジェットを上手く駆(く)使(し)して犯人に立ち向かい、華麗に活躍する流れでしょ!?」

　現れたのは、実に見なれた白衣の少女――一之瀬ゆとり。

　小さな身体(からだ)を悔しそうに暴れさせ、怒りの舞を踊っている。唖(あ)然(ぜん)、呆(ぼう)然(ぜん)……その場に居合わせた全員がポカンとした。

「ゆとりの崇(すう)高(こう)なる計画を、プロジェクトＨ２をよくも邪魔してくれたな……！」

「えー、っと」

　当惑し、困(こん)惑(わく)した表情は隠せなかったものの――そこは流石のイケメン池谷、爽(さわ)やかなイケメンスマイルを浮かべて一之瀬に近寄り話しかける。

「……小学生、かな？　お友達か、お父さんお母さんはどこ？」

「馬鹿にするな、抉(えぐ)るぞ！」

「うわっ、怖いな、最近の女の子は。池谷、あんま構うなよ。ロリコンみたいだぞ」

「誰がロリコンだ、誰が」

　里亜野の茶々にも池谷は笑って対応し、やがて俺らのグループの一人が気付いた。

「あ……あの子じゃない？　篠宮くんと一緒にいた白衣の子って」

「おぉ、それっぽいな」

「篠宮、あの子、お前の何？　彼女？　妹？　それとも大穴でお姉さん？」

「――あいつ、は……」

　そこでようやく、俺の頭は冷静に状況を理解し始めていた。

　唐突に渡されたガジェット。脈(みやく)絡(らく)なく現れた白髪交じりの屈強なオッサン。予定通りじゃないと言って怒り、ぷんすか踊っている一之瀬。

　つまり――これは、一之瀬の自(じ)作(さく)自(じ)演(えん)。

　口ぶりからしておそらく、俺を正義のヒーローに仕立て上げるための。

「こんな……こんなはずでは……プロジェクトＨ２は……」

「一之瀬」

　自分でも驚くほど、抑(よく)揚(よう)のない冷たい声が出た。

　びくっ、と一之瀬の身体が小さく跳(は)ねる。

「お前、実験台になってくれれば十分とか言っておきながら、まだ俺をヒーローに仕立て上げようとしてたんだな……？」

「い、いや。そんなことは、えぇっと……」

　歩み寄ると、一之瀬は後退した。だが壁(かべ)際(ぎわ)まで追い込むとそれ以上は逃げず、ただ気まずそうに俯(うつむ)き、高速で親指回しを始める。

「言ったよな。俺、嫌だって。了解したよな。お前、実験台になってくれればいいって」

「それは……その……」

「噓(うそ)だったんだな、アレ。こっそり、ひっそり、俺をヒーローにしようとしてたわけだ」

　思い返せばおかしな節はあった。発明品の実験にもかかわらず布(ふ)団(とん)を着て走り回って逃げろとか、掃(そう)除(じ)機(き)が壊れたのにそのまま戦えとか、そんなむちゃくちゃな指示。

　結局――全てはコイツが、俺を理想のヒーローに育てるための計画だったのだろう。

「ヒーロー？」

　ぷっ、という小さな笑い声が耳(じ)朶(だ)を掠(かす)めた。

「篠宮、お前がか？」

　見れば、客の中にチーちゃんを連れた田(た)中(なか)がいた。

　俺の過去を知る、中学時代の同級生が。

「ていうか、懐かしいな。ヒーローか、ははっ！」

「なぁに、ターくん？　何が面白いの？」

「いや、あいつさ……いわゆるなんつぅの、アニメオタク？　十年以上昔のヒーローアニメの真(ま)似(ね)ばっかしててさ、そりゃ面白い奴だったよ。いま思い出したわ。そういや、それが原因で面倒な連中に絡(から)まれてたんだっけ、お前？」

　ケラケラ笑いながら――たぶん、本当に笑い話くらいの感覚で田中は喋っている。悪意があるような話しぶりではない。ただ単に、思い出話を楽しんでいるだけなのだ。

　だがこの場においては、それだけで俺にとって致(ち)命(めい)傷(しよう)だった。

「アニメオタク？」「ヒーローモノの？」「いじられキャラ？」

　俺を見る目が段々と歪(ゆが)んでゆくクラスメイトたち。中学時代の再演だ。こうなったらもう、田中を無理に黙らせても遅い。それよりもヘラヘラ笑って、適当に流して、冗談っぽくうやむやにしてしまえればまだマシだったものを。

「笑うなッ!!」

　一之瀬が拳(こぶし)をぶるぶる震わせ、真っ赤になって怒(ど)鳴(な)る。

「ヒロシくんは本当に、正義のヒーローなんだから！　ゆとりが連れ去られそうになったときも、怯まずに立ち向かってくれたんだからっ！」

「それ別人じゃないか？　俺の知ってる篠宮は相当なヘタレ野郎だぞ。中二のときとか特に……ぶはっ。駄目だ、思い出そうとしたら笑いが……」

「笑うなッ、それこそ別人だ！　今は記憶も力も封印されてるけど、本来の状態に戻れば世界中の誰よりも強いんだからっ!!　誰よりも勇敢なんだからッ!!」

　一之瀬が声を荒らげるほど、田中も周囲のクラスメイトもおかしそうに笑う。俺と一之瀬を、何か珍しいモノでも見るかのような目で。

　あぁ――終わった。失敗した。ゲームオーバーだ。痛々しいキャラがバレて、孤(こ)立(りつ)無(む)援(えん)になった中学時代の再現。高校くらいはそんな過去を帳消しにして、うまく……少なくとも、今までよりはちょっとくらいうまくいくように、頑張ろうとしてたのに。

「ヒロシくんも何か言い返しなよ、バカにされてるんだよ!?」

「……一之瀬」

　伝わってないんだ、何一つ。

　理解してもらえてないんだ、何もかも。

「お前は、なんでいつもそうなんだよ……人の気持ちも考えないで……」

　恥ずかしくて死にそうだった。クラスメイトの前で、とりわけ明神さんの前で、これ以上、ヒーローがどうとかはもうこりごりだ。

「俺は、そんなこと望んでない……そんなものに憧(あこが)れてきたから、嫌な目にたくさん遭(あ)って……友達もできなくて……だからやめたのに、諦めたのに。なんで俺を引き戻そうとするんだよ、お前は！」

「……ッ、、、……、……」

　びしゃり、と雷にでも打たれたかのように一之瀬は萎(い)縮(しゆく)する。言った直後、俺も流石にやりすぎたかなと思った。

　だが少しすると、一之瀬は恐る恐るながらも口を開いた。

「――でも」

　今にも砕け散ってしまいそうな、果(は)敢(か)無(な)い瞳(ひとみ)と声で。

「でも――それでもヒロシくんは、ゆとりのヒーローだから……」

「……ッ」

　舌打ちを一つ。これ以上コイツと喋っても無駄だ。

　周囲の視線が集中して痛い。ここに居たいと思わない。千円札をテーブルの上に叩きつけて、乱暴な足取りのまま出口へ向かう。

「ヒロシくんっ」

「ついて来んな」

　逃げたかった。

　ただひたすら、この場から消えたかった。

「お前なんかと、出(で)逢(あ)わなければ良かった……！」

　だから最悪な台詞(せりふ)を吐き捨てて、俺はその場から逃げ出した。
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　あー。

　あーあーあー。

　死にたい。死んでしまいたい。

　あー死にたい死にたいクソクソクソクソ自(じ)己(こ)嫌(けん)悪(お)、自己嫌悪自己嫌悪自己嫌悪あーあーあーあークソバカ死ね死ね死ね死ね俺なんか死んでしまえ消えてしまえなくなってしまえバカしたバカしたアホだったくそくそくそくそ時間よ戻れ全てやり直させろ……。

「……俺は頭が悪いんじゃないだろうか」

　あんなふうに過(か)剰(じよう)に反応したら、それこそ笑い者だというのに。滑(こつ)稽(けい)で、無(ぶ)様(ざま)で、道(どう)化(け)で……ああ、本当、バカみたいだ。違う、バカなんだ。本物の。

　お前と出逢わなければ良かったなんて、酷(ひど)い台詞を吐いて――まるで巨大な杭(くい)で心臓を貫(つらぬ)かれたような表情になって固まる一之瀬が脳(のう)裏(り)に焼きついて離れない。

　バカなことを言った。あんなことは、流石に言うべきじゃなかった。

「どうすりゃいいんだろ、俺……」

「一声かけてくだされば、鍵(かぎ)くらい渡しましたのに」

「うわっ」

　場所はわりと近場の公園。

　ベンチに腰かけ項(うな)垂(だ)れていたところ、買い物帰りと思(おぼ)しき大(おお)家(や)さんと遭(そう)遇(ぐう)した。普段着からして和服なのはどこでも同じらしい。

「うわ、とはまた酷い挨(あい)拶(さつ)もあったものですね。それが最近の流(は)行(や)りなのですか？」

「あ、いえ。そんなわけでは、決して」

　通りかかった大家さんは日本刀を竿(さお)のように使い、スーパーのレジ袋をいくつもぶら下げていた。

「あの、なんか用途を間違っていませんか？」

「間違ってはいませんよ。道具は使い方次第で、結局のところはどうとでも活用できますからね。……そう、重要なのは道具ではなく、知能なのです。そこのところを履(は)き違(ちが)えなければ、この世に不可能なことなどありません」

「はぁ、そんなものですか」

「そんなものです。ところで、あの猫は誰かもう引き取り手が見つかったのですか？」

　相変わらず抑揚のない声、表情。だが今日は少し、以前よりもだいぶ柔らかい印象を受ける。仮にも一年半は付き合った仲だ、それくらいはわかるようになっていた。

「……そういえば、最近あまり見ませんね」

「そういえば、って……どこかに捨ててきたんですか？」

「いえ、全く構わないで、放っておいてるんです。それでも勝手についてきますから。それに、引き取り手ってわけじゃないですけど、面倒見(み)てくれる子が……」

　――それでもヒロシくんは、ゆとりのヒーローだから……。

　思い出したくない。失敗した。あいつとの関係も修復できない。どう接すればいいのかわからない。ずっと、逃げたままでいたい。

「ふむ……判然としませんが、まぁ、そういうことでしたら」

　やはり無表情のまま、しかし大家さんは意外なことにアパートの鍵を差し出してくる。驚いた表情で見ると、彼女にしては珍しくそっぽを向いた。

「なんで、急に……？」

「急、ですかね？　筋は通っていると思いますが」

　若干、照れくさそうに。

「この間のことは、すみませんでした。少し、過(か)剰(じよう)になってしまって。……あまりね、汚したくないんですよ。父上からの譲(ゆず)りものですし」

　それに、と。大家さんは付け加える。

「少しでも自分が悪いな、と思ったら謝る。私は一応、そう決めていますから」

「悪いと思ったら、謝る……」

「というか、よくよく考えたら篠宮さんにはあのアパートにいてもらわないと困るんですよね……これ以上目の届かないところにいられると都合が――」

　すとん、と。何かつっかえていたものが落ちたような気がした。大家さんはまだ何か喋っているようだったが、俺の気持ちはもうそこになかった。

「……大家さん、ありがとうございました。その鍵はまた今度、受け取ることにします」

「え。篠宮さん、どこへ……」

　ベンチから腰を上げ、大家さんに一礼してから走り出す。

　悪いことをしたらごめんなさい。ただ、それだけの話なんだ。




♨　♨




「すまん。ごめん。すみませんでした。ごめんなさい。……うーむ、どれが一番しっくりくるんだろうか……」

　どうやって謝ろうかと脳内シミュレーションしながら一之瀬研究所へ。鍵は開いていたので、もう戻っているのだろう。しかし本人の姿は見当たらなかった。

「どうしたんだ？　一体……」

　首を傾(かし)げていると――シャアアァァ、という、何か液体の激しく飛び散る音が、かすかにだが奥の方から聞こえてきた。耳を澄ませてみると……風呂場、からだろうか。

「……風呂、場？」

　全身に嫌な予感が走った。俺はさっき、別れ際に一之瀬に何と言った？　お前と出逢わなければ、とか、そんな酷い内容じゃなかったか？　それを聞いた一之瀬がショックを受けて、ただ漫(まん)然(ぜん)とシャワーを浴びているだけなわけがあるか？

「まさか……リスト、カッ……」

　それ以上はかぶりを振って思考を中断させた。はやての如(ごと)く身体が動いた。ばたばたと廊下を走り、勢いのまま風呂場の扉を体当たりでぶち破る。火事場の馬鹿力というものはどうやら本当にあるらしい、扉は枠からガコンと外れた。

「一之瀬ッ！　何してんだ、おま……え……え…………ぇ？」

　空気が凍った。

「え？」

　目が合った。言葉は続かなかった。




　一之瀬は――普通にシャワーを浴びているだけだった。




「え……ええぇぇ…………」

「……」

　つまり現在、一之瀬はカッターナイフを持っているわけではなくて――。

「……あ、あはは」

「…………」

　ましてや彼女、衣服など着ているわけもなくて――。

「あはははは、あはは、あははははは」

「……………………」

「――すみませんでした、速やかに立ち去ります」

「ｍｖｊんへｓｂｇかヴぉぃ；あぺろｂｈ：・ざｆｊｐ￥!!」

　決して言語化され得ない叫び声を上げて、一之瀬はあらん限りのお風呂場セットを俺の後頭部へと投げつけてきた。
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　シャワーを終えた一之瀬は、無言のまま居(い)間(ま)でテレビを観始めた。俺から話を切り出せるような空気ではなかったので、黙って彼女につき従う。

　流しているのは、アニメ『友情戦隊マブフレンジャー』。レッドとスカーレットが喧(けん)嘩(か)別(わか)れしそうになるシーンだから、十二話あたりか。

「……ゆとりは今でも、鮮(せん)明(めい)に憶(おぼ)えてるよ」

　しばらく経(た)ってから――こちらを見もせず、背を向けて体育座りしながら。

「あの日、あの時の、ヒロシくんの後ろ姿。ゆとりを庇(かば)って守ってくれた、あの背中」

　映像の中――先に謝ったのはスカーレットだ。それを素直に受け取り、レッドもすぐに謝罪をする。そしてより固くなった絆(きずな)の力で、マブフレンジャーは敵を倒すのだ。

　めでたし、めでたし。

「ヒロシくんは憶えてないかもしれないけど……ゆとりにとっては、大事な思い出だから……」

「一之瀬……」

「ごめんね、色々。我(わ)が儘(まま)だよね、全部ゆとりの。ごめんなさい、ごめんなさい……」

　立ち上がり、振り返る。夢を見て、夢に憧れて、夢を追いかけ続ける少女。

　申し訳ないことに、俺はこいつが言うような過去を憶えてなどいない。ただ何か、それらしい残(ざん)骸(がい)が脳内に散らばっているだけだ。そして、それらは綺(き)麗(れい)に結びついてくれない。まるでひんまがってしまったパズルのピースのようで、ずっと組み合わせられないままで、もどかしい。

　それでも――あるのなら。

　もし、コイツが言うような過去が、俺に本当にあるのなら。

「……違う。さっきは、俺が悪かったんだ。その……ごめ――」




　ん――と言い終わる前に、突然、一之瀬の近くの窓ガラスが外側から破壊された。




「……は？」

　それと同時に飛び込んできた黒い影が、彼女をかっさらって視界の外へと逃げてゆく。あっという間の出来事。何も反応できず、ただ見送ることしかできなかった。

「……は？　何、今の……」

　判断力を取り戻すのに十秒くらいかかって、ようやく追いかけようと身体が動く。

　そして外に出た瞬間、顔が引きつった。

「……ナニコレ」

　船――否、戦(せん)艦(かん)である。

　研究所の前に出現していたそれは、黒光りする艦体のところどころから禍(まが)々(まが)しい砲台を生やし、重々しいエンジンの駆(く)動(どう)音(おん)で地面を揺(ゆ)らしている。

　俺はそんなデザインの戦艦を知っていた。それは、友情戦隊マブフレンジャーに登場する悪の秘(ひ)密(みつ)結(けつ)社(しや)アリ・フレ・テルワの最終兵器『鬼(き)使(し)艦(かん)アリマ・クーリ』である。

「ヒロシくん、助けて！」

　攫(さら)われた一之瀬が、甲(かん)板(ぱん)で手を伸ばし助けを求めている。

　その傍らには先ほどの影――彼女を攫った人物が立っていた。















「フハハハハ、この娘は我々アリ・フレ・テルワがもらい受ける！」

　モコモコした体毛、ぐるぐる巻きの二(に)本(ほん)角(づの)――間違いない、奴こそはアリ・フレ・テルワの幹部の一人。ヒツジ怪人メェルストローム。弾丸をも通さない毛皮の防御力にダイヤモンドすら粉(ふん)砕(さい)する角の攻撃力を兼(か)ね備(そな)えた、マブフレンジャー第十六話Ｂパートで初めて登場する屈(くつ)指(し)の強敵である。

　その他、甲板の上にはオサル怪人モンキーレンチやシバイヌ怪人ワンダーフォーゲルなどの個性豊かな幹部たちが、戦艦の周りには黒タイツに十字架マークの覆(ふく)面(めん)を被った下級戦闘員たちがよりどりみどり勢(せい)揃(ぞろ)いしていた。

　アニメ通りの風景。なんという光景。まさに圧(あつ)巻(かん)である。これはすごい。

　すごい……バカばっかりだ。

「どうした、篠宮ヒロシ！　この娘の命が惜しくないのか!?」

「……いや、なんていうか」

　躊躇(ためら)いつつも、呆れたように告げる。

「あんたら全員、一之瀬とグルだろ」

「「「「「「「「「「　　　　　　」」」」」」」」」」

　物(もの)凄(すご)い量の沈黙が返ってきた。

「な、なな、なんのことだ？」

「惚(とぼ)けられても……こんなの現実にいるわけないし。どうせまた一之瀬のわがままに付き合ってるグループなんでしょ？　ゆとりガジェット解(かい)析(せき)グループとかいう」

「……」

　しばらく静(せい)寂(じやく)の時間が流れたが……やがて観念したかのようにヒツジ怪人メェルストロームが一之瀬の発明品であろう変身を解いた。――中身はさっきの白髪交じりの屈強なオッサンである。お前かよ。

「ばれてしまっては仕方がない。そうだよ、篠宮くん。ここにいるのは全員、ゆとりガジェット解析グループの……」

「死人に口なし♪」

　ぶすりっ。一之瀬が達人の域に近い目(め)潰(つぶ)しでもってオッサンを黙らせる。

「うわあああ、十(じゆう)文(もん)字(じ)さんッ!?」

「四方八方四(し)面(めん)楚(そ)歌(か)♪」

　ずぶりっ。オッサン（十文字という苗(みよう)字(じ)らしい。どっかで聞いたことあるような）の心配をして素で叫んだ幹部その二が一之瀬に屠(ほふ)られる。

　そこでぴたりと、アリ・フレ・テルワもどきの全員が動きを止めて一之瀬の方を見た。その眼(まな)差(ざ)しの集中は、大ボスの指令を待つ部下たちの畏(い)怖(ふ)の表れそのものである。

　すると一之瀬は優しげに微(ほほ)笑(え)んで、ゆっくり、こう言った。

「ゆとり、こーんな人たちに攫われて、とっても怖いなー？」

「「「「「「「「「「　　　　　　」」」」」」」」」」

　盛大なる沈黙――そして数秒後、我先にと競い合うような叫び声が爆発した。

「こ、この娘を返してほしくば我々と戦え、篠宮ヒロシ！」

「フハハハ、今日も空は青いな！　ならばこの地は血に赤く染めてみせようか!!」

「キシィィェァアアア！　コドモ、サラウ！　ワルサ、シマクル！」

「この軍勢を見てもまだ心が折れないとは、敵ながら称賛に値するぞ。ククククク……へへっ、どうっすか先生？　夜通しＤＶＤでおさらいした俺の演技は！」

「天(てん)罰(ばつ)覿(てき)面(めん)♪」ぶすぅっ。「ギャアアァ!!」

　活気づいたパレードを見下ろし、おおむね満足したのか、一之瀬は笑みを濃くする。そして楽しそうに、実に楽しそうに。

「と、いうわけで……きゃーっ！　助けて、ヒロシくーん!!」

「……呆れた」

　こいつ……まったく、まっっっっっっっったく、懲(こ)りてない。また同じことをしようとしている。さっきのは失敗で、今からやり直そうとでもいわんばかりに。

　話し合おうと思った俺がバカだった。あぁ、バカだったとも。

「あ、ちょ、ヒロシくん!?　どこ行くの、助けてよ！　ねぇ、正義のヒーロー!!」

「何が正義のヒーローだ。ったく、せっかく仲直りしようと思ったのに……」

　一之瀬たちに背を向ける。前のアパートに戻ろう。そして大家さんに鍵をもらってまたあそこに住もう。働き先は、またどっか新しいところにでもするさ。

　さよなら、一之瀬。短い間だったけど、お世話に――、




「全員動くな」




　不意に、誰かの冷(れい)徹(てつ)な声が空間に響いた。

　……つい数時間前にも似たような台詞を聞いたが、さておき。

「動けばこの女の命はない。そしてこれから告げる私の要求を呑(の)めない場合にもまた、この女の無事は保証しない」

　気付けば甲板の上の幹部は全員倒れていて、ロープで緊(きん)縛(ばく)された一之瀬がシャムネコ怪人ネコライ・ニャスコフスキー（の、コスプレイヤー）に捕(とら)えられていた。それもまた幹部の一人だったが……言動が違う。まるで本物の誘(ゆう)拐(かい)犯(はん)のようである。

「一つ、ゆとりガジェット解析グループを解体すること。一つ、この場にいる者は今後二度とこの女に援助せず、また接触もしないこと――以上を守れなかった場合には、この女をこの中に封じ込める」

　ネコライが示した先には、人一人分は収納できるだろう冷蔵庫が置かれていた。そりゃ中は寒いだろうけど、別にそんなもので脅されても……。

「あれは……エターナル・フォース・フリーザー!!」

　誰かが驚(きよう)愕(がく)して叫んだ。え、なに、相手は死ぬ？

「エターナル・フォース・フリーザー……どんなものでも瞬時に絶(ぜつ)対(たい)零(れい)度(ど)で冷やし、その時間の流れを止めてしまうという一之瀬先生の発明品……そして一度中に入れたが最後、二度と取り出せないという問題作……」

「へぇ、そうなんだ」

　隣の怪人が説明口調で教えてくれた。一之瀬はまた何を思ってそんな意味不明なモノを作ったんだろうか。おかげでだいぶまずい状況に陥っているのだが……。

「しかしあれは厳重に保管していたはず……なぜ今ここに？」「持ち出されたか？」「一級危険品だぞ？　部外者がおいそれと奪(だつ)取(しゆ)できるようなものではないはず」「そもそもあんなの使う予定もなかったし、一体どういう――」

「要求を呑むのか、呑まないのか。話し合っていいのはそれだけだ」

　ネコライが告げると、喋り合っていた戦闘員たちが水を打ったように静まり返る。誰も何も言えず、動けない。すぐ近くの戦闘員に目配せをするも、首を横に振られた。ということはつまり――これは想定外の出来事、なのか。

　一人一人の様子を睥(へい)睨(げい)していると……俺と視線が合ったところで、ネコライは初めて妙に弾んだ声を出した。

「あ、篠宮さん。こんにちは」

「……こんにち、は？」

　何を急に、と訝(いぶか)ると、ネコライは変身を解いた。

　現れた素顔は――六条こはるの、それ。

　あまりに意外な人物の登場に、俺の思考はまたしても停止する。

「先日はどうも。篠宮さんのおかげで、こうして勇気をもって行動に踏み切れました」

「……は？」

　途端にグループの面々からキッ、と射殺さんばかりの視線が集中するけれど、ちょっと待って一体全体なんのこと。

「今も記憶に鮮明ですよ、カバゾーンでのあの奮(ふん)闘(とう)ぶり……やれることはやってやるという姿勢、心の師として仰がせてもらっています」

　こはるちゃんは冷たい緊張感を解き、柔(にゆう)和(わ)な笑みを浮かべた。

「……あれって恋愛相談じゃなかったの？」

「私ね、一之瀬さんを憎んでいるんです」

　本人を目の前にして、臆(おく)することなく。

「お姉ちゃんの未来を台無しにした一之瀬さんを、ね」

「先生は関係ないだろう、こはる」

「おわっ、びっくりした」

　すぐ近くの戦闘員が怒鳴った……と思ったらすでに覆面を外した六条がそこにいた。あんたもこのパレードに参加してたのか。

「先生は私の人生を変えてくれた。当たり前の価値観を、ありふれた先入観を、息苦しい生き方を、全部壊してくれた」

「そうだね。全部ブチ壊して、台無しにしてくれたよね」

「違う。私にとってそれらは全て幸福だった。この上ないほどの至(し)福(ふく)だった……いや、今もなお、幸せだ。そしてきっとこれからもそうだろう。先生とともにある限りは」

　その言葉に、グループの全員が頷く。

　こはるちゃんはそんな様子を見て、ますます深い溜(ため)息(いき)を落とした。

「お姉ちゃん、昔はあんなに真面目だったのに……クッダラナイ方向に暴走して……やっぱり、騙(だま)されてるんだ。みんなも。私がなんとかしなくちゃ……」

「私を侮(ぶ)辱(じよく)するのは構わん。だが先生に手を出すというのなら」

「……どうするっていうの？」

　こはるちゃんは緊張しつつもわずかに笑みを滲(にじ)ませる。

　六条は視線を彼女に向けたまま、俺を指差してこう言った。

「この男がお前を成敗する」

「ちょっと待ってなんで俺」

「察しろ、ケダモノ。先生の期待に満ちた眼差しが見えんのか？」

　甲板上の一之瀬を見た。……物凄く目をキラキラさせていた。

「……助ける価値はないように思うが」

「貴様に選択の余地はないよ」

　コン、と。気楽そうな笑みを浮かべ、俺の肩を懐から取り出した拳銃で叩く。仕(し)種(ぐさ)がナチュラルすぎて怖いよ。

「予想外の展開だが、なぁに、相手はこはるだ。最悪ここでとり逃したとしても、我々が全力を挙げて後始末をする。だから今は、先生の望んでおられるだろう展開に従え」

「と、言われてもなぁ……」

　なんか釈(しやく)然(ぜん)としない。なんで俺がそんなことしなくちゃ……と周囲を見ると、生き残っているグループのメンバー全員から視線の集中砲火を浴びていた。「やれ」「お前しかいない」と口ほどに目が物語っている。物凄い形(ぎよう)相(そう)で。

　気は進まなかったが、俺は研究所から使い方のわかる発明品を引っ張り出してきた。




　その一、『伝説の布団』の場合。

「よし！　どっからでもかかってこい！」

「あの……私、逃げる側なんですけど」

　動きにくい布団を着て仁王立つ俺に背を向け、こはるちゃんはいつでも一之瀬を連れて逃げられそうな態勢にあった。上空には彼女のものと思しきヘリコプターが待機し、縄(なわ)梯(ばし)子(ご)を下ろしている。

「ふっ……今のはジョークだ」

　ダメだ……防御力は天下一品だけど、相手を追い込むアイテムじゃないな。これは。




　その二、『白いゴリビト』の場合。

「うまくヘリの中に投げ込めば逃走手段を潰せそうだな……」

　我ながら秀逸なアイディアだ。思い切って投げる――よし、うまく中に入ったぞ。ここまではバッチリだ。そしてすかさずゴリラのモノマネをしようとして……。

「ぷっ。篠宮さん、まさかこの衆(しゆう)人(じん)環(かん)視(し)で、ゴリラのモノマネをやるんですか？」

「……」

　その一言で羞(しゆう)恥(ち)心(しん)ゲージマックス、俺はやむなく白ゴリラでの瞬間移動を断念した。

「なに躊(ちゆう)躇(ちよ)してんだ！」「ヒロゴリラ！」「真面目にやれ！」

「誰がヒロゴリラだくらぁっ！　黙って見てるだけのくせに!!」

「仲間割れですか。私、そろそろお暇(いとま)してもいいですかね？」

　まずい、遊んでる場合じゃなくなってきたぞ……。




　その三……は、本日初公開。

「……ふざけてるんですか、篠宮さん？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

　まぁ、いきなりカバンからカツラを取り出して装(そう)着(ちやく)し始めたのだからそう思われても仕方ないのだが……これこそ一之瀬が先ほど俺に使わせたかった発明品、その名も『増えるワカメヘア～』である。

「よし――六条、俺の頭に水をぶっかけろ」

「は？」

　ぽかん、とされた。

「なん……何、なんだって？」

「だから、頭から俺に水をかけてくれ。思いっきりだ。頼む」

「――とうとう頭がイカれたか、ケダモノ……」

　凄く憐(あわ)れむような目つきで見られた。うわぁ、普段の侮(ぶ)蔑(べつ)の眼差しもキツイが、これはこれでもっとキツイ……。

「そ、そうじゃなくて。一之瀬の発明品なんだよ。これを頭に被って水に濡(ぬ)れると、増えるワカメみたいに分身ができるって話で……」

　頭に被ったカツラが髪の毛から遺伝子情報を読み取り、水に濡れることで無限に増えるワカメを材料にしてその人間のクローンを造るんだとかなんとか、そんな超理論らしいのだが……言ってる俺もほとんど理解していない。だってなぁ、そもそも増えるワカメってあれ、増えてるわけじゃないし。水吸って元の大きさに戻ってるだけだし。

　そんな感じでひとしきり一生懸命に説明したあと、六条はフンと鼻を鳴らして、

「まぁ、知ってたけどな」

「ッ、……じゃあ、早くしやがってくださいお願いします」

「少し待て、いま部下に持って来させている。……あぁ、御苦労。あとで褒(ほう)美(び)に三十秒だけ踏みつけてやろう」

「はっ、ありがたき幸せ！」

「……」

　いま物凄く良い笑顔で返事したよな、六条の部下（三十代半ばと思しき男性）。グループ内部の力関係ってどうなっているのだろうか。

「ほれ、お望み通りの水だ。ありがたく頂(ちよう)戴(だい)しろ」

「あぁ、すまない……って、うぉお痛っ!?　おまばかっ、誰が消防車レベルの放水ホース頼んだよ！　バケツ一杯分で十分だっ！」

「水でしばかれるイイ男」

「したたれよ！」

　相変わらずの嗜(し)虐(ぎやく)的(てき)な笑みで楽しそうにジェット水流ぶち当ててくる六条。それをワカメのカツラかぶりながら受け止める俺。こはるちゃんがどんな顔して見てるのか気になったが、確かめてみる勇気はなかった。

　そして――もぞぞぞぞ、と。

　全身に妙な感覚が走ると同時に、増える増えるわ俺の身体――本当に、分身しやがった。相変わらずだがどうなってんだ、奴のテクノロジーは。宇宙人なのか？

　……あまり深く考えるのはやめて、十数人近くまで増えたヒロシたちに号令を下す。

「ま、まぁいい。よし行け、俺たち！」




「え、やだよ」「相手はあの六条の妹だろ？」「絶対なんかあるって」「お前行けよ」「やだよ、なんで俺が」「んなこと言われたってなぁ」「一緒に行けばいいだけの話だろ」「なるほど。で、誰から行くの？」「だからお前が行けって」




　……。

　…………。

「……なんでそんなに自主性ないというか臆(おく)病(びよう)というか、根性無しばっかりなの？」

「そりゃあ俺ら、お前だし」「性格まで一致しちゃうし」

「俺こんなに臆病でも自分勝手でもねぇよ！」

「なんだとオリジナル！」「俺はお前なんだぞ、侮辱するのか！」「まぁ、されても仕方ないんだが」「身(み)も蓋(ふた)もないからそういうこと言うなって……」

　なんだこの烏(う)合(ごう)の衆(しゆう)、まるで役に立たないぞ。親の顔が見てみたいもんだ。

「邪魔をする気があるのかないのか、よくわかりませんが……」

　呆れて見ていたこはるちゃんがパチンッと指を鳴らすと――上空のヘリからいくつか黒い影が落ちてきて、次々とヒロシたちの近くに着地する。

「ほらきた、やっぱりなんかきた！」「勘弁してくれって……」「すごく、嫌な予感がするんだが……何なんだ？」

　ざわつき始めるヒロシたち。彼らに牙(きば)を剝(む)くそれらの正体は――戦意漲(みなぎ)る鹿、猿、ワニ、ライオン、その他もろもろアニマルズ。

　唸(うな)り、叫び、咆(ほう)哮(こう)し、それらはヒロシたちへ猛(もう)然(ぜん)と襲いかかってゆく！

「ぎゃあ、なんだコイツら！」「聞いてないぞこんなの、ちくしょうが！」「痛ぇっ！　尻(しり)嚙(か)まれた！」「やめろ、食べるな！　食べちゃらめええええ!!」

　オリジナルに似て非力なため、なすすべなくやられて元のワカメへと戻ってゆくヒロシたち……その間わずか十数秒。おぉ、死んでしまうとは情けない！

　そして俺の前には一頭の熊が立ちはだかっていた。

「……なんかイヤな見憶えがあるな、この熊。まさか……」

「お察しの通り。全て、私の造ったロボットです。あの日、動物園で篠宮さんを襲った子たちもほとんど、ですよ」

　なるほど……いくら係員の誘導が迅速だったとはいえ、本当に動物を檻(おり)から放つのは危険だしな。そこは制御の利くロボットで演出していたということか。

「ということは、あのゴリラも……」

「ゴリラ？　……それは知りませんが」

「マジすか」

　あれこそロボットであってほしかったのに……まずい、嫌な思い出が蘇(よみがえ)りそうだ。

「まぁ、そういうことですので」

　熊が腕を振り上げ――振り下ろす。

「一之瀬さんのことは諦めてください」

「ぐはっ!!」

　その一撃で、呆(あつ)気(け)なく吹っ飛ばされる。

　くそう。痛い、痛いぞ。なんでこんな目に遭ってんだ、俺……と思い返してみたら、どんなルートを辿(たど)っても最終的に原因は一之瀬へと帰(き)着(ちやく)するのだった。

「この……諸(しよ)悪(あく)の、根源め……」

　恨(うら)めしげに一之瀬を見やる。奴は完全にこはるちゃんの意識から外れ、ちょっと頑張れば簡単に逃げ出せそうだったが……目をキラキラさせてこちらのやり取りを見ているばかりだ。断言できるが絶対に楽しんでるだろ、この状況。

　それが証拠に、奴は自分の身の安全など後回しにして、声を張って叫んだ。

「頑張れっ、負けるな！　ファイトだ、篠宮ヒロシー!!」

「――ッ」

　ガツン、と脳を揺さぶられたような衝撃。

　デジャヴ――と、言っていいものか。遠い昔のぼやけた映像、俺は誰かの声援を受けて何かと戦っていた……ような気がする。ちょうど今みたいなシチュエーションで。

　誰を守り、何と戦っていたかなんて憶えていないけれど……これが一之瀬の言う通り、記憶がバラバラにされ封印されているということなのか？

　……バカバカしい。そんなこと、あるわけない。だけど――、

「無駄ですよ、一之瀬さん。私の可愛い子たちが篠宮さんに負けるはずありません。現に、ほら。彼はうずくまって動けない――」

「ま、待てよ……」

　ムリヤリに、身体を起こして、立ち上がる。

　肉体が痛い。精神もへとへとだ。なのに……一之瀬が、叫ぶから。

「負けるなぁっ、マブフレッドォ!!」

「うるさいんだよ……黙って、見てろっ！」

　考えなんて何もなく、ただ走る。否、身体が勝手に動いていた。瞠(どう)目(もく)するこはるちゃんに向かって。ぎゃーぎゃーうるさい一之瀬に向かって。

　ふたたび熊の平手を左肩に受けた。猿に背中を引(ひ)っ掻(か)かれた。ライオンに飛びかかられてもう一回地面に後頭部を打ちつけた。ワニは踏んづけた。

　それでも進む。意地でも止まらない。気付いたら、甲板の上まで上がっていて。

　そして死に物狂いでこはるちゃんの目の前まで肉(にく)薄(はく)し――、

「ゆとりを……返せっ!!」

「ひっ、きゃああああ!!」

　ぽこっ――と、頭を殴られた。

　おしとやかな女の子らしい、へっぴり腰のへなちょこパンチだった。だが今の俺に対するトドメとしては十分で、身体は糸の切れた操り人形のように倒れて動けなくなる。

「ふ、ふふ……ど、ドキドキさせないでくださいよ、もうっ！」

　力尽きて倒れた俺の横っぱらを蹴飛ばし、甲板から落っことす。だが俺は、痛みに足(あ)掻(が)くようなこともできない。もう身体は一ミリたりとも動きやしなかった。

「――あなた方に、一週間の猶(ゆう)予(よ)を与えます」

　霞(かす)む視界の中、こはるちゃんは一之瀬を抱きかかえ、ヘリコプターに乗りこんでいるところだった。

　待て、何(ど)処(こ)へ行くんだ――と、考えるだけの思考能力も失われてゆく。

「その間に、決断してください。もし一週間以内に私からの要求を呑めないようであれば――永遠に、一之瀬さんとは会えなくなりますよ？」

　嗚(あ)呼(あ)――意識が、遠のく……。
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　数日が経(た)って、文化祭を翌日に控(ひか)えた放課後。

　どこも忙(せわ)しなく奔(ほん)走(そう)しており、ウチのクラスもまたその例に漏(も)れず『シンプル喫(きつ)茶(さ)二ノＥ』の開店作業に心血を注いでいたが――俺はその様子を傍(ぼう)観(かん)しているだけだった。

「いらっしゃいませ、お客様」

「リテーイク！　やり直しっ、気持ちこめてもっかい！」

　接客チーフの女子に訓練されているウェイター＆ウェイトレス陣。俺もあの一員となる予定だったが、顔に傷を作り過ぎたせいでお役(やく)御(ご)免(めん)と相(あい)成(な)った。

　だから他の係を手伝えばいいのだが――どこにも声をかけられず教室の隅で本を読んでおり、またそんな俺に声をかけるような奴もいない。

「あれ、紙コップこれだけ？　予定数より全然足りないんだけど……」

「あ、わりぃ！　コンビニ何件か跨(また)ごうと思ってたんだけど、買い足し忘れてた」

「はー？　それ、指摘しなかったら黙ってたつもり？」

「うるせぇな、こちとら激務で頭回らないんだよ！」

「輪飾り作りの何(ど)処(こ)が忙しいのよ」

「言ってやろうか!?　明日の開店までにあと千二百個必要なのに、二人しか作業する奴いねーからだよ！　明らかに割り当てミスだ！」

　装(そう)飾(しよく)関連の面々は、ほぼ男女に分かれて作業をおこなっている。ケンカしてるっぽいけど、なんやかんやで仲は良さそうだ。

「くそ、絶対間に合わねぇって……おーい！　誰か手の空いてる奴、手伝って――」

　目が合った。俺と、そいつの。そいつはあのとき、ファミレスでの文化祭打ち合わせに同席していた奴だった。

「……誰か、いないか？　暇(ひま)な奴」

　しかしすぐに逸(そ)らされ、声は小さくなる。その時点で、俺は教室から抜け出した。

　それすら、誰一人として声をかけてくるような奴はいなかった。
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　校門を出て、いつもの帰り道とは反対方向にしばらく細い道を選んで歩き続けると、やがて公園とも空き地とも知れない空間に行きあたる。

　そこは俺にとって心休まる場所だった。高校入学後、しばらく経ってもまるで友達のできる気がしなかったときに、ぶらぶら歩いてたら見つけたベストスポット。今も誰もおらず、中に入ってブロック塀(べい)に背中を預けた。

「いいんだ、別に」

　誰にともなく、独り言をもらす。

「最初っから俺に居場所なんてないって、わかってたじゃんか」

　素性が割れれば、過去がバレれば、孤立するってことくらいは重々承知していた。痛いキャラ。変な奴。笑い者にこそなれど、誰が進んでそんな奴と仲良くなりたがる？

　だが――そんな俺に対して、一(いち)之(の)瀬(せ)は遠(えん)慮(りよ)なく接してくれて……。

「……いや、あいつのことはいいんだ。もう、どうでも」

　結局救えなかったしな、と自(じ)嘲(ちよう)する。

　――そうだ、救えなかった。一之瀬は攫(さら)われて、どこかへ行ってしまった。

　だが、当たり前なんだ。俺は正義のヒーローなんかじゃない。マブフレンジャーみたいにはなれない。それどころか、池(いけ)谷(や)や里(り)亜(あ)野(の)みたいな人間にすらなれない。そんなこと、大昔に学んだことだったじゃないか。だから今さら、そんなことで落ち込む必要もないんだ。俺は所(しよ)詮(せん)、この程度でいいのだ。

　それに――あいつとの生活は、過ぎてみれば呆(あつ)気(け)ない、夢のようなひと時に過ぎなかった。夢といってもまぁ悪夢の類(たぐい)である。そんなものを必死に取り返したところでどうなる？　また変な実験に付き合わされて、人前で恥をかかされる、そんな生活なのに？

　そんなものは、いらない。

　だから、つまるところ、奴の捜(そう)索(さく)なり救出なりはすべてあの得体の知れないグループに放任して正解だったのだ。俺は間違っていない。何も、一つも。

　清(せい)々(せい)した。あぁ、清々したとも。

　――なのになんで、いまだに一之瀬のことを気にかけているのか。

「ん……またか、しつこいな」

　ポケットの中で携帯電話が振動した。着信は六(ろく)条(じよう)からだ。これでもう、あの日から九度目になる。しかし今回も出ないままポケットの中にしまいこんでやり過ごす。

「……留守電はなし、か」

　だったらいい。たいした用事じゃない。そう言い聞かせて、後ろめたさを誤(ご)魔(ま)化(か)す。




「見つけた」




　タイミング良く声をかけられ、びっくりした。

　しかしそれが六条のものではなく、明(みよう)神(じん)さんのものだったことに気付いて安(あん)堵(ど)する。

「篠(しの)宮(みや)くん、変わってないね。やっぱりここにいたんだ」

　敷地に入り、こちらに近づこうとして――びくっ、と彼女は一度だけ足を止めた。

「……いない？」

「え？」

「いま、その……だから、アレ、が……」

「あ、あぁ……猫なら、今はいない。ちょっと前から、どっか行っちゃった」

「そっか……はぁ、良かった」

　常時つきまとってくる、というよりは明神さんと出(で)逢(あ)うときピンポイントで邪魔しに出てきていたが、最近はそれもない。一之瀬がいなくなったからだろう。

　バイト先についてはまだ浮いたままの状態だが、そのおかげで前のアパートに戻ることはできた。大(おお)家(や)さんとはわりかし和解できている方なので問題はない。たぶん。

「ごめんね。なんか最近、色々」

「い、いや。別に。ていうか、もとをただせば俺の方が……」

「よいしょ」

　と、実に自然な動作で隣に来られて、一瞬どきりとする。しかし明神さんは気にも留めていない様子で、恥ずかしそうに苦笑してから喋(しやべ)り出した。

「私さ、本当にダメなんだよね、猫が。小学生の頃、道(みち)端(ばた)に傷だらけで倒れてた猫を拾って、家に連れ帰ってお父さんに治療してもらったんだけど……」

　何を唐(とう)突(とつ)に――と思わなくもなかったが、話を聞かないわけにもいくまい。

「だけど？」

「その次の日くらいからね……玄関に、ネズミの死(し)骸(がい)が置かれるようになった」

「うわお」

「たぶん、助けた猫が恩返しのつもりで置いていってくれたんだろうけど――もう、そのときから猫が好きになれなくなっちゃって」

「そこ、嫌がるのネズミじゃないんだ？」

「ネズミは被害者でしょ？　むしろ私は自分が大量殺ネズミ犯の命を助けてしまったことに、後悔を感じているの……以来、猫は私の敵なのです」

「へぇ、初耳だ」

　そう答えると、彼女は申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「だよね。知らなかったんだよね、篠宮くんは」

「木(こつ)端(ぱ)微(み)塵(じん)も」

「――まぁ、知っててやってたら、タダじゃ済まさなかったけど……」

「明神さん？」

「なぁに？」

「……いや、何でもないです」

　そこで一度、会話は途切れた。車の走る音が、人の話し声が、ずっと遠くからかすかに聞こえてくるばかり。

「……あのさ」「……私はね」

　タイミングが被った。

「あ、ごめん。先、いいよ」

「ううん、私こそ。篠宮くん、先に喋って」

「……まぁ、くだらないことなんだけどさ」

　間を持たせようと思っただけの話だ。笑って流してくれればそれが一番である。

「明神さんってさ」

「うん」

「その……尻(しつ)尾(ぽ)、とか。生えてたり、しないよね？」

「……へ!?」

　ぎょっ、とされた。何を馬鹿な、とでも言わんばかりに。

「な、ど、どうしたの、急に？　篠宮くん、頭おかしくなっちゃった？」

「いや、実はこのしゃし……」

　肌身離さず持ち歩いていたので提示しかけて――すんでのところで思いとどまった。こんな写真、俺が持っているなんて知られたらとんでもないことになる。うっかり口を滑(すべ)らせたのが間違いだった、うわぁどうしよう……。

「――い、いや。やっぱりなんでもないよ、ごめん。忘れてください」

「やだよ気になるよ、はっきりさせないと気持ち悪い」

　そう言うと、明神さんは俺が出し渋った写真をムリヤリ奪い取った。人生終わったと思ったが、彼女は特に糾(きゆう)弾(だん)するでもなく、ただ食い入るように見つめ始める。

　そして十秒くらい経ってから、

「――失礼しちゃうなぁ、もう」

「え？」

　やがて何を思ったか、明神さんは一息吸ってからものっそい早口で喋り出した。

「普通の人間にただの人類に尻尾なんて生えてるわけがないじゃないそうよだって私は普通の人間でありただの人類だもの、だから尻尾なんて生えているわけがないのよそうでしょそう思うでしょ？　それでね、この写真に写ってるこの黒い影が何なのかというとこれはただの財(さい)布(ふ)のチェーンなの、光の加減でちょっと変に見えるけどそれ以外ありえないだって私の財布にはチェーンがついていていつもポケットに入れているのだから。ね、そうでしょう？　そうだよね、篠宮くん？」

「え、あ、あぁ、うん。もちろんそうだと思うよ。ごめんね、変なこと訊(き)いて」

　納得した以上に迫力に押されたこともあったが、明神さんは俺の返答におおむね満足したらしく、ほっと安堵の息を漏らした。

「そう、わかってくれればいいのよ。あぁ、よかった、誤解が解けて。――ふぅ、危ない危ない。篠宮くんがアホの子で助かったよ……」

「明神さん？」

「今日は風が冷たいねー」

「……そう、だね」

　それ以上は言(げん)及(きゆう)できそうにもなかった。態度でそう物語っている。まぁ、そもそもどうでもいいっちゃどうでもいい話だったので、こちらとしても写真の出所を追及されなかっただけありがたいと思うべきだろう。

「――私はね」

　俺の話が終わって、少しの間を空けてから、今度は明神さんが喋り出す。

「私は、篠宮くんは、これでいいと思うんだ」

「これで……って？」

「独りぼっちのまんま、で」

　唐突すぎて、何を言われたのか一瞬わからなかった。

　訝(いぶか)って視線をやると、明神さんは遠く空を見ながら、

「独りぼっちで寂しそうにしてる篠宮くんが……私は、好きだから」

　……。

　…………!?

「あ、その、れ、恋愛感情とかの好き、とは別で、ね？　えーと、なんていうのかな……誰とも群れないでいる姿がなんかいいなぁ、って。そう思うくらいで」

「あ、うん。そ、そうなんだ……」

　うへぇ、びっくらこいた……心臓止まるかと。

「だから、なんていうのかな。あんまり他の人と仲良くしてるのは似合わないっていうか。今のままで、無理にみんなと仲良くなろうとしなくてもいいっていうか……」

「……もしかしてファミレスでのこと、気遣ってくれてる？」

　あの場には、明神さんも居合わせていた。一之瀬の行為に怒り、そのままどっか行ってしまった俺の姿を見ていただろう。

　そのうえで、みんなと無理に仲良くならなくてもいいなどと言ってくれるのは……ひとえに俺を気遣ってくれる優しさゆえなのではないだろうか。

「え？　あ、まぁ……そう、だね。――好意的に解釈してくれるなら、まぁその方がこっちとしても都合いいんだけど……本当はただの独占欲だし……」

「明神さん？」

「はい、なぁに？」

　何かこのやりとりも定番化してきたな。これ以上の進展はないんだけど。

「まぁとにかく、何が言いたいかというと」

　少しだけ言い淀(よど)んでから、意を決したように。

「篠宮くんは、無理して誰かと仲良くなろうとしなくたっていいんだよ。だって、私がいるもの。だから、よかったら、その……」
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　文化祭当日の、午前九時より五分前。

　文化祭開始とは違う理由で、ウチのクラスの半分くらいがざわついていた。

「そうか……篠宮の奴、明神狙(ねら)いだったのか……」

「だ、だったら俺らにも六条先輩にアタックするチャンスが!?」

「こないだ言ってた動物園の女の子、わかったぞ！　あれ、六条先輩の妹らしい」

「マジで!?　ということは、一気に枠が空きまくったってことか！」

　わいのわいの、遠巻きにアレコレ好き勝手言うばかりで、直接は誰も何も言ってこない。ちょっとした気持ち悪さに、今すぐこの場を立ち去りたくなる。

「気にしなくていいよ、周りのことなんか」

　そんな俺の内心を見(み)透(す)かしてか、明神さんは小さく笑った。

　今までも、学校で明神さんと喋ることはあった。だがこうも大勢の前で堂々と、それも楽しそうに喋り続けたことはない。そしてさらに今日は、

「篠宮くんは今日一日、私と一緒に楽しんでいればそれでいいんだから」

「う、うん……そうだね」

　そういうことに、なっていた。
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　時刻は正午を回ろうとしていた。

　彼女の言葉通り、一緒に文化祭を回った。人生で一番の思い出になるはずだった。

　だけど――だけど、なんでだか。

「篠宮くん、元気ないね」

「ん……いや、ごめん」

　そんなふうに明神さんの口から言わせてしまうくらい、俺は上(うわ)の空(そら)だった。

　お化け屋敷に入った。陳(ちん)腐(ぷ)な作りだった。一之瀬ならもっと無駄に金と労力をグループにかけさせてムチャクチャなものを作り上げるだろう。

　ホットドッグ屋に入った。文化祭にしては出来が良かった。一之瀬だったら炎に包まれた土佐犬あたりを提供してくるんじゃなかろうか。

　ミニゲーム屋に入った。ちっこいカードにヨーヨーすくいやら射的やらの得点をちまちま書き込んでいく。一之瀬だったならばピラニアを素手で掬(すく)わせ、大砲で何台のビルを倒せるかを競わせるに違いない。

　――なんてことを、ずっと考えていた。

　もう色々とダメなのかもしれない。頭がおかしいんだ。バグってるんだ。明神さんが傍(そば)にいるのに……なんで一之瀬のことが頭から離れない。

　どうせグループがなんとかしている。していなくても、俺には関係ないことだ。あいつとはただの雇(こ)用(よう)関係しか繋(つな)がりがなくて、俺よりもっと親身な間柄にある人間が奔走すればいいのだ。俺じゃなくたっていい。あいつを、一之瀬を助けるのは……。

　そう思った直後、狙いすましたかのように六条から電話がかかってきた。

「……出なくて、いいの？」

「いい。知らない人だから」

　そう言うと、明神さんはほっと胸を撫(な)で下ろした。

「うん。悩みごとなんてさ、一日くらい、ぱーっと忘れちゃった方がいいんだよ。で、それでもまだ気が晴れないなら、そのときはじめて向き合えばいい」

「……そう、なのかな」

　そもそも俺は何を悩んでいるのだろう。常識的な頭の中では既に割り切れているはずなのに、何かが突っかかって気が晴れない。明神さんの言う通り、それをすぱっと忘れてしまうことが、良い解決策なのだろうか。

　わからない。

「そうだよ。だから――」

　ぐいっ、と腕を摑(つか)まれ立ち上がらされた。大胆というか力ずくだな……と思って顔をあげると、明神さんの所業ではなかった。




「累(るい)計(けい)十回もこの私からの電話を無視するとは……良い根性をしているな、ケダモノ」




　白(はく)衣(い)はヨレヨレで、髪(かみ)はボサボサで。不(ふ)機(き)嫌(げん)そうに眉(まゆ)をひそめた六条が傍に立ち、無理矢理に牽(けん)引(いん)するものだから危うく転びそうになる。

　――なんでコイツがいまここに。

「知れたことを。先生を助けに行く算段を立てるんだ」

「――一之瀬を、助けに……？」

　どういうことだ？　なんで俺が？　そういうのは全部、お前らの役目なんじゃないのかよ。しかしお構いなしに、六条は乱暴に手を引く。

　それとほぼ同時に、六条に摑まれたのとは反対の腕が摑まれた。

「行かなくていいよ、篠宮くん」

　静かな声音とは裏腹に、明神さんはけっこうな力を腕に込める。

「電話無視してたの、この人でしょ？　じゃあいいじゃない、行きたくないんなら」

「腹(はら)黒(ぐろ)女(おんな)、貴様……邪魔をするな」

「それはこっちの台詞(せりふ)です。後から割って入って来てなんでそんなに図(ずう)々(ずう)しいわけ？」

「後から――ふん、物事の優先順位というものを知らんのか、貴様は。救急車やパトカーがいちいち信号を守って走るわけなかろうが」

「……そんなのただの屁(へ)理(り)屈(くつ)じゃない。とにかく、篠宮くんは渡せない」

「所有者か、貴様は……まぁいい、それなら金やるからちょっと貸せ」

「そういう問題じゃないでしょ」

「痛い痛い痛い痛い！　腕千(ち)切(ぎ)れる！」

　ちょっとやばい。異性から取り合いになるとか一度は味わってみたい状況だとか思ってたけど……明神さんも六条も力が強くて笑えない！

　しかしすぐに六条は疲れたのか、腕を離して鋭(するど)い視線を向けてきた。

「……時間が惜しい。貴様が決めろ、ケダモノ。先生を救ってヒーローになりにゆくか、ここで現実逃避に時間を潰すか」

「現実逃避って何、そっちの方が非現実的じゃない。……ねぇ、篠宮くん。普通に文化祭、楽しもうよ。事情はよくわからないけど……私は、行ってほしくない」

「……俺、は」

　このまま六条を追い返し、明神さんの方へ歩けば、今日という一日は幸せに終わるだろう。頭の中ではそんなこと、わかりきった事項だった。

　だけど――なぜだか。

「――ごめん、明神さん」

　一之瀬の顔を思い出してしまい、俺は明神さんの腕を振りきった。
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　文化祭の喧(けん)騒(そう)から遠く離れて、主(あるじ)を失った研究所。

　いつも一之瀬がダラダラしている居(い)間(ま)で、六条は単(たん)刀(とう)直(ちよく)入(にゆう)に切り出した。

「こはるを見くびっていた」

「……と、言うと？」

「後始末に失敗したという話だ。警察にヘリを追跡させたが振り切られ、衛星システムを総動員して探索をかけたものの、今をもってして居場所の特定には至っていない」

　さらっと言ってのけるが、どちらも簡単に行使できる類の権力ではないと思う。

「それだけやって、こはるちゃんはまだ逃げおおせてるのか……」

「多少腑(ふ)に落ちないが、認めるしかない。怪人の変装といい、エターナル・フォース・フリーザーといい、本来ならグループしか得られないものを手にしていたあたり、こはる一人でやれるようなことだとは思えないのだが……こんなふざけた真(ま)似(ね)に加(か)担(たん)するような人間はグループにいないしな」

「……いや」

　ふと、浮かんだ仮定が口をついて出ていた。

「いると考えた方が、自然じゃないか？　こはるちゃんの協力者」

「……内部に裏切り者がいると言いたいのか、貴様は」

「それこそ悪の秘(ひ)密(みつ)結(けつ)社(しや)の陰(いん)謀(ぼう)――奴らのスパイ、とか」

　シン、と空気が静まり返った。

　そして十秒ほど目を見開いて固まったのち、ふー……と深い溜(ため)息(いき)を吐き出すと、六条は懐(ふところ)から静かに拳(けん)銃(じゆう)を取り出し俺の眉(み)間(けん)にゴリ当てた。

「……篠宮、冗談も大(たい)概(がい)にしないと吹き飛ばすぞ」

「すんませんごめんなさい俺が悪かったですまだ死にたくないですほんとごめんなさい」

　なに言ってるんだろうな、俺。だいぶ、一之瀬に毒されてるんだろうな……。

「まったく――いるわけないだろう、そんなもの。我々グループの規模を知らないわけではあるまい。そんなふざけた存在、いたとしても一両日の内に壊(かい)滅(めつ)させている」

　拳銃を懐にしまい、天井を仰ぐ。

「とはいえ――それも今は少し難しい、か。こはるのせいで色々と、グループの機能は麻(ま)痺(ひ)させられているし……」

「と、言うと？」

「どうやらあいつ、私のアカウントを乗っ取ってグループ共有のマザーコンピュータに色々ちょっかいをかけたらしい。今回の騒動がいまだに収束していない原因の八割がそれだ。普段ならこの程度、ものの数時間で終わっている」

「お前の不(ふ)手(て)際(ぎわ)じゃねーか」

「アカウントのＩＤもパスワードもこはるに教えたことはない……と、弁解しても無意味なのはわかっている。事実として主犯は私の妹で、使われたアカウントは私のものだからな。はぁ……自分の馬鹿さ加減に今さら腹が立ってくる。姉としても、科学者としても、グループの一員としても、中途半端で吐き気がする……」

　頭を乱暴にぐしゃぐしゃ掻(か)き毟(むし)り、六条は深く嘆息した。

「だからなんとかしろ、篠宮」

「だからなんで俺なの。もう素直に警察とかにゲロっちゃえばいいじゃん」

「なるほど。貴様は私の妹をブタ箱に入れろと、そう提案するんだな？」

「……だからって、俺じゃなくたっていいだろ」

　そう――俺じゃなくたって、いいはずだ。グループがダメでも、警察がダメでも、俺にその役回りが来るのはもっとずっとあとのことだ。何(な)故(ぜ)なら俺には実力がない。助けを呼ぶ声に颯(さつ)爽(そう)と駆けつけ、快(かい)刀(とう)乱(らん)麻(ま)に事件を解決するだけのヒーローじみた力が。

　なのに、こいつらは。

「いいや、貴様でないとならないのだ。先生が、そのように御(ご)所(しよう)望(もう)されている」

「だから、なんで一之瀬はそんなに俺に固(こ)執(しつ)するんだよ」

「だから、だからとやかましいな、貴様は……知っていたら貴様のポジションに私が成り代わっているところだ!!」

　ガンッ、と湯(ゆ)呑(のみ)を卓(ちや)袱(ぶ)台(だい)に叩きつけ、六条は激(げつ)昂(こう)する。

「貴様がそうまで頑(かたく)なにヒーローを拒(こば)んでいる理由は、大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)だが私も聞き及んでいる。ヒーローごっこが高(こう)じて、友達ができず、周囲にいじめられるようになったから、だったか？　ふん――実に身勝手で、ヘタレたものだ。共感できない。虫(むし)唾(ず)が走る」

「……ッ」

　それは――知らない人間が吐くセリフだ。

「……お前に、何がわかるっていうんだよ」

「何もわからないさ。理解したいとも思わない。貴様とは生きてきた環境が違うからな。だがそれは貴様とて同じことだろう。だからそんなことは今、関係ないんだ。それでも貴様には、先生を救ってもらわなければならないのだから」

「ぼ、暴論だ」

「そうだ、暴論だ。ケダモノ風情に理(り)路(ろ)整(せい)然(ぜん)と理屈を並べて諭してやる優しさなど私にはない。そしてそれで十分なはずだ。貴様は貴様の意志でここに来たのだからな」

「……それは」

「それに――貴様、今は毛嫌いしているが、そもそもなぜ、そんなトラウマを背負うまで頑なにヒーローごっこを続けたんだ？」

　そこで反論が完璧に引っ込んだ。その問いかけは、あまりに予想外だった。

「うまくいかなければ、普通なら自分から飽きるだろう。周りから呆(あき)れられるだろう。それでも諦(あきら)めず、抜け出せずにいた？　そうまでなる根本に、一体何があった？」

「……俺、は」

　なぜだったろうか。思い返したくない過去だから、そこまで突っ込んで考えたことはなかった。何か――俺には、理由があった？

　俺の黙考をどう読みとったのか、六条は髪を乱暴にかきあげながら仕切り直す。

「話が逸れたな……いまは貴様のことなどどうでもいいのだ。考えろ、時間が惜しい……先生を助け、こはるにお灸(きゆう)を据(す)えてやる方法を」
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　といってもすぐに妙(みよう)案(あん)が浮かぶはずもなく、作戦会議は開始三分で暗(あん)礁(しよう)に乗り上げ、俺はトイレ休憩に席を立っていた。

「方法っていってもなぁ……居場所がわかんないんじゃ、どうしようもないし」

　結局、一番の問題はそんなふうにシンプルなのだ。武力に訴(うつた)えようとも説得を試みようとも、相手とコンタクトが取れないならそもそも成立しない。

　そんなふうに諦めムードを予感しつつ、六条の待つ居間へ戻ろうとして――。

「――ゥヮーォ……」

「む……どこかにいるのか？」

　声を頼りに歩くと、一之瀬の私室に辿(たど)り着いた。

　普段は立ち入ることを固く禁止されていたが――軽く扉が開いており、やはりそこからメヂカラの声が聞こえてきているので、やむなく立ち入ることに。

　そして――息を呑(の)む。

「……なんだ、この部屋は」

　ひっくり返されたおもちゃ箱。至る所に姿を見せる意味不明のラクガキ。脱ぎ散らかされた服の上にはゴミ袋が散乱し、足の踏み場がひぃふぅみぃで終了。

　学術的な文(ぶん)献(けん)はおろか、世間一般的な書籍の類すら見つからない。あるとすればそれは漫画か絵本かフィルムコミックであり、ソファやタンスといった家具ですら、そういったサブカル色の強いものしか備えられていない。

　少しくらい、まともな科学者の面があるのではと期待していた俺が間違っていた。アイツは徹(てつ)頭(とう)徹(てつ)尾(び)、子どもなのだ。その上で、大人の力の遙(はる)か斜め上を爆走している。まるでデタラメだ。理(り)不(ふ)尽(じん)だ。

　そんな空間の奥の方、とっちらかったデスクの上にメヂカラは座っていた。

「そんなところにずっといたのか？　ホレ、こっちこい。ハラ減ってるだろ」

「ワーォ」

　一声鳴くも、メヂカラはそこから動く気配をみせない。今日まで生き延びてきたわけだからあまり心配することではないのかもしれないが、見つけた以上は放っておくのも気が引ける。ひょこひょこ跳びながら奥まで進み、丸太のような胴体を抱き上げ、居間へ戻ろうと一歩踏み出すと――ズポッとメヂカラの尻尾が抜けた。

「……えええええええええええええええええ!?」

　思わず俺の腰まで抜けかける。わけもわからなかったが、とにかく抜け落ちた尻尾を急いで拾い上げ、元の位置に差し込む。

　……が、うまくはまってくれない。うわ、どうしよう……。

「ゥワ、ワ、ゥワーォ！」

　異変を察知したメヂカラが暴れ出す。はわわわ、どうしよ、どうしよ。

「えいっ、くそっ、入れっ、入れよっ！」

「ワーォ！　ワーオ!!　ウワーオ!!!」

　ずぽっ、ずぽっ、ずぽっ、ずぽっ――。

「ゥ、ゥヮ……ウワオ、ｕＷＡＡＡＯＯＯｕｕｕｕ!!!!」

　ビガーッ、とメヂカラの目から目(ま)映(ばゆ)い光線が放たれた。

「ゑゑゑゑゑゑゑゑゑゑゑゑゑゑゑゑゑ!?」

　今度こそ本当に腰を抜かした。その光線は向かいの壁――スクリーンが下ろされっぱなしになっていた――に、何かの映像を投射し始める。

「……」

　抜けた尻尾をまじまじと観察すると――それは尻尾の形をした、長い電源ケーブルだということが判明した。

　……あー。

「――ロボットだったのか、お前……」

「ワーオ」

「ということは……どういうことだ？」

　いまいち思考がまとまらない。何か手掛かりにならないものかと、俺は流れ始めた映像に意識を集中させた。




　映像はローアングルから、ラフな格好をした一人の男の背中を追っている。陽は沈みかけ、周囲はひとけもまばらな住宅街と見えた。

　しばらくして、男の歩みがふと止まった。前を歩く三、四人の子どもが、飲み終えたジュースのペットボトルを後ろ向きに投げ捨てたようである。

　男はしばし硬直した。ペットボトルを拾い上げた手が小さく震えている。平然とポイ捨てをする、明らかに年下の彼らにどう注意したものか、葛(かつ)藤(とう)しているのだろう。

　やがて男は決断し、

『おいっ！』

　と、震える声で子どもたちを呼び止めた。……が、彼らが振り返った途端、何も言わずに物(もの)凄(すご)い勢いですぐ道を曲がって消えてゆく。残された子どもたちはきょとん顔になったが、すぐ元の調子に戻って談笑し始めた。

「なんだ、コイツ。情けないな。呼び止めておいて」

　そこで映像が切り替わる。

　今度もまた同じ男の背中を追っていた。さっきと違って学生服を着ていたが、やや前(まえ)屈(かが)みで猫背の、雰囲気の暗そうな歩き方ですぐに判別できた。

　場所は駅構内で、途中、男に声をかける外人の姿があった。妙なアクセントがついていたが、しっかり日本語を喋っており、注意深く聞けば内容もはっきりとわかる。

　だが男は外人の姿を見るや否や、露(ろ)骨(こつ)に無視をした。聞こえていないフリを貫(つらぬ)き、しまいには三段飛ばしで目的のホームの階段を上っていく始末。

「お、おいおい……今のはねーよ。どんだけ外人にビビってんだ」

　更に映像は切り替わる。薄(うす)闇(やみ)のかかった路(ろ)地(じ)裏(うら)だ。小太りの眼鏡(めがね)男(おとこ)が数名の不良どもに壁(かべ)際(ぎわ)へ追いやられ、暴行を受けている。男はそのすぐ近くにいたが……案の定、目も合わせず無関係を装って通り過ぎてゆく。

「一体何者なんだ、コイツは……小者なんだろうけど……」

　それからも何回か場面は切り替わって、同じような醜(しゆう)態(たい)が晒(さら)されてゆき……やがて男は撮影されていることに気付いたのか、唐突にこちらを振り返った。

　俺はその顔を知っていた。篠宮ヒロシという奴だ。




　……って。

「これぜんぶ俺じゃん」

　いま気付いたわ。確かにこんなことあったわ。都合良く忘れてたわ。

　え、やだ、ナニコレこわい……どういうことなの。

『篠宮くん、さっきからキョロキョロしてるけど……どうかしたの？』

『いや……なんか、さっきから妙な視線を感じるような……』

　流れる音声は聞き覚えも新しい、つい最近のもの。初めて一之瀬と会った日、奴に拉(ら)致(ち)される直前だ。今度はどこか高い位置から撮影しているようである。

　俺らが歩き出すと同時に、一之瀬の声が流れた。

『……オッケイ、メヂカラ。一回戻っておいで』

『ゥワーォ』

　メヂカラの鳴き声も聞こえて、映像が移動する。

「……この映像、メヂカラが撮ってたもの、ってことなのか」

　だからローアングルからだったり、急に高くなったりしたのだろう。いや、ていうか……適当に名付けてたけど、本当にメヂカラって名前だったんだな、こいつ。一之瀬と感性が似ているんだろうか。

　やがて映像は白衣姿の一之瀬と……うっすら見(み)憶(おぼ)えのあるワゴン車に、作業服姿の六条を映し出した。

『おかえり、メヂカラ。さ、そろそろステンバーイしてちょうだい』

『ワーオ』

　素直に一之瀬の言葉に従って、映像はあのケージの内部へと吸い込まれてゆく。だが録画はまだ続いているようで、外からの音声は聞こえた。

『これであとは私が配達員のフリをして、メヂカラを篠宮ヒロシのもとへ届ければ――連れの女は猫嫌いから篠宮ヒロシをも嫌い、ペット禁止のアパートゆえに大家から追い出され、住(すみ)処(か)を失いバイトの募集にホイホイ釣られてくる……ですよね、先生？』

『おーいぇす、ばっちり！　きちんと演技するんだよ！』

『了解しました。……って、先生？　どちらに行かれるのですか？』

『その作戦の実行前に、やっぱりちょっと直接交渉してみる。ヒロシくんたち、まだ到着するまで時間ありそうだし……あの女が動き出した以上、一分一秒も惜しいから』

『では、私もご一緒に……』

『だめ！　万が一ばれたら、まふゆちゃんは取り返しつかないでしょ。ゆとりだったらまぁ、なんとか誤魔化せるし』

『……わかりました。お気をつけて』

『ういうい！』

　ウキウキした声と足取りが遠ざかってゆき……しばらくして。

『はぁっ、はぁっ……た、ただいま』

『だいぶ息を切らしておいでですが、どうでしたか、先生』

『失敗、見つかっちゃったので帰ってきました……やっぱりムリヤリは良くないね。当初の予定通り、プロジェクトＨ２はスマートに開始しよう！』

『そうですか。……しかし不(ぶ)躾(しつけ)ながら、これまでの様子を見る限り奴にそのような素質があるとは……』

『今は記憶も力も封印されてるからね。だからこそやるんだよ、この計画は。これ以上奴らに汚(けが)されないように匿(かくま)って、みっちり鍛えて、そして記憶と力を取り戻すために奴らのアジトに乗り込むの！　今はダメでも、ヒロシくんは絶対、ぜーったい、立派なヒーローになるんだからっ！』

　自信に満(み)ち溢(あふ)れたそんな台詞で、映像は締めくくられた。

　メヂカラの目からは光が収まり、スクリーンにはもう何も映し出されない。

　えぇと、その……つまり、なんだ。

「――そんっっっなに前の段階から、全部あいつの陰謀だったのかよ……」

　流石(さすが)に想定外です。いや、どうりで、って部分もけっこうあるが……奴はどうしてそこまで俺を正義のヒーローにしたいんだ。

　――十年前に、ゆとりをいじめから助けてくれたのに？

「……俺は本当に、誰かに記憶を封印されてるのかね？」

　自分で言って、何を馬鹿なと吹き出しそうになる。なんで俺まで一之瀬と同じく、悪の秘密結社の存在なんて信じそうになっているんだ。

「ありえない、ありえない。本当にそんなことできる奴がいるなら、そんなことしないで俺なんか存在ごと消しちゃえばいいだろ……っと、ととと？」

　溜息を吐(つ)き、天井を見上げ――すぎて、椅子ごと後ろにひっくり返った。後頭部を床に打ちつけ痛みに悶(もだ)えていると、逆さまになった視界に意外なものが飛び込んでくる。

「……あ」

　それは、いつか失(な)くしたマブフレンジャーシューズだった。いや、こんなところにあるわけがないし、どうせ一之瀬のものだろう。同じもの買ってたのか、アイツと……なんだか複雑な気分である。

　そうして手にした瞬間――脳内に電流のかけめぐるような感覚が襲(おそ)った。

　そして以前から断片的に思い返すことのあった記憶のピースが、音を立てて組み合わさってゆく。それは、いつか遠い昔の出来事――。
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　はじめに蘇(よみがえ)ったのは、熱を伴(ともな)う頰(ほお)の痛みだった。

　次に手の平、腕、膝(ひざ)小(こ)僧(ぞう)……全身にゆっくりと、まんべんなく痛みが浸(しん)透(とう)してゆく。自然な怪(け)我(が)ではない。誰かに負わされた怪我だ。

　――いっ……って、ぇ……。

　俺は、夕日も沈み始める公園で襤(ぼ)褸(ろ)切(き)れのようにくたばっていた。

　だがそれは、栄(えい)誉(よ)の負傷である。

　当時の俺と同じくらいの歳(とし)の女の子をよってたかっていじめていた、近所のワルガキ連中に果(か)敢(かん)に立ち向かって――まぁ、ボッコボコにされて。守ったといえば聞こえはいいが、要は単に身代わりになっただけである。

　――……ぉー。

　か細い声は、俺が助けに入った女の子のもの。黒のショートカット。円(つぶ)らな瞳(ひとみ)は青色に輝き、どこかの国のお姫様みたいな格好をしていた。女の子は、その円らな目をさらに丸くして、ボロボロになった俺のことをじいーっと見下ろしていた。

　無様な姿を笑うだろうか。……だが、それも慣れたことだ。

　大真面目に「マブフレエェッド！」と叫んでケンカを仕掛けてはボロボロの返り討ちにあい、そこに居合わせた子どもたちに笑われるところまでが、その頃の俺にとっての日(にち)常(じよう)茶(さ)飯(はん)事(じ)だったから。

　――あ、あの。

　――うるせぇ。

　どうせバカにされる。そう思ってムリヤリ言葉を切った。今日でヒーローごっこなんて終わりだ。もうやらない。二度とやらない。

　そう思って立ち上がり……女の子が裸足(はだし)であることに、気が付く。

　――……おまえ、くつは？

　――……ない。

　――は？

　――さっきの子たちにかくされた。さがしたけど、ぜんぜんみつからない……。

　さめざめと思い出し泣きする少女。俺は何秒か考えて――自分の靴(くつ)を脱ぎ、少女の胸元に押し付けた。

　――ん。

　――え、え？　な、なに？

　――やるよ、はいてかえれ。おれはいらない。マブフレンジャーとか、きらいだし。

　それがケジメで、踏ん切りのつもりだった。正義のヒーローごっこは今日で廃業。二度と誰も助けない。そんなことしても、良いことは一つもなかったから。

　――あ、あの！

　公園から出る直前、声をかけられ振り返った。

　女の子は――やはり、笑っていた。

　だがそれは、今まで向けられたことのない類の笑みだった。

　――あ、あの！　……たすけてくれて、ありがとう!!

　――……っ。

　馬鹿な奴、と思うかもしれない。くだらない思い出だ、と笑われるかもしれない。

　だがそのとき確かに――俺の中のマブフレッドは、目覚めたのだ。
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「――おい」

　思い出した。

　思い出して……思わず突っ込んでしまった。

「一之瀬じゃねーじゃねーかよ、俺が昔に助けた女の子って」

　似ても似つかぬ身体的特徴。名前も確か……そうだ、少なくとも一之瀬ゆとりなんていうケッタイなものではなかったはずだ。

　――じゃああいつは、なんでそんな俺の過去を知っているのか、という話だが……。

「でも――あぁ、そっか」

　少なくとも、六条の問いに対する答えは見つかった。

「俺はただ、あんなふうに……感謝されるのが、嬉(うれ)しかっただけなんだ」

　人助けをして。相手が喜び、相手に喜ばれることで、自分も喜び。そんなふうにシンプルな、幸福感情の連鎖。あのときの、全身に電流が走るような感動が忘れられなくて――俺はずっと、周囲を顧(かえり)みずにヒーローごっこに没(ぼつ)頭(とう)し続けたわけだ。

　そんなカンタンなことを永く忘れていたのは――引っ越してからずっと、彼女のような人間と出逢わなかったから、なのだろうか。

　ならば俺は、あの子がいれば今も昔のままでいられたのだろうか。あるいはもしも、あの子が再び俺の前に現れてくれたら、俺は――。

「目つきが変わったな、篠宮ヒロシ」

　仮定の思考は、現実的な声によって断ち切られた。

　見ればいつの間にか、六条が部屋の入り口にもたれかかっていた。先ほどとは打って変わって、そして奴にしては実に珍しい、優しげな微(び)笑(しよう)を浮かべている。

「色々と、余計なことがばれてしまったようだが……まぁ、貴様がそんなふうに変われたのなら、それはそれでアリだろう」

「六条……」

　なんか良い言葉でまとめようとしているが……

「……あのときの配達員は、お前だったんだな？」

「――さぁ、私に訊かれても」

「そら見たことか！」

「もう過ぎたことではないか、面倒臭い奴め」

「やかましい、お前らが余計なちょっかい出さなければ俺は――う、うぉっ？」

「む、なんだ、地震か？」

　唐突に訪れた地響きに、二人して身構える。すぐにそれは収まったが、続いて空気の振動と圧迫感が全身を襲う。

「な、なんだ……この空気の振動は……？」

「うむ……まるで、何か巨大な物体が、緩(ゆる)やかに接近してくるような……」

　六条と二人顔を見合わせて、外に出る。

　そして上空を見上げると、そこには――。















[image: ]







　龍(りゆう)だ。




『ハローエビバディ、「裁きの時は来た！」でおなじみの一(いち)之(の)瀬(せ)……じゃなくて、二(に)乃(の)継(つぎ)！　二乃継ゆと……ゆと、ゆあ、ゆい、ゆう……ゆか、り……うん、二乃継ゆかりだよー。一之瀬ゆとりじゃないよー、よろしくね！』




　龍が空を飛んでいる。




『さてさて、いまみんなの頭上に見えてるコレはねー、ゆと……ゆかりが来たるべき悪の秘(ひ)密(みつ)結(けつ)社(しや)との対決のため密かに開発していたものなのでー、善良な市民であるみなさんには百利あって一害なしだから、どうぞご安心を』




　蛇のように細長い胴体をくねらせ空中遊泳する様は、まさに生ける東洋の伝説。




『……と、言いたいところなんだけど。えーと、これを起動しているということはお察しの通り奴らとの決戦にこれから向かうわけでして……あ、はい！　熱いご声援、誠にありがとうございます！　二乃継ゆかり、二乃継ゆかりが！　必ずや勝利の星を持ち帰って参りますので、どうぞ応援よろしくお願いいたします！』




「――一体、何がどうしてこうなった……」

　驚き、呆(あき)れ、色々な感情が混ざって、何が何やら。

　地響きと空間の振動を受けて外に出ると巨大な龍が空中を遊泳しており、俺と六条はそれを追いかけて研究所から駅前まで来た。そうしたら先ほどの街頭演説なんだか犯行声明なんだかよくわからないものが電波ジャックにより流されたわけである。

　駅ビルの巨大モニタに映る奴の姿はマブフスカーレットの紅(あか)い全身スーツで、声も加工してあったが、言動がアレなので知る人からすれば一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)だろう。偽(ぎ)名(めい)を名乗る意味もさしてあるとは思えない。

　すると隣で見ていた六(ろく)条(じよう)がさらりと呟(つぶや)いた。

「ちなみに二乃継という苗(みよう)字(じ)はグループの構成員で実際にいる」

「あいつヒトに罪をなすりつけるつもりだ!?」

「先生になすりつけられる罪なら……喜んで引き受けよう！　嗚(あ)呼(あ)、先生！　なぜ私の苗字を名乗ってくれなかったのですか!?」

　変態発言はスルーする方針で。

「で……アイツ、お前の妹が誘(ゆう)拐(かい)したんじゃなかったのかよ。なんでこんなことに？」

「知らん」

　えー。

「先生の考えるところは我々凡人には到底辿(たど)り着くことのできない領域なのだ……」

「んな無責任な……それを解(かい)析(せき)するのが仕事なんじゃ――」

「うるさい、黙れ。先生のお言葉が聞こえないだろうが、この馬(ば)頭(とう)琴(きん)が」

「言っとくがそれ罵(ば)倒(とう)語(ご)でもなんでもねーからな」

　一応ちゃんと突っ込みつつ、締めに入りつつあった一之瀬の声明に耳を傾(かたむ)ける。

『――というわけで、当空(くう)中(ちゆう)要(よう)塞(さい)「ドラゴンフライ」はこれから悪の秘密結社アリ・フレ・テルワのアジトである私立節(ふし)虹(にじ)高(こう)校(こう)めがけて驀(ばく)進(しん)いたします！「潰(つぶ)せ、悪の怪人養成機関！」をスローガンに掲げていざ出陣！　到着次第、問答無用の絨(じゆう)毯(たん)爆(ばく)撃(げき)でハチの巣にしてやる所存ですので勝利はもはや約束されたようなもの！　乞(こ)うご期待！』

　ブツンッ、と。いつもより五割増しくらい余計にぶっ飛んだテンションとともに電波ジャックは終了し、至るところの映像は通常営業に戻った。

　……ん。

「節虹高校か……ははっ、どこの三流高等学校だろうな？」

「……俺らの通う学校じゃ馬鹿タレエェ!!」

　ホントになんなの、一体もう。
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　一之瀬の発明品――空中要塞『ドラゴンフライ』は思いのほかのんびり飛行だったため、俺と六条は節虹高校へと先回りし、屋上へとやってきた。

　先の犯行声明を受けてか、眼(がん)下(か)の校庭には続々と警察車両が集まりつつある。校舎に向けて早急に避難するようメガホンで呼び掛けているため、わざわざ屋上に上がってくるような人間もおらず、俺と六条の存在には誰も気付いていないみたいだ。

「かなりおおごとになってきたな……大丈夫なのか、これ」

「全てはこれからの貴様の活躍次第だ。せいぜい気張れよ」

「と、言われてもなぁ……」

　迷うことなく「ついてこい」と言われたからここまで来たものの……正直、何をすればいいかなんて全然わかっていない。とにかく、まずはあのおっかない龍の内部へ乗り込むところから始めなくちゃいけないと思うのだが……。

「お前のロボットで空飛べたりしないの？　ほら、この間のとろろなんとかってやつ」

「……まさかとは思うが、トゥルーウィンター・アーティクルシックスのことか？」

「たぶんそれ」

「死ね」

　頭のてっぺんスレスレを発砲された。ひゃ～お、黒(くろ)髪(かみ)危(き)機(き)一(いつ)髪(ぱつ)！

「あれは目立ちすぎるだろ、常識的に考えて」

「お前に常識とか言われる日が来るとは……」

「あぁ。人間様の常識は少しばかり高(こう)尚(しよう)すぎたかな、ケダモノ？」

「……漫才の突っ込みと同じ頻(ひん)度(ど)で拳(けん)銃(じゆう)抜く奴の常識は確かに高尚すぎるけど」

「なんでやねん」バァンッ。

「遠回しにやめろっつってんだよ！」

　なんで捕まらないんだろう、この人。わりと本気で不思議だったりする。




「――おや、六条まふゆ。こんなところで何しやがっておいでです？」




　その銃声がきっかけではないだろうが――タイミング良く、屋上の扉が開かれた。

　現れたのは金髪の少女。一之瀬ほどの背丈だが奴とは対照的に黒い実験衣を羽(は)織(お)っており、一歩動くたびにズレる眼鏡(めがね)をしきりに手で直しながら歩み寄ってくる。

「一之瀬ゆとりの捜(そう)索(さく)に奔(ほん)走(そう)していやがるかと思えば、結局は何もできやしなかったですね。まぁ別にだからどうというわけではねーのですけど。本件は緊急事態ゆえ評価対象外のイベントですし」

「……なぁ六条、いきなり出てきてベラベラ変な口調で喋(しやべ)るこの子だれ？」

「初対面の相手に貴様もずいぶんな口を利くな……」

　金髪眼鏡には聞こえないよう訊(たず)ねると、六条は淡(たん)々(たん)と答えた。

「こいつが二乃継――二乃継かなめだ。ゆとりガジェット解析グループの中でもトップクラスの権限を持つ怪(かい)傑(けつ)、とだけ……」

「六条まふゆ、虫(むし)唾(ず)が大運動会なのでゴチャゴチャ喋りやがらねーでくださいます？」

　ぐぁ、と欠伸(あくび)をしながら黒衣の少女・二乃継は言う。

「まぁいいです。てめぇがこんなトコにいやがったコトに関しては何も訊(き)きません。どうでもいいですし。その代わり、準備を手伝いやがりなさい」

「準備……とは？」

「ゆとりガジェット『友情ブラスター』の設置準備です」

　言うと同時に、屋上の扉からわんさか人が出てきた。それぞれ何か荷物を持ち運んで来ており、それらを組み立て始める。いや……今、『友情ブラスター』と言ったか？

「ゆ、『友情ブラスター』って……まさか」

「そのまさかでございやがりますよ、篠(しの)宮(みや)ヒロシ。てめぇの考えてる『友情ブラスター』で間違いございやがりません」

「……俺の名前を？」

「一之瀬ゆとりが懇(こん)意(い)にしなさってやがります人ですし、知ってて当然です」

　ぐぁ、と欠伸をかましつつ事務的に答える二乃継。

「それにしても――また変な勘違いでモノを造りなさりやがりますね、一之瀬ゆとりも。ドラゴンフライってトンボのことでしょうに。頭良いんだか、悪いんだか」

　え、そうなの？

「どうした、ケダモノ？　意外そうなツラをして……」

「え!?　い、いや、なんでもーねよ。ホントなんでもねーから。はは、あははは」

　そうか、ドラゴンフライって龍の一種じゃなかったのか……肝(きも)に銘(めい)じておこう。

「ともかく――射(しや)程(てい)圏(けん)内(ない)に入り次第、あの飛行物体は迎(げい)撃(げき)させてもらいやがります。幸いここ、校庭は広いですし。破(は)片(へん)の心配もそこまでしなくて済みやがりそうです」

　二乃継はそう淡々と説明するけれど――彼女が準備している『友情ブラスター』が一之瀬の発明品で、アニメマブフレンジャーに登場するそれを忠実に再現しているのだとしたら……その威力は、惑星一個分までなら軽々と破壊できるほどだ。巨大ではあるが、あの『ドラゴンフライ』程度ならひとたまりもないだろう。

「あ、あの中に一之瀬がいるんだぞ。なに考えてんだ？」

「何って……てめぇ、理解できねーです？　より少ない被害に抑える方法に決まってんじゃねーですか。このまま指咥(くわ)えて黙って見てたらこの学校ぽしゃりやがりますし」

「正気か、二乃継。貴様、グループの一員としての自覚がないのか？」

　六条も苦言を呈するが、二乃継は態度を変えなかった。

「一之瀬ゆとりなら我々がどうこうしようと、自力でなんとか脱出しなさるんじゃねーですかね。それよりも――彼女が学校を『潰す』っておっしゃりやがったんですよ？　それが一歩間違ってこの地域……否(いな)、こんな小さな島国の一つくらいウッカリ消し飛ばしちまわないとも限りやがりませんでしょう？」

「そんな、こと……」

　六条は返答に窮(きゆう)した。まぁ、それに関しては俺も言い返せない。……の、だが。

「異論はねーんですね？　……では、準備を手伝いやがりなさい。緊急だったもので適当な部下しかいねーのでしたが、貴女(あなた)がいやがるなら半分くらいの時間で……」

「ま、待ってくれ！」

　思わず声が出た。二乃継にウザそうな目で見られたが、構わない。

「『友情ブラスター』は……撃たないでくれ。俺が、なんとかするから」

「なんとかって、なんです？　てめぇ、何か他に考えでもありやがるんですか？」

「それ、は……」

　ない。何もない。一之瀬のもとまで辿り着く方法すら知らない。でも、それでもいま諦(あきら)めたら駄目なんだ。でも……。

「……言ったな？　篠宮」

　六条が真剣な眼(まな)差(ざ)しを向けてきた。

「なんとか、するんだな？」

「お、おう……なんとか、する！」

　根拠もなしに力強く即答すると、小さなホイッスルを投げ渡された。

「先ほど先生の家から拝借してきた、それを使って行け。そして先生と……こはるを、よろしく頼む」

「わ、わかった……で、ナニコレ？　どうやって使うの？」

「後ろ向きに歩き、手招きをしながら吹いてみろ」

「どこのさざゑさん一家だよ」

　貴重なシリアス空気がどこかへ吹っ飛んでゆく音がした。

「待ちやがりなさい、そんなこと許可はしてな――」

　バァン、と。一歩動いた二乃継の足元に、六条が弾丸をぶちかます。一瞬だけ驚きに目を丸くしたが、すぐに彼女は刺し殺すような眼差しで六条を睨(にら)んだ。

「――六条まふゆ、てめぇどういうつもりです？」

「こんなケダモノに気付かされたのが恥ずかしい……先ほどの沈黙は撤回だ。学校がどうなろうと、世界がどうなろうと、私は先生を優先する。貴様ら上司の命令よりもだ」

「……てめぇ、あとで憶(おぼ)えてやがりなさいよ？」

「貴様こそな。……おい篠宮、ぼさっと見てるな。さっさと行け」

「お、おう」

　修(しゆ)羅(ら)場(ば)から目を背け、後ろ歩きしつつ手招きをし、ホイッスルを吹く。ピィッ、と甲高い音が鳴って数秒後……何か――何かが、近づいてきて、

「イイイイィィィヤッフウウウゥゥゥゥゥ!!」

「おうはぁっ!?」

　俺の身体(からだ)をかっさらい、空へと舞い上げた。

「なっ、なななな、なんだ!?」

「初めまして、人間のお方。我々、『台(たい)風(ふう)一(いつ)家(か)』という者でして」

　数秒遅れて理解した――風だ。風が喋っている。

「その笛で我々を呼ばれたということは、何か用事がおありですかな？」

「よう、じ……」

　唐(とう)突(とつ)にすぎて理解が遅れたが……これが一之瀬の発明で、六条がこれを使って行け、と言うからには……。

「じゃ、じゃあ、あの空飛んでる奴のところまで……連れてって、もらえます？」

「承知いたしました。……ほれ、行くぞお前たち」

「了解！」「わかったよ、パパ」「失礼のないよう、優しくね」

　びゅるわっ、と周辺に風が渦巻き、俺の身体を宙へ持ちあげ、みるみるうちに『ドラゴンフライ』へと接近してゆく。しかし『台風一家』って……一之瀬もまたベタな勘違いをするものだ。

　そのまま順調に進んでゆくかと思われたが……『ドラゴンフライ』の目が光り、口が開き――目には見えない衝撃波のようなものが発せられて、

「ぐおわああぁっ！」

「な、なんだ、どうした!?」

　少年らしき声が叫び、すぐに消えてなくなる。続いて少女の声も同様に絶(ぜつ)叫(きよう)のあとで静かになって……心なしか、周りを取り巻く風の量が減った、ような……。

　戸惑い、困惑していると、丁(てい)寧(ねい)な自己紹介をしたテノールの声が説明をした。

「すみません、人間のお方！　我々は台風なものですから、銃撃なんかには滅(めつ)法(ぽう)強(つよ)いのですが我々以上の風圧にだけは手も足も出ないのでうおわあああああああ!!」

「ちょ、おま！　……え、うそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!?」

　ふっ、と。風の渦が全て消え、都会の大空に一人投げ出される。台風一家が台風一過……などといっている場合ではなく、むろんすぐに俺の身体は万有引力の法則に従い正しく地上へと落下してゆく。あぁ、間違いなく死ぬ。いまほど『伝説の布(ふ)団(とん)』が欲しいと思ったこともない。

　そうして死を覚悟して――ゴゥッ、と。

『やはり駄目だったか、まぁ予想通り』

　強い風が吹いたかと思うと、俺は巨大なロボットの手の平に着地していた。

「……トロロウィンナー・アッチイケシッシ！」

『トゥルーウィンター・アーティクルシックスだ！』

　あれ、そうだったっけ。

「と、とにかく助かった……けど、二乃継の方はどうした？　もう大丈夫なのか？」

『殴(なぐ)って言うこと聞かせた』

「ひでぇ」

『……冗談に決まっているだろう、真に受けるな』

「お前が言うと冗談に聞こえないんだよ、全く」

『実際は、絶対に誰も死なせないという条件で引き下がらせた。が、失敗したら私のクビが飛ぶ。社会的にも物理的にも』

「……マジで？」

『今度はマジで』

　一之瀬のためにそこまで覚悟できるのか、コイツは。

『当然だ。というか、迷わずここまで来た貴様も同類だろうが』

「ほっとけ」

『さて――どうやって侵入するか、だが』

　嫌だと言っていたくせに、いざこうして助けにきてくれるとノリノリである。いまだ襲い来る衝撃波を回避しながら、六条は龍の胴体の一部を指差した。

『見た感じ……ふむ、さしあたってあのあたりは装(そう)甲(こう)が薄そうだな』

「薄そうっつったって、どうするんだよ？」

『まぁ見ていろ。このＴ・Ａには最終奥(おう)義(ぎ)が搭(とう)載(さい)されている』

　今さりげに略したな。流石(さすが)に長くて面倒臭くなったのだろう。

『その名も正義の一撃……神(かみ)風(かぜ)アタック!!』

「最終にも程があるわ！　ただの自爆だろソレ!!」

『うおおりゃああああああああ!!』

　その名の通りに大特攻――凄(すさ)まじい推進力で体当たりをかまし、六条ロボットは問答無用で『ドラゴンフライ』の横っぱらに風穴を空けた。

「な、なんつぅ無茶を……」

『ははは！　このトゥルーウィンター凄(すご)いよ、流石リトルスプリングのお姉さん！』

「……なんだかんだでお前もグァンダム好きか」

　わが世の春が来た、って感じである。しかし状況はどうなんだろう。あんまりよろしくない気がする。というのも、ロボットの損(そん)壊(かい)以外に――、

「お、おわっ。なんだお前、一体どうやってここに!?」

　さっそく誰かに見つかってしまったわけで。

「おい、なんだどうした」

「わからねぇ、なんか変な奴がこのあたりぶっ壊しやがって」

「なんだってぇ？」

　さらに続々集まるガラの悪そうな人たち。みんな何かしらの武器を構えており、まともにやったら袋(ふくろ)叩(だた)き確定だろう。

「ま、待て……俺は無駄に争うつもりなどない。お前ら、こはるちゃんの仲間か？」

「こはる？　……あぁ、あの女か。俺らは金で雇(やと)われただけだ、詳しいことは知らねーよ。万が一の外敵を排除しろ、としか言われていない」

　女子高生に金で雇われるとか……なんて鼻で笑いかけたが、考えてみれば俺も同じ穴のムジナなのであった。

「金、か……ちなみに、いくらで雇われたんだ？」

「日当で一万だ。それがどうした？」

　案外安い。それならこれまで一之瀬からもらった給料の範囲でどうにかなりそうだ。

「わかった。一人あたり二万出す。だから俺の邪魔はするな。オッケー？」

「「「「……!!」」」」

　敵を金で懐(かい)柔(じゆう)する正義のヒーローが誕生した瞬間だった。
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　その後、こはるちゃんの仲間には金をちらつかせることでやり過ごせたが……奥に進むにつれて人間の警備は減り、動物の警備ロボットたちがうようよと徘(はい)徊(かい)し始める。

「戦って……は、無理だな。騒ぎにもなるし」

「うむ。私の武器で制圧すれば多少は進めるだろうが、途中で詰(つ)むな。量的な問題で」

　特に焦るでもなく淡々と、六条は判断をくだした。

「仕方ない。とてつもなく勿(もつ)体(たい)ないが……これを使え」

　そう言って、液体入りのビンを渡してくる。

　ラベルには『スパークユンゲル・レプリカ』と書かれていた。

「……ナニコレ？」

「一本飲めばみるみるゲルゲルのフレーズでおなじみ、先生の発明品だ」

「げる、げる？」

「飲めば一定時間、身体がゲル状になる。それで奥まで進めるだろう」

　……初めて一之瀬と会ったときの、アレか!!

「オリジナルと違って身体全体がゲル化してしまうが……我々解析グループの活動で、奇跡的と言ってもいいレベルで複製に成功した努力の結晶だ。ありがたく使え」

「う、うん……」

　正直、そんなものを飲むのは躊躇(ためら)われたが……仕方がない。拳銃を突きつけられながら告げられたのもあるが、今は贅(ぜい)沢(たく)を言っていられる状況でもないのだから。

　鼻をつまんで一気に飲み干す。喉(のど)越(ご)しは思ったほどげるげるしていなかったものの、臓(ぞう)腑(ふ)に落ちてゆく冷たい感覚がやけに生々しかった。

　そして数秒の間も置かず、身体がゲル化し始める。

（うぉ、すげぇ。なんだコレ粘(ねん)着(ちやく)力(りよく)ぱねぇ。ていうか声出せねぇ）

　げるげるになった身体をずるずる引きずり、動物ロボットたちに気付かれないよう天井を伝って進む。うーむ、モンスターになった気分。

「ふむ、問題なさそうだ。私は……そうだな、他のルートを探してみよう。駄目だったら戻ってＴ・Ａの修復にあたることにする」

　それでは健闘を祈る、と言って六条は元来た道を引き返した。声は出せないが心の中で返事をし、俺はまっすぐ奥へと進む。

　――今さらだけどちゃんと元に戻れるんだろうな、コレ……。
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　大体、十分ほどが経過しただろうか。

　げるげるしながら『ドラゴンフライ』の中を進んでゆくと――ちょうど『スパークユンゲル・レプリカ』の効力が切れた頃、開けた空間に出た。広さも高さも、大体世間一般的な高等学校の体育館ほどだろうか。警備ロボットもいなくなっていて助かる。

　変わった点といえば――床一面と、四方ある壁の一面だけが真っ白で、汚れ一つ見当たらないことか。まるでそこだけ何かひとつながりのモノであるかのような……。

「来ましたね、篠宮さん」

　中央で待ちかまえていた人物が、声をかけてきた。

　黒いドレスコートを身にまとい、豊(ほう)満(まん)な胸を腕組みで支えるその姿こそは先日と変わりないが……まとう空気に安(あん)穏(のん)としたものはなく、ただひたすらに攻撃的である。

「監視カメラで観てましたよ。お姉ちゃんまで来たのはちょっと予想外でしたけれど」

　六条こはる。

　今回の誘拐事件の首(しゆ)謀(ぼう)者(しや)――の、はずなのだが。

「……一之瀬はどこだ？　アイツ、また何かやらかしてないか？」

　問いかけると、こはるちゃんは威(い)風(ふう)堂(どう)々(どう)とした態度から急に唇(くちびる)をツンと尖(とが)らせ、そっぽを向いて髪の毛をくるくるといじくり始めた。

「私だって予想外ですよ。催(さい)眠(みん)装置にかけて洗脳して、一之瀬さんの技術力を利用してやろうかと思ってたのに……なんで前よりも元気になって勝手に暴走しちゃうんですか？　言うことなんて全然聞きませんし、逆にこっちが振り回されちゃいましたよ」

「催眠装置？　どこからそんなもの……いや、待て。そう言えば訊きたいことがあったんだ。あのパレードに紛れ込んだり、一之瀬の発明品を持ち出せたりしたのは、本当に全部きみ一人で」

「この要塞も」

　俺の言葉を無視してツイーッ、と爪(つま)先(さき)で床に円を描きつつ、

「度肝を抜かれました。電波ジャックにしたって、彼女、自分のユトホを二、三分ほど操作しただけですよ？　私のしたことなんて――せいぜい、お金で人を雇った程度です。もっとも、そのほとんどが無駄になりましたが」

「……って言うと、警察を振りきれたのも、衛星システムを掻(か)い潜(くぐ)れたのも……」

「だいたい、一之瀬さんが対抗してましたね」

　やっぱりか。どうりで六条たちが手も足も出ないわけだ。

「笑い話にもならないな。誘拐したはずの人質に主導権を握られるなんて」

「まったくです。でも……私は案外それでもいいかな、なんて」

　開き直って、邪(じや)気(き)なく、面白がるように。

「このまま放っておいたら、まぁ普通に考えて――一之瀬さん、捕まりますよね？　犯罪者として。そしたらお姉ちゃんも目を覚ますと思うんです。だから、それを篠宮さんに邪魔されると……すっごく、困ります」

　言葉の意味を理解するのにワンテンポ遅れた。

「――こはるちゃん、君は……」

「全てはお姉ちゃんを元に戻すため――そのためなら、誰がどうなったって構いませんし、お姉ちゃんを誑(たぶら)かした一之瀬さんに至ってはなおさらです」

「そこまでする必要がどこにあるんだよ、ふざけるな」

「……篠宮さんは、お姉ちゃんがどれだけ狂ってしまったか知らないからそんなことが言えるんです」

　そこで彼女は一呼吸入れ、肩を落として――呟いた。

「ラブラブ先生ラブちゅっちゅ」

「……」

　……こはるちゃんが壊れた！

「それが、お姉ちゃんのパスワードでした」

「はい？」

「ですから、『ラブラブ先生ラブちゅっちゅ』というのが、お姉ちゃんのアカウントを使用する際のパスワードだったんです」

「……」

　壊れていたのは六条の方だった……。

「だ、だとしてもどうやってそれを」

「毎晩、寝言で、言ってましたから……あんまりに繰り返すので、もしかしたらと思い試してみたところ……」

「オゥフ……」

　沈(ちん)痛(つう)な面(おも)持(も)ちで語るこはるちゃんが不(ふ)憫(びん)すぎる。

「お姉ちゃんは、それほどまでに毒されてしまったんです……やはり一之瀬さんは、危険な存在なんです！」

「いや流石にそれは六条本人に問題があることだと思うけど」

「はぁ……どうあってもわかりあえないんですね、篠宮さん？」

　挑発的に微笑(ほほえ)むこはるちゃん。すると――頭上から、圧迫感。

　咄(とつ)嗟(さ)の勘で大きく場所を移動する。その判断が正しかったということは、直後に落ちてきた巨大な生物を見れば一目瞭然だった。

「Ｇｒｒｒｒｌｅ……」

　虎――だが、サイズがおかしい。

　なんていうのかな、こう……六条のロボットが全長五メートルくらいだったのだが、四本足姿勢のまんまでその倍くらいの高さがあるんだよな、うん……はい、息吸ってー、吐いてー、もっかい吸ってー……吐き出します。

「――ＫＯＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ!!!!」

「ＧｒｒｒｒｌｅＡＡａａａ!!」

　叫んだ余波だけで軽く身体が吹っ飛んだ。なんなんだよ、この化け物は！

「過去、お姉ちゃんと私とで共同開発した、猛(もう)獣(じゆう)型(がた)の戦闘ロボットです。とある組織から依頼されて製作したのですが、あまりに凶暴だという理由で突き返されました」

「んなもん俺もいらんわ！」

「名前は『雪(ゆき)解(ど)け一号』といいます。モチーフがホワイトタイガーなので、ほら、見た目がなんかそんな感じしません？」

「センスなっ――」

　チュドォン、と足元が爆発して吹っ飛ばされた。『雪解け一号』の肩口から覗(のぞ)く銃口から、光線らしきものが放出されたのだ。

「さぁ篠宮さん、遠(えん)慮(りよ)はいりませんよ。一之瀬さんを助けたいというのなら、どうぞこの『雪解け一号』を倒してみせてくださいよ……！」
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　かくして戦いの火(ひ)蓋(ぶた)は切って落とされた……わけだが。

「むりむりむりむり、勝てるかっつーの！」

　俺はただひたすら逃げ回っているだけだった。

　だって仕方がないだろう。あんだけでかい図(ずう)体(たい)からして反則なのに、ミサイルに光線銃に火炎放射って、攻撃手段の火力インフレにも程がある。

「あははっ、どうしたんですか、篠宮さん？　逃げ回ってるだけじゃ勝てませんよ！」

　実に――実に楽しそうに、こはるちゃんは挑発してくる。なるほど、嗜(し)虐(ぎやく)的(てき)になると顔つきが六条そっくりになってくるな……じゃなくて。

「一体どうしろっていうんだよ、規格外だろあれは……うおっ、とぉ!?」

　進行方向にミサイルが着弾し、爆風に煽(あお)られてひっくり返る。

　非常に不本意なことではあるが――一之瀬の実験に付き合わされてきたせいで、俺は逃げる能力に関して言えばそこそこなレベルまで達していた。だが、反面、勇(ゆう)敢(かん)に立ち向かったり戦ったりするスキルは全く身についていない。イヤな成長ぶりである。ただ単に攻撃するだけでなく、先回りするだけの知能もあるのか、この化け物は。

「一之瀬さんのお気に入りに対して攻勢一方……ふふん。どうやら私の発明も、捨てたものではないらしいですね」

　腕を組んだまま余裕の笑みで戦況を見守るこはるちゃんは、実に上(じよう)機(き)嫌(げん)だ。

「……君だけの発明品じゃないんだろ」

「あぁ、そうです。その通りですね、篠宮さん。そうです。それは私とお姉ちゃんの発明品です。私と、一之瀬さんに出(で)逢(あ)う前のお姉ちゃんの、ね」

「やけに自慢げに語るよね……そんなに今の六条が不満なの？」

「――昔と変わらず、尊敬はしています。けど……今のお姉ちゃんが幸せになれるとは、どうしても思えない。だから私は、お姉ちゃんを元に戻さなくちゃいけないんです。私だけが、お姉ちゃんの幸せを見つけてあげられるから」

　自分のおこないを正しいと信じてやまない。自分の価値判断こそが絶対だと自(うぬ)惚(ぼ)れて疑わない。こはるちゃんの瞳(ひとみ)は、次第に妙な陶(とう)酔(すい)感(かん)に濁(にご)り始めていた。

「……ガキかっつーの」

「……はぁ？」

　あからさまな苛(いら)立(だ)ち。初めて見せる、明確な侮(ぶ)蔑(べつ)の色。怯(ひる)みかけたが、視線を受け止めると逆に落ち着いた。

　眼(がん)力(りき)勝負なら……変な黒猫に鍛(きた)えられてるおかげで、負ける気がしないんだよな。

「昔の六条に戻す？　それが本当に六条の幸せになると思ってるのか？」

「そうですよ。そう言ってるじゃないですか」

「だとしたら……まだ俺の方が、六条のことを理解してるぞ」

　根本的なところを言えば、あいつは一之瀬に惚れたから変わってしまったわけではない。自分自身の生き方を、自分で自分の幸福の摑(つか)み方を考えたから、自分で道を逸(そ)れたんだ。一之瀬はその背中を軽く押しただけで、進んだのは六条自身なのだ。

　だから一之瀬をどうこうしたところで、六条は変わらない。

　そんなことも、こはるちゃんはわかっていない。

「ガキなんだよ、あんた。自分の物差しでしか物事を測れない。自分が正しいと思ったことだけが正しい。だから、そんなことが言える。六条が本当は何を考え、何を感じ、何を大切にしているかもわからない。想像できない。自己中心主義も甚(はなは)だしい」

「……それでも、一之瀬さんに誑かされている以上はお姉ちゃんに幸福なんて訪れません。それは絶対です。篠宮さんだってそうでしょう？」

「……」

　残念ながら、その点だけは否定できなかった。

「ソンナコトハネーヨ」

「私の目を見て言ってください」

（……そんなことはねーよ？）

「ちゃんと声に出して言ってください」

「目は口ほどに物を言うって、昔ばっちゃが……」

「『雪解け一号』」

「Ｇｒｒｌｅ」

　光線が足場を穿(うが)つ。が、難なく回避。根は良い子なのだろう、本気で当てるつもりはないのがバレバレだ。これが一之瀬だったり六条だったりしたらもっと容(よう)赦(しや)がないはずだ……そう考えたら、オラ、なんだかムズムズしてきたぞ！

「……いい加減、その攻撃にも飽きてきたな。俺を楽しませたいなら百の方法で攻めてこいよ、オラァ！」

「な……なんですか、マゾなんですか、篠宮さん」

「あー……言われてみれば案外、そうなのかもしれないネ？」

　一之瀬実験の後遺症なのかもしれない。目覚めなさい、勇者……Ｍに。みたいな。

「き。気持ち悪いです、近寄らないでください……私の邪魔をしないでっ!!」

　こはるちゃんの意思に呼応するように、『雪解け一号』が光線をミサイルを火炎放射を銃撃を四方八方デタラメに放ち始める。そのどれもが広々とした室内を傷つけるばかりで、まともに俺に向かってくるものは一つとしてない。

　精神的な攻撃が功(こう)を奏(そう)して錯乱したか、という判断は、しかし、淡(あわ)い期待に過ぎなかった。兵器的な攻撃をひとしきり発散したのち、機械仕掛けの虎はその巨(きよ)軀(く)にあるまじき素早さで行動を起こす。

　まさか――兵器を使い尽くすことで軽量化したのか!?

「しまっ……た――」

「Ｇｒｒｒｌｅｒｌｅｒｌｅ!!」

「はっはぁ！　もらっ――」

「ゆとりキイイイィィック!!!」

　ボゴガンッ、と。

　なんだか物凄い音を立てて虎が吹っ飛んでいった。

「……は？」

「はぁ!?」

「Ｇｒｒｌｅ、ｌｅ……（バタンッ）」

　一瞬で場の空気が様変わりする。なんだ、いま何か……ものすごい横(よこ)槍(やり)がぶっ刺さらなかったか？

「な、なに、今の……私の『雪解け一号』が、一瞬で……」

「ふははは、うはは。はぁーっはっはっはっは!!」

　動(どう)揺(よう)するこはるちゃんを笑い飛ばすかのような哄(こう)笑(しよう)が高らかに響く。その声の主は雪解け一号に蹴りをかましたあとも平然とした様子で、俺らの前に仁王立ちしていた。

　そのコスチューム姿こそは――まぎれもなく、マブフスカーレットのそれ。

「この世に悪が栄えたためしなし。観念するんだな！」

　悠(ゆう)然(ぜん)と歩み寄るマブフスカーレット。虎は既に伸び切ってノックアウト状態だが、こはるちゃんに向ける敵意は依(い)然(ぜん)として厳しい。

　一体中身は誰なんだ……なんて答えは、しかしさっきの叫び声とはみ出しまくった白っぽい緑の髪がモロに物語っているわけで。

「おい、一之瀬」

「……ぴくっ」

「ぴくっ、じゃねーよ。何してんだお前」

「……貴様、何者だ？　なぜ正体を知っている？」

「いつまでふざけてんだ、帰るぞ。まったく、人様に迷惑かけまくって……」

　しかしまぁ、一応無事で良かった。またどんなガジェットを使ったのかは知らないが、こはるちゃんの動物兵器も無力化したことだし、おててつないでさぁ帰ろう！

　――けれど彼女に差し伸べた手は、冷たく払われた。

「……一之瀬？」

「気安く触るな、卑劣なる悪の手先め。ヒロシくんの姿に化けて、ゆとりを油断させようったってそうはいかないぞ……!!」

「お、おい。何言って……」

　目と鼻の距離まで近づいて、ようやく気付いた。覆(ふく)面(めん)のシールドの奥――金色の瞳が、毒に侵(おか)されたように濁っていることに。

　――まさかこいつ、まだ洗脳催眠が解けてないんじゃ……。

「光栄に思え、この一之瀬ゆとりが手ずから誅(ちゆう)戮(りく)してやろう……貴様らのような悪党はこの世に骨肉のひと欠片(かけら)も残さず、永(えい)劫(ごう)回帰に転生すらも封殺してくれる……」

　舞台役者のように両手を広げ、催眠一之瀬は芝(しば)居(い)じみた口調で宣告した。




「時は来たれり、さぁ起動せよ――舞台(ステージ)装置(ガジエツト)『ゆとりゆく世界(アンバインデイド・アインラウム)』!!」




　ばたんっ、と何か倒れ込んで閉じるような音。

　そして、世界は暗転する。
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　ふわり、ふわり。

　ぴかり、ぴからり。

　重力が失われ、色彩がかき混ぜられた不気味な空間。緩(ゆる)やかにたゆたう身体は酷(ひど)く不安定で、軽い乗り物酔いのような感覚を覚える。

　何もない。何かが足りない。不安になる。足元が覚(おぼ)束(つか)ない。頼れるモノが何もない。

　――おそらくここには、常識がない。

「なん、だ……ここは？　さっきと同じ場所、なのか……？」

「ようこそ、我が『ゆとりゆく世界(アンバインデイド・アインラウム)』へ」

　仰ぎ見ると、長髪をなびかせるマブフスカーレット――もとい一之瀬の姿があった。

「我が愛(いと)しのヒロシくんの姿を騙(かた)る不(ふ)埒(らち)な貴様を処刑するのに、相応(ふさわ)しい場を設けてやったぞ。光栄に思うがいい」

「やめろ、マブフスカーレットの姿でそんな悪者っぽい台詞(せりふ)を吐くな」

「悪党がマブフレンジャーを語るな」

　ピンッ、と指を弾(はじ)く一之瀬。その直後、いきなり空中から現れた鉄(てつ)扇(せん)の一振りが顔面に直撃して吹っ飛ばされた。

「～～～～ッ、ってえぇ！　何すんだいきな――」

「やかましいぞ、小悪党」

　今度は軽く縦に腕を振り下ろす。直後、やはり空間に突如として木(き)槌(づち)が出現し、頭の上から思いっきりぶっ叩かれて吹っ飛ばされた。

　くそぅ、なんなんだ。いつにも増してガジェットのマジカルっぷりが半(はん)端(ぱ)ない。まるでこの空間そのものが、一之瀬のデタラメな発明のような……。

「ほぅ、察しが良いな。下(げ)衆(す)のクセに」

　見下し、嘲(あざ)笑(わら)い、一之瀬は睥(へい)睨(げい)する。さっきから口調も振る舞いもいつもと違ってお真面目モードだから、なんかやりにくいんだよな……一之瀬のくせに。

「その通り。この世界では全てが全てゆとりの思うまま。あらゆる法則から解き放たれたゆとりのための世界――聖域。楽園。まほろば。理想郷にして桃源郷……」

　ぐにゃん、と空間の一部が渦を巻いて混じり合う。するとそこに桜が咲いて、散って、舞った葉桜の一枚一枚が人の形を成して、俺の周りを取り囲む。一人一人の顔に憶えがあった。その中には、店長も大(おお)家(や)さんも明(みよう)神(じん)さんもいた。

「ゆえにこの世界ではゆとりが絶対。最強。無敵」

　号令とともに袋叩きにされ、またしても身体はあらぬ方向へと軽々吹き飛ぶ。

「……黙って聞いてりゃいい気になりやがって、お仕置きが必要みたいだな！」

　本当は助けに来たんだけどな、コイツのこと……ナニクソの精神でクロールし、無重力空間をヘロヘロ進んで一之瀬へ近づく。

　だが、容赦ないことに。

「――天の恵みは万(ばん)物(ぶつ)に等しく降り注がれて――」

　一之瀬の詠(えい)唱(しよう)によって前触れなく発生した水のカーテンに行く手を阻(はば)まれ、

「――天の咎(とが)めは万人に均(ひと)しく振り灌(そそ)がれる――」

　その向こう側からマシンガンのような氷の礫(つぶて)を射出された。咄嗟に顔面を覆って防御の構えを取る。その隙(すき)にも、一之瀬は更に何やらぶつぶつ呟き続けた。

「我は常(とこ)闇(やみ)と契(ちぎ)りを交わしし者／我が意に従い敵を討つべく／此(こ)の召喚に応じたまえ／――[image: ]漆(しつ)黒(こく)の堕天使・シャニカマエル[image: ]――／出(い)でよっ!!」

　怪しげな光を放ち、中空に揺(ゆ)らめき現れる六(ろく)芒(ぼう)星(せい)の魔(ま)法(ほう)陣(じん)。そこからずぶりずぶりと出てきたのは死神の鎌を持った三つ目の巨人。軽い一振りの風圧だけで吹き飛ばされたのが幸いだったか……しかしその真空波で頰(ほお)が浅く切り裂かれる。

「逃がすものか――縁(えにし)契りて漲(みなぎ)り滾(たぎ)れ／其は悠(ゆう)久(きゆう)にして相(そう)克(こく)たる宝玉／蒼(そう)穹(きゆう)より見定め彼(か)の者に裁きの煌(きらめ)きを／――[image: ]始点から終点へ至る炎群(アルフア・アンド・オメガ)[image: ]――／逬(ほとばし)れッ!!」

　続けざまに襲い来るは虹色に輝く炎の鞭(むち)。どう考えても当たったら死ぬので、あがきにあがいて直前ギリギリでどうにか回避する。虹色の炎は先ほど呼び出された三つ目の巨人にぶつかり、一瞬にして蒸発させた。




「まだまだ――尊(とうと)きは在りし日の温(ぬく)もり／天(てん)啓(けい)は弦(げん)月(げつ)を選ばずして宙(ちゆう)無(む)を穿つ鉾(ほこ)／壮(そう)麗(れい)なる災(さい)禍(か)の悦(えつ)楽(らく)／――[image: ]神罰・カタストロフュ[image: ]――／悔(く)いて朽(く)ちろ!!」

　白い光の十字架が無数に降り注ぐ。身体中を刺し貫かれるも、光であるがゆえに痛みはなかったが――刺された部位が急激に熱くなったり冷たくなったりし、皮(ひ)膚(ふ)が気味の悪い色に腫(は)れあがっていった。

　うーむ……なんていうか。

「フリーダムすぎだろっ!!」

　突っ込みどころが多すぎだぜコンチクショウ。

「なんなんだお前はさっきから一方的にさぁもう！　どうして俺がこんな目に遭わなきゃいけないんだよ、ってこの台詞よく考えたらずっと前から言いたかったやつだわ！　いままとめてもっかい言うわ、なんで俺がこんな目に!!」

「決まってるでしょ？　ゆとりのヒーローを騙る悪党には罰を――」

　不意に言葉を止め、一之瀬は背後を振り返った。

　その目前には、機械仕掛けの巨大な猛(もう)虎(こ)があぎとを開いて肉(にく)薄(はく)している。

「……詠唱ストック使用／――[image: ]アベルの羊[image: ]――／喰(く)らえ」

　突如として口内に無数の羊が出現したため、復活間もない雪解け一号は思わずそれらを呑(の)み込んだ。すると一拍の間を置いてから、羊たちが凄まじい火力で爆発する。無(む)残(ざん)にも雪解け一号の頭部は吹き飛び、底なしの闇へと堕(お)ちていった。

「ゆとりの語りを邪魔するとは……万(ばん)死(し)に値するぞ、女？」

　一之瀬の視線の先には、雪解け一号を修復していたらしいこはるちゃんの姿があった。

「こ。ここであなたを倒せば……お姉ちゃんは、きっと元に……」

「果(は)敢(か)無(な)い望みだな。なればこそ、せめて艶(あで)やかに散らしておいてやろうか」

　真面目……というかもはや完全中二病モードの一之瀬に睨まれ、こはるちゃんは震えあがり縮こまる。彼女らの間にはだいぶ距離があったが、巨大な手首が現れ、こはるちゃんの身体を一握りにして力を込め始めた。

「う、ぎ、ぐ……っ！」

「知っているか？　人体が破裂したときの、その鮮やかさを。知らないようなら、今ここで教えてやってもよいのだぞ？」

「流石に冗談が過ぎるぞ、一之瀬ッ……！」

　クロールで空中を泳ぎ進むも、一之瀬へと近づく速度は微(び)々(び)たるものだ。当然、途中で俺にも巨大な手首が襲いかかる。

「偽物は黙っていろ。焦(あせ)らずとも、いま全て終わらせてやる」

「それが……正義のヒーローの台詞かよ」

　殴る。齧(かじ)る。爪を立てる。巨大な手首はまるで力を緩めない。だから叫ぶ。

「なぁ、お前が好きだって言ってたマブフレンジャーは、こんなことする奴だったかよ……いい加減、目ぇ覚ませって！」

「――うる、さいな……偽物は、黙っていろ……」

　頭を抱えて呻(うめ)き始める催眠一之瀬。拘(こう)束(そく)する巨大な手首の力は強くなったり弱くなったりと、若干の動揺の色が見て取れた。

「ゆとりにあれこれ口出しする権利があるのは、ヒロシくんだけだ……十年前、ゆとりを助けてくれた、唯一あの人だけ……」

「それは違うぞ、一之瀬」

　自分の世界に入りかけた一之瀬に言葉を挟(はさ)みこむ。

「思い出したんだ。俺が――篠宮ヒロシが助けた女の子は、黒髪で青い瞳の女の子だった。間違ってもそんな薄い色の髪に金色の目じゃあなかった。だから一之瀬、お前が言っていることは、半分、噓(うそ)だろ？」

「……っ、そ、それは……」

　一之瀬は明白に怯んだ。言葉に詰まっているあたり、図星なのだろう。

　俺は昔、ヒーローごっこの偶然で女の子をいじめから助けた。それは一之瀬ではない。なのに一之瀬はそのことを知っている。

　そこから導き出される推測の一つを、口にする。

「お前はもしかして、その光景をどこからか見ていたんじゃないか？」

　子どもの頃によくある勘違い。客観的に見た出来事を、あたかも自分が体験したことであるかのように思いこんでしまう現象。

「――違う」

「往(おう)生(じよう)際(ぎわ)の悪い……」

「それは……だって……」

「だって、何だよ？」

「……変わっちゃったんだから、仕方ないじゃない。髪の色も、瞳の色も……」

「染髪？　カラーコンタクト？」

「そんなんじゃないよ！」

「じゃあなんだって言うんだよ。改造手術でも受けたのか？」

「そ……そんなわけ、ないでしょ……」

　そこで一之瀬は言葉に詰まった。じゃあやっぱり別人なんじゃないか――俺がそう断定しかけたところで、しかしはたと何かに気付いたようにかぶりを振る。

「……いや、違う。そうじゃない。大体そもそも、貴様はヒロシくんではないだろう……よくも私の思い出を穢(けが)してくれたな……!!」

「なるほど、そう切り返すか……」

　どうあっても、まずはこの催眠状態を解かないことには始まらないらしい。

　……で、肝心のそれはどうすりゃいいんだろう。相変わらず巨大な手首に摑まれたまま身動きが取れず、状況は絶望的なままなんだが。

「偽物は偽物らしく、偽物の記憶に落ちて絶望しながら朽ち果てろ……！」

「あっ」

　と言う間もなかった。

　瞬間移動で目の前に現れた一之瀬が、俺の額(ひたい)に軽いデコピンを放つ。

　それにも妙な力が込められていたのだろう――呆(あつ)気(け)なく、意識は闇の底へと沈んだ。
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　泥(どろ)の中――と、表現すれば一番しっくりくるだろうか。

　そうだ、記憶とは泥沼のようなものだ。綺(き)麗(れい)なものなんて一つもない。改めて、そんな現実を思い知らされ絶望する。

　――おい、また篠宮がなんか言ってるぞ。

　――放っとけよ、ただのかまってちゃんだろ。

　――いつまでもヒーローアニメに夢中な奴なんか、気持ち悪くて相手にできねーよ。

　声が聞こえる。ずぶずぶ沈んでゆく。視界は灰と茶の泥色一色。思い返すことを拒否し、手入れもないまま腐(くさ)りきった俺の歴史が目を背けるなと流れ込む。

　――正義の味方さーん、俺らの昼ごはん買って来てよ。

　――今月お金足りないんだよ、ちょっと貸してくんない？　マブフレッド様。

　――えっと……ごめん、他に好きな人がいるっていうか……話しかけないでくれる？

（もう、うんざりだ……）

　汚(お)泥(でい)の底へと沈んでゆく。辛(つら)い。息苦しい。過去に置いてきたはずの時間が、現在に蘇(よみがえ)って思い出せと叫びつけてくる。お前はこういう人間だと。お前は一生これらを繰り返すんだ、と。声なき声で殴りつけてくる。

（勘(かん)弁(べん)してくれ……俺は、もう……）

　血管のすみずみまで鉛(なまり)のように重たい泥が行き渡る。指先だけがぢりぢりと痺(しび)れ、全身はもう感覚のない油粘土のようだった。

　落ちて、墜(お)ちて、堕ちて……しかしやがて、泥の世界に一つの光を見つける。

（……あれ、は）

　距離は遠い。手を伸ばしても届くかどうか。

　泥(どろ)闇(やみ)を薙(な)いで、漕(こ)いで、近づく。近づく努力をする。もう二度と動かないと思っていた身体が、光を求めて足(あ)掻(が)き始める。

　――触れた。

　その瞬間、あらゆる泥が吹き飛ばされた。
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　あれは確か、もう十年近く昔のことになるのか。

　俺が助けた女の子とは、少しの期間だけだが、よく遊ぶようになった。

　遊ぶといっても、客観的に見れば傍(はた)迷(めい)惑(わく)なコトばかりである。俺は以前と変わらずマブフレンジャーを称し、いろんな人に勝てもしないケンカを吹っ掛けるだけ。

　それまでと違ったのは、その子がムリヤリ口実を作ってくれるようになったことだ。

　――きゃー、助けてマブフレッド！　変な奴がおそってくる！

　――何が助けてだよ、お前が先にホースで水浴びせてきたんだろ！

　――もんどうむよう！　いくぞ、マブフパアァンチッ！

　女の子を後ろに、幼き日の俺は被害者たるイガグリ男の子へと殴りかかってゆく。チンピラと何ら変わらない行為だったが、致命的に違う点があるとすればそれは俺の非力さに他ならない。あっさりと、渾(こん)身(しん)のマブフパンチは摑まれた。

　――なん、だと……？

　――けっ、そんなヘナチョコパンチ、ハエが止まるぜ！

　テンプルをよく狙い澄ましたイガグリ男の子のフックが直撃し、あっさり膝をつく少年ヒロシ。その一撃で気分を良くしたのか、さらにボッコボッコと暴行を加えるイガグリ。その後の顚(てん)末(まつ)はもはや語るまでもないだろう。

　――はぁ、また負けちゃったね。

　ボロクソにやられた俺を見て、女の子は呟いた。すると子どもヒロシは何事もなかったかのようにすっくと立ち上がり、渾身の気力で強がりを口にする。

　――い、いまのは本気じゃねーし。おれが本気だしたら、う、うちゅうかくめいがおきるし……。

　――す、すごい……。

　デタラメを鵜(う)呑(の)みにしたのか、女の子は目を丸くし生(なま)唾(つば)を呑んだ。

　――うちゅうかくめいがおきると……どうなるの？

　――……おれが本気を出せるようになる。

　――ウロボロス！

　――そしておれが本気を出すと……うちゅうかくめいがおきる……。

　――トートロジー!!

　――だからおれはまだ、本気を出さない。おれが本気を出すのは、うちゅうかくめいがおきたときだけだ……。

　――ごくり……それは、いつ……？

　――……おれが本気を出したときだ。

　――メビウスのわ！　にわとりのたまご!!

　女の子は、最後まで俺の言葉を本気で信じていた。何度も何度もやられる俺の言葉を、疑いもせずに心の底から。

　――♪みんなのーゆうきがー

　――♪あくをーほろぼーすー

　そして一日の終わりは、二人でマブフレンジャーの歌を歌いながら帰り道を歩く。手を繋(つな)ぎながら、初めて出逢った公園まで。

　――♪まぶふれーん　まぶふれーん　まぶふれーんーじゃー!!
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「あぁ……そうだ、そうだったよ」

　記憶の泥沼から這(は)い上がる。気を確かに持つ。マブフスカーレットに変装した一之瀬が、巨大な手首に摑まれたこはるちゃんが、いる。

「酷い人生だったけどさ……ちょっとだけ、良い思い出、あったんだよ」

　立てた爪に力を込めて念じる。できる。だってここは、こんなにもデタラメな世界だから……きっと、宇宙革命が起きているから。

「それだけあれば十分だ。それだけ思い出せれば……ここで、俺は本気を出せる!!」

　脳内に強くイメージを描(えが)くと、現実がそれに応じて改変される。俺を握りしめていた巨大な手首は弾け飛び、光の粒子をまとって――友情変身、マブフレッド！

「なっ……そんな、馬鹿なっ!?」

　マブフレッドの姿へ変身した俺を見て、催眠一之瀬が驚(きよう)愕(がく)に目を見開く。まさか自分の発明品が逆に利用されるとは思っていなかったのだろう。

　今なら感覚でわかる。ここでは深く考えた方が負けなのだ。ただ自分の妄想だけに酔い、信じて疑わなければいい。否――より正確に言えば、自分の中での常識をそのまま世界に押し付けてしまえばいい。そうすれば『ゆとりゆく世界(アンバインデイド・アインラウム)』は応(こた)えてくれる。

　まさしくここは、自己中心主義者のための世界。

　自称正義のヒーローが活躍できる、最高の世界。

「友情戦隊マブフレンジャー隊長、マブフレッドとは――俺のことだああぁぁぁ!!」

　足裏にロケットブースターを具(ぐ)現(げん)化(か)して搭載、「あっ」と言わせる余裕も与えず新幹線並みのスピードで一之瀬に肉薄する。

「ゆ、ゆとり以外にこの空間を操れる奴がいるなんて……まさか、本当に……？」

「うおらああああああああああ!!」

　はじめは面食らっていた一之瀬だが、すぐに対応し、実にこっ恥ずかしい自作の呪文を詠唱する。いいね、いいよ。嫌いじゃないぜ、そういうの。

　なんだか昔に戻ったみたいで。

「な……汝(なんじ)、黎(れい)明(めい)を越えてなお完全無敗／その栄光は衰(おとろ)えることを知らず／七つの罪を越えて我に示せ／――[image: ]聖鐘の丘に昇る月(ルナテイツクデイヴアインデザイア)[image: ]――／焼き尽くせ！」

　一之瀬の頭上に紅い月が昇る。肌で感じる超高エネルギー反応……間違いない、アレに当たれば敵は死ぬ！　だから！

「ルナティックディヴァインデザイア……返しっ!!」

　俺の頭上にも紅い月が昇る。しかしそれは一之瀬のよりも大きく、奴の月を呑み込んで爆発――水平線の彼方(かなた)に破壊のエネルギーを拡散させて事なきを得た。

「なっ、んだと……[image: ]聖鐘の丘に昇る月(ルナテイツクデイヴアインデザイア)[image: ]が、同じ技で返された!?」

　一之瀬が驚愕に目を見開く。驚いたか、ざまぁ見ろ。

「くくく、恐れ慄(おのの)け……俺はお前と同じ技を三倍の威力で扱えるのだ！」

「あ、うわ！　なにそれずるいっ！　じゃあゆとりは四倍で使う！」

　言葉通り、先ほどの四倍のサイズで紅い月が一之瀬の頭上に昇った。ちりちりと刺す魔力の波動に、しかし俺は怯まず対(たい)峙(じ)する。

「ふん、お前のことだからそう言うと思っていたよ……だから俺はお前の攻撃をそのまま反射できる技を習得した！」

　そして言葉通り、俺は襲いかかってくる[image: ]聖鐘の丘に昇る月(ルナテイツクデイヴアインデザイア)[image: ]に直撃したものの、いともたやすく反射した。

　反射された[image: ]聖鐘の丘に昇る月(ルナテイツクデイヴアインデザイア)[image: ]を目前にして、一之瀬は咄嗟に叫ぶ。

「じゃ、じゃあゆとりは反射された技を吸収してパワーアップする！」

　またしても言葉通り、反射された[image: ]聖鐘の丘に昇る月(ルナテイツクデイヴアインデザイア)[image: ]が一之瀬の体内へと吸収された。そして一之瀬はパワーアップする。そこですかさず俺宣言。

「そのパワーを横取りできるスキルが俺にはある！」

　俺の身体に一之瀬から奪ったパワーが充満してゆく。目を丸くしたのも数秒、即刻、一之瀬も負けじと声を張った。

「そのパワーはゆとりのもとを離れると猛毒性を発揮する！」

「俺に毒は効かないッ!!」

「毒が効かない人間にしか効かない毒だから実は効くもんッ!!!」

　妄想と妄想、設定と設定の激しいぶつかり合いに、傍らで見ていたこはるちゃんが恐れ慄き呟いた。

「な……なんて、幼稚な言い争い……！　というか、お互い……マブフレッドもマブフスカーレットもまったく関係ない……!!」

　聞こえませーん。僕の考えた設定が最強でーす。異論は認めませーん。

「ふぅ、ふぅ……なかなかやるな、お前……」

「はぁ、はぁ……そ、それはこっちの台詞だよ……」

　言ったことがそのまま実現する空間とあっては、もはや本当に言った者勝ちだ。相手の出した設定に次々被せていかないと、「あっ」と言う間もなく敗北が決してしまうことだろう。一瞬でも気を抜けない、高度な戦いだぜ……！

「……身体に毒が回ると俺は変身する！」

「……相手が変身するほど斬(き)れ味の増す妖刀で斬る！」

「俺に斬(ざん)撃(げき)は効かない！」

「斬撃が効かない人間にしか効かない斬撃だから実は効く！」

「俺は人間をやめるぞ、一之瀬ええぇぇぇ!!」

「無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄ァーッ!!」
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　……そして、小一時間ほど経過した。

　激しい妄想具現化バトルにより、辺り一帯死(し)屍(し)累(るい)々(るい)……街や城や山などを生んでは破壊し、悪魔の軍勢と天使の騎士団が激突して戦争になり、果てには概念とか創作神話とかまで引っ張り出してくる始末。

「はっ、あ……ならば俺は、百二十九回殺さないといけないお前の心(コ)臓(ア)を一突きで殺せる呪いの槍(アース・カース・ランス)をあえて粉砕することによって生じたエネルギーから生まれた魔剣(カオスブレイド)に神聖(デイヴアイン)を付与(アタツチメント)して百二十九の百二十九乗(人智を超えた禁断の数値)回だけお前の心(コ)臓(ア)を穿つ……！」

「うぐっ、何を小(こ)癪(しやく)な……そしたらゆとりはあらゆる干渉を拒絶(エターナル・プライ)する領域(ベートゾーン)すら突破する概念割りの斧(バグリミノス)を封印(シーリング)した伏魔殿(パンデモニウム)と同等の守護力を秘めた聖骸布(マタイマルコルカヨハネ)を何重にも巻いて防御しつつ、魔剣(カオスブレイド)の対(つい)を成す魔(レーヴア)杖(テイン)で返しの一撃(ギヤラクテイツクカウンター)を……!!」

　ここまでは互角で勝負が運んできた。永遠に収拾がつかないと思っていた。

　だが、俺の語(ご)彙(い)力(りよく)と妄想力はそろそろ限界に近づきつつあった。

「か、カウンターごとき……不死の力(ヴアンパイアパワー)でやり過ごして、呪(アース・)いの槍(カース・ランス)で消えない傷を……」

「ふん……呪いの槍(アース・カース・ランス)はさきほど自らの手で粉砕しただろう。それに、肉体に対する傷など不浄(ノツト・)の空印(イン・ステイグマ)で既に無力化済みだとつい数分前に起きた聖霊大戦(エレメンタル・ウオー)の渦中で証明したはずだが？　それとも合わせ鏡の呪鎖(クロスカオス・ミネルヴアミラーズ)によって事前に複製していた模造品(レプリカ)に極限神聖(アルテイメツト・デイヴアイン)でも過付与(オーヴアー・アタツチメント)したか？　どうなんだ？　んん？」

「ぐ、う……そ、そこまでは考えて……ない……」

　ダメだ、矛盾まで出てきた上に、相手に設定を先取りされ食われてしまっている。これはもう本当に限界が近いのかもしれない。

　対して、一之瀬はまだまだ戦いを楽しむ余裕すらある笑みを浮かべる。

「ククク……どうした、急にキレがなくなってきたぞ？　やはり悪の組織の手先風情じゃあ、一日十時間の現実逃避(イメージトレーニング)を欠かさないゆとりの前では無力に等しいのかなぁ!!」

「く、くそ……ッ！」

　不登校で中卒で引(ひ)き籠(こも)りで電波で中二病の奴なんかに妄想力で負けたって、普通に考えたら悔しがることでもなんでもないことなのに……なんなんだ、この屈辱感は!?

「まぁだが、恥じることはない。むしろここまでよく耐えた方だ。褒(ほ)めてつかわし――安らかなる休息を与えよう」

　積み重ね続けてきた妄想の暴力が、一之瀬の手の中で一点に凝縮されてゆくのがわかる。どうする、あんなものをはねのける力なんて、俺にはもう……。

「せめてもの手(た)向(む)けだ。ここまでの力の全てを累(るい)乗(じよう)して累乗して累乗して……超膨大な数値のエネルギーで超圧倒的に超大爆殺してやろう！」

「くっ、何が累乗だ、そんなもの………そんな、るいじょ……………う、ん？」

　――るい、じょう……？

　……。

　…………。

　……………………!!

「ふ、ふふふ。ふははは……ハァーッハッハッハッハ!!」

「……絶望して、気が狂ったか？」

　わかった。わかったさ。わかってしまったさ……。

　ここから劇的に、戦況を引っ繰り返す方法がな……!!

「――一之瀬よ。確かにお前の力は素晴らしい。俺なんか足元にも及ばないだろう」

「ふん？　どうした、気味が悪いな。命(いのち)乞(ご)いのつもりか？」

「数値で表すとしたら……そうだな、一般人が百くらいだとすると、今の俺は二万くらいだろうか。そしてお前は……おそらく、軽く見積もっても五兆はある……」

「ご、五兆？」

　一瞬だけ面食らったようだが、一之瀬はすぐに余裕の笑みを取り繕(つくろ)う。

「ふ、ふん。五兆とは……ゆとりも軽く見られたものだな。概算でも七千京(けい)はあるのだぞ？　少し単位の勉強をした方がいいのではないか？」

「あぁ、そうだな。すまない、言い間違えただけなんだ。ホントは五兆の五兆乗って言いたかったんだ」

「五兆のごじょ、じょご……い、言いにくいが、まぁそれくらいはあるかなっ、確かに！」

「……いや、待てよ？　今の時点でそれだけ感じられるんだ、消耗する前のことを考えると……五兆の五兆乗の五兆乗の間違いかもしれん」

「天☆文☆学的な数字になるともはや口にすることすら億(おつ)劫(くう)だな。流石はゆとり、圧倒的なパワーだ……で？　それで、何が言いたい？　無限大にも等しい力を持つゆとりに対して、そんなわかりきった事実を口にするだけの余裕が貴様にあるのか？」

　気を良くした一之瀬の周りに、更なる力が集まってゆく。もはやまともに戦っても勝ち目はゼロだ。しかし俺は知っている。こういう世界でなら、あらゆる力に対抗できる禁断の言葉を。

「だからな、一之瀬」

　それを言ったらおしまいだろっていう、掟(おきて)破(やぶ)りの一撃を。

「俺は、お前の力のその全てに」

　それを今……解き放つ！




「――――虚無(ゼロ)を乗算す(かけ)る――――」




　空白の一拍。

「なっ――」

　そして一之瀬は、力の限りに咆(ほう)哮(こう)した。

「なんだとおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「虚(ゼ)無(ロ)だ、虚(ゼ)無(ロ)！　それを……乗算す(かけ)るっ！　お前の!!　力の!!!　全てにっ、だッ!!!!」

「き、貴様……まさか、あの禁断の虚(ゼ)無(ロ)を!?　どれだけ膨大な数値になろうとも、ひとかけするだけで原点へと回帰させられる、あの虚(ゼ)無(ロ)を!?」

「そうだ！　有(イチ)×虚(ゼ)無(ロ)が虚(ゼ)無(ロ)になるように、理不尽な数(なゆたとかあそうぎとかそこらへん)×虚(ゼ)無(ロ)が虚(ゼ)無(ロ)になるように……これまで積み重ねてきた全てを、一瞬で台無しにする圧倒的な虚(ゼ)無(ロ)の力を行使して、俺は……お前の力を、なかったことにする！」

「ぐ、お、あ、あ……ぐわああああああああああああああああああああああ!!」

　一之瀬の絶叫とともに、その手の中にあった膨(ぼう)大(だい)な力の塊が一瞬にしてしぼみ――消滅する。後(あと)欠片(かけら)もなく、ただの一(いつ)片(ぺん)すら、その気配すら、一切なく。

「お前がどれだけ強大だろうと関係ない……これが、虚(ゼ)無(ロ)の力だ！」

　愕(がく)然(ぜん)と膝(ひざ)をついて呻く一之瀬の姿は、もはやマブフレンジャーの変身すら解け、普段通り白衣姿の少女があらわになっていた。しかしなおも往生際が悪い。

「ふ、ふん……だったら、なんだという？　そんなの、ただの急場しのぎにすぎん。我が『ゆとりゆく世界(アンバインデイド・アインラウム)』は無限の力を有する……ゆえにいくら目の前の脅(きよう)威(い)を打ち消したところで、いくらでもゆとりの妄想は現実へと具現化するのだ……っ！」

「それすらも予想済みだ、一之瀬」

　脂汗を滲(にじ)ませ嗤(わら)う一之瀬に、俺は不敵な笑みで返答する。あぁ、お前はすごいさ。きっとまだまだ俺の考えが及びもしないような妄想空想設定想定がそのかわいらしい頭の中にギュウギュウ詰めで溢(あふ)れかえっているのだろう。

　だけどごめんな。そんなもの、何の意味も持たないんだよ。

　たとえ『ゆとりゆく世界(アンバインデイド・アインラウム)』が無限の力を秘めていても……虚(ゼ)無(ロ)の前では、無力だ。

「俺は――この世界そのものにも、虚(ゼ)無(ロ)を乗算す(かけ)る!!」

　今度こそ本当の決定打を高らかに宣言すると、一之瀬の表情から完全に余裕(ゆとり)が消えた。予想の斜め上を行かれたって感じの顔だ。気(き)分(ぶん)爽(そう)快(かい)だね、ヒャッハー！

「なっ、そんな、なんだと!?　バカな、そんなこと……や、やめろ、頼む、お願いだ！　それだけは……それだけは、やめてくれ!!　ゆとりは……また、元の世界に還(かえ)りたくない……ここを、この世界を、奪わないで……」

「……ごめんな、一之瀬」

　無力になった哀れな一之瀬に歩み寄り、あらわになったその頭をなで――、

「……なーんて言うと思ったか、アホが!!」

「みぎゃぁ!?」

　――たりなんかしないでもちろんゲンコツ！　圧倒的ゲンコツッ!!

「こんな世界もう終わりだ、帰るぞ！　どんだけお前の妄想暴走に振り回されなくちゃいけないんだっつぅの、あーもう本ッッッッ当疲れたわっ!!」

　さぁ、妄想世界のグランドフィナーレだ。




「少年少女よ、我に還れ(Back to the Real World)！」
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　そして世界は閉幕した。

　否――正確に表現するならば、「閉じていた世界が開いた」と言うべきか。

　無重力と狂った色彩の空間に光の線が差し込んだかと思うと、それは徐々に広がってゆき、元の現実世界が見えてくる。まるで箱の中に閉じ込められていたのを開かれたような感じだったが、事実を述べるなら――俺はおそらく、本の中に閉じ込められていたのだろう。元に戻った世界で、先ほどまで真っ白だった床と壁の一面は、大量のラクガキで埋め尽くされていた。

「う、あ……」

　空間の中央で一之瀬はうずくまり、小さな嗚(お)咽(えつ)を漏(も)らしている。その手の中にラクガキだらけの壁と床は吸い込まれ……一冊の、小さな日記帳へと変(へん)貌(ぼう)した。

「う、っぐ、うぅ……」

　めそめそ泣きじゃくる一之瀬の肩に手を置くが、それは乱暴に振り払われた。

　もしかして、まだ……。

「ヒロシくんの、バカ……」

「……はぁ」

　良かった。とりあえず、洗脳催眠は解けたようである。

　いじけたような口調で、涙声に一之瀬は「バカ」と繰り返す。

「何も全否定しなくたっていいじゃん……この『ゆとりゆく世界(アンバインデイド・アインラウム)』は――『夢日記』は、現実を妄想の中に閉じ込める最(さい)高(こう)傑(けつ)作(さく)……奴らに対抗する最終兵器だったのに……」

「また作ればいいじゃんか。いや、そんなものまた作られても困るんだが……」

「同じものは二度と作れないもん……だからまふゆちゃんたちが設計図の再現とか、発明品の複製とかやってくれてるんだもん……」

　小さく、小さく。

　白衣の少女は丸まって、身体を震わせる。

「はぁ……どうしてくれるの……？　ヒロシくんは、ゆとりに死ねって言うの……？」

　別にンなことは言ってないんだがなぁ……。

「なんでそういう話になるんだ。あんなもんなくたって生きていけるだろうが」

「……強いヒロシくんにはわからないよ」

　一之瀬はどこか遠くを見るような果敢無い瞳で、俺を見つめていた。

「――いつ、俺が強い人間になったって言うんだよ」

「友達いないくせに」

　皮肉るでもなく、ただ淡々と。

「貧弱なくせに。頭悪いくせに。お金に困っているくせに。それでどうして――ヒロシくんは、生きていられるの？」

　うるせぇよ。大きなお世話だ。

「……友達なんかいなくても死なない。紛争地や戦国時代じゃないんだから貧弱だって生きていける。頭は別に悪くねぇよ。お金はお前のところで働き出してから困らなくなった。だからこうして生きている。あんまり普通な方だとは思わんがな」

「ほら、強いじゃん」

　すねたように言う。

「ゆとりはそんなふうに考えられない。もっと居心地の良い世界じゃないとヤダ。だからいつか、『夢日記』で世界中をゆとりの思うがままにしようと思ってたのに……」

「……いつまでも甘えてんじゃねー」

　腹が立つ。なんで俺が羨(うらや)ましがられなくちゃならないんだ。お前の方がよっぽどスゲーよ。なのにどうしてそんなに絶望してるんだよ。泣くぞ、凡人代表として。

「自分に都合が良くないとイヤだ？　お前の考え方が一番悪の組織っぽいわ。生きてりゃ嫌なことなんざ腐るほどあるだろ。それでもどうにか頑張ろうって考えるのが普通じゃねーのかよ。そんなこと、強くなくたってできる。いや、そうすることで人って強くなっていくんだ。最初からそういう努力を放棄するなよ」

「……頑張りたくない。苦労したくない。障害は飛び越える前に排除したい。ゆとりにとっての普通って、そういうことだけど？」

「誇(ほこ)らしげに主張するな、アホが」

「ゆとりからすれば意味がわからないよ。なんで頑張らないといけないの？　なんで楽しくない人生に絶望しないの？　こんな――奴らに支配されつくされた世界で……」

　奴ら――とは、悪の秘密結社アリ・フレ・テルワだったか。

　この少女の過去に、何があったのか俺は知らない。けれどこいつはこの歳まで、そんな架空の存在に本気で怯(おび)え続けてきたことを知った。そして結局のところ、根本はそこにある。俺がコイツに巻き込まれたのも。『ゆとりゆく世界(アンバインデイド・アインラウム)』なんてとんでもない発明品が生まれたのも。街中を騒がす事件が現在進行形で起きているのも。

　見えない恐怖。ありもしない脅威。悪魔の証明。

　そんなもの、どうやって払(ふつ)拭(しよく)すればいい？

「怖いよ、恐(こわ)いんだ……いつまた奴らに狙われるかもわからない、なのに最終兵器は失われた……どうするの？　この先一体、何を頼りに生きていけばいいの……？」

　……払拭？　いや、違う。それは甘えだ。それは一之瀬のやり方だ。俺は違う。俺は何も解決なんかしてきていない。いろんな問題を山積みにしたまま、全部引きずって生きているだけだ。賢いやり方じゃないし、障害を排除しようとしない姿勢を怠(たい)慢(まん)と呼ぶのなら否定はできない。

　でも――いいじゃんか、そんなやり方でも。足腰くらいは強くなるだろう。

　一之瀬だってもう少しくらい、泥臭く人生歩いてみるべきだ。

「何かに頼って楽しようとすんな。依(い)存(ぞん)するな。お前ならできるよ」

「いや、できるのは知ってるよ。ただ、やりたくないだけなんだよ。ｃａｎではあるけどｗｉｌｌ ｎｏｔなんだよ。そこが問題なんだよ」

「…………」

　――こいつそろそろブン殴ってもいいかな……。

「頑張れないとおっしゃるか」

「うん。無理」

「どうしても、か」

「理由がない。意味がない。頑張らなくたっていい世界じゃなきゃ、嫌だ」

「……そうか」

　ふっ、と俺は一歩引いた。押して駄目ならなんとやら、というやつだ。




「そんな世界でも――お前が頑張るなら、俺はずっとお前の傍(そば)にいるんだがな」




「……っ」

「たとえ結社が攻めてきても、世界中が敵に回っても、それでもお前が自分の力でなんとかしようと頑張り続けられるなら、俺はお前と一緒にいるよ。頼りになれるとは思っていないが、お前が頑張る理由とか意味くらいには……って、どうしたオイ。急にポカンとしやがって」

「えーっと、いや、その……」

　頰を赤らめ目を泳がせ、一之瀬はなんだか急に落ち着かない様子になって、

「ヒロシくん……それ、もしかしてボロネーゼ？」

「はぁ？　なんだそれ？　もしかしてプロポーズの間違いじゃ……」

　そこまで言って、俺はようやく気付いた。

　俺の言葉が、変な誤解を与えかねないということに。

「あ、いや、ぷ、プロポーズじゃねぇぞ!?　そういう意味じゃねーからな！　これは別に俺がお前と一緒にいたいからじゃなくて、今回みたいな騒動を起こされると迷惑だから、仕方なく……か、勘違いするなよっ！」

「……」

「な、なんだよ、その目は。言いたいことがあるならはっきり」

「……今のヒロシくんじゃ、頼りないしなぁ」

「ぐっはぁ！」

　お前、んな身も蓋もないことを今さら……そんなこと俺だってわかってるよ……それでも励(はげ)まそうとしてんじゃん……なんなの、もう……。

「――だから、さ」

　ふと――一之瀬は調子を変えて。

「ゆとりが、ヒロシくんを世界一のヒーローにしてあげるよ」

　ちょっとぶっきらぼうに、そっぽを向きながら言う。

「それくらいの努力なら、やってあげられないこともないし……たぶん、頑張れる。ヒロシくんが、ど――――しても！　ゆとりの傍にいたいって言うんなら、ね！」

「……」

　素直じゃねぇなぁ、コイツ……なんて思うが、俺も大概か。

「だから……その、これからも……あの」

「……仕方ねーな。お前が一人で暴走して周りに迷惑かけまくるくらいなら、いいよ。いくらでも付き合ってやるよ。お前がそう言うなら仕方なく、だがな！」

「――ぷっ、変なの」

「お互い様だろうが……ははっ」

「あはっ、あはははははは」

　太陽だってここまでは輝けまい。そんな顔で、一之瀬は笑った。

　こんなふうに、誰かのプラスになれるのなら――ヒーローだって案外悪くない。俺はいつの間にか、そんなふうに考えられるようになっていた。

　これも一之瀬のおかげなんだろうか……と、考えていると。




「く、ククク……ふふ、は」




　不意に――ネジの外れた笑い声。俺のものでも、一之瀬のものでもない。

　雪解け一号の残(ざん)骸(がい)を武器に、こはるちゃんが立ち上がる。

「なに甘っちょろいラブコメしてるんですか、ふふ……その様子だともう、一之瀬さんはネタ切れってところですかね？」

　一度、二度。鉄パイプのような凶器を素振りし、嗤う。

「じゃあ……今ここで、私が一之瀬さんを倒せば……お姉ちゃんは、元に戻ってくれるってことじゃないですか……！」

「ちょ、その理屈はおかし――」

「問答無用、そして邪魔です篠宮さん……まとめて脳天、カチ割られたいんですか!!」

　躊(ちゆう)躇(ちよ)を見せず、こはるちゃんが襲いかかってくる。何かが吹っ切れたのか、おそろしいほどに迅(じん)速(そく)な動きだった。やむなく、一発喰(く)らう覚悟で彼女に立ち向かう。

　だが――その間に、一之瀬が何(な)故(ぜ)か挟まって、

「ヒロシくん危ないっ!!」

「なっ――んで、お前が……ッ!?」

　瞬間――頭痛、激痛、ノイズ、既視感。

　記憶の断(だん)片(ぺん)が飛び交い、古い映像を走らせる。

　この前の記憶とは――また違う。それは誰かが、何かから、俺を庇(かば)おうと立ちはだかっている、その背中姿。

　待てよ。何だよ、これ……一体、何の記憶だ？　これはまるで身に覚えがないぞ？

「もらった――ッ!!」

　なんて――悠(ゆう)長(ちよう)に記憶の整理をおこないかけたのが、バカだった。

　わずかな遅れが致命傷となり、俺は一之瀬を庇い切れない。こはるちゃんの振り下ろした凶器が一直線に一之瀬の脳天へと振り下ろされ――。




　ガァンッ、と。

　鉄パイプが銃弾によって弾き飛ばされ、こはるちゃんの動きを止めた。




　俺も、一之瀬も、こはるちゃんも、一様に驚いて動きを止める。だが三人とも、それが誰の仕業かなんてすぐに思い当たって、銃弾の放たれた方向に視線を移す。

　そこに、背の高い白衣の女が立っていた。

「六条！」

「あ、まふゆちゃんだ。やっほー♪」

「……」

　拳銃を白衣の中にしまうと、俺にも一之瀬にも一(いち)瞥(べつ)くれただけで、六条は妹の元へずんずん歩み寄る。対してこはるちゃんは、姉の姿を目前にして動けず、

「――おねえ、ちゃん……」

「こんの――バカタレがッ!!」

「ぎゃん!?」

　脳天へと振り下ろされた拳(こぶし)に呻き声を上げた。

「言いたいことがあるなら直接言え、この愚(ぐ)妹(まい)が！」

「いっ、た……」

「痛い？　痛いか、そうか……それこそ片腹痛いわ！　先生の命を危険に晒(さら)すなど言(ごん)語(ご)道(どう)断(だん)！　万死に値しても文句は言えんぞ、こはる!!」

　本気で怒鳴り、胸倉を摑んでくる六条に対し、こはるちゃんは涙ぐみながらも目線を逸らさず言葉を返す。

「……っ、わ、私はただ、お姉ちゃんに元に戻ってほしくて……」

「元に、戻って？」

　くわっ、と。六条は目を見開いた。

「変わらない人間がどこにいる！　変わってしまって何が悪い！　何が気に食わない！　文句があるなら言ってみろ、こはる！」

「……わ、私は」

「私は!?」

「私は、私は……お姉ちゃんが――好きだからーッ!!」

　ゴッ、とこはるちゃんの右ストレートが六条の顔面に炸(さく)裂(れつ)した。

「ごふっ……はん、愚妹のくせに良いパンチを持っているではないか……」

「好きだからっ、心配してるの！　せっかく海外の研究チームに誘ってもらったのに辞めちゃうし、日本に戻って来ても学力無視して近場の高校選んじゃうし……全然、理解できない！　なんでもっと、将来のこと考えないのよこのバカ姉ーッ!!」

「ふんっ!!」

　今度もまた、こはるちゃんのストレートが炸裂した。だが同時に、六条もカウンターを決めている。二人とも数秒固まったあと、がっくりと膝をついた。

「なるほど、私のことを心配して、か……ひゃぁくねんはやいわッ、このアホがぁ!!」

「ごふぁっ！」

「愚妹ごときに心配されるほど落ちぶれた憶えはないわっ！」

「な、何よ……こっちは必死なんだからっ、そんな言い方すんなぁッ!!」

「げっふぉあ!!」

　殴り、殴られ。殴り返し、殴り返され。

「大体貴様こそ私と同じ高校など選びおって！　声がかかっていたはずの国立校なり留学先なりはどうした!?　奨学金の考査も受かってただろうに!!」

「あんなのぜんぶ断ったに決まってんでしょ！」

「何故だっ！」

「あんたのことを心配してるからでしょぉがあぁッ！」

「大きなお世話の古時計だッ!!」

　醜(みにく)くも美しい喧(けん)嘩(か)が続く。俺と一之瀬はなんかもう完全に蚊(か)帳(や)の外だった。

「これが噂(うわさ)の……姉妹喧嘩！」

「台無しにするような茶々を入れてやるなよ……」

「がふっ……」「うっ、ぐ……」

　やがて互いに気力が尽きたのか、同時に倒れる。

「――こんなふうに」

　そんな状況で、六条は小さく笑った。

「姉妹なんだから、直接伝えろ。納得のいくまで話しあおう、喧嘩もしよう。だから――こはる。私の手の届かないところで、私を理由に自分を汚さないでくれ」

「お姉ちゃん……」

「少なくとも私は、お前の話を聞く。聞くだけ聞いて、それからどうするかは私が決める……いつでもこい。遠慮するな。何かあったら私に言え。いいな」

「……うん」

「姉と妹の絆(きずな)……あぁ、美しい！」

「そうだな。イイハナシダナー」

　よくわからんが……とりあえず、決着はついたんだろうな。

　めでたし、めでたし。
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「さて、これでようやく全てが終わったわけだが……」

　結局、拳銃一つで警備ロボットを突破してきたのだろう。ボロボロな白衣をはためかせながら、六条は怪(け)訝(げん)な眼差しを俺に向けてきた。

「貴様……篠宮か？　なんでそんな格好をしているんだ？」

「そんな格好？　……おぅわっ」

　いまさら気が付いた。俺の姿は未(いま)だに、マブフレッドのままだったのだ。

「たぶん、『ゆとりゆく世界(アンバインデイド・アインラウム)』の効果がまだヒロシくんの身体に蓄(ちく)積(せき)してるんだね。しばらくは、すんごい力で活動できるはずだよ！」

「俺の身体に変な後遺症を残すな」

　じゃあお前、俺のことなんか庇わなくても良かったじゃん……いや、嬉(うれ)しかったけどさ。その千倍は焦ったけどさ。

　しかし――さて。一之瀬も通常営業に戻ったし、六条とこはるちゃんも和解したし、俺は満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)だったが、まぁこの際、そんなもん些(さ)事(じ)だ。

　そろそろ帰ることを考えないとな。六条のクビがかかってるし。

「で、一之瀬。この空飛ぶ龍、どっから引っ張り出してきたんだ？　早いトコ元に戻さないと、外がえらいパニック状態だぞ」

「んー？　あぁ、それならたぶん、もうそろそろだと思うよ」

　何が――と、問うより早く足場がぐらついた。俺の体力の限界ではない、地面そのものが揺れているのだ。コントロールルームのモニタからは、傾いた地上風景に向かって緩やかに近付いてゆく様が見て取れた。

「いやぁ、ほら。空飛ぶ建物って、最後は墜(つい)落(らく)するのがお約束じゃない？」

　一之瀬はにこやかに、今回の騒動のオチを暴(ばく)露(ろ)する。




「だから最後は、そういうふうになるように設計しました♪」




　……。

　…………。

「……ばかなのかおまえはああああああああああああ!!」







　緊急事態の発生とあっては、ゆっくり考えている暇(ひま)もなかった。

　取り急ぎ、俺は一之瀬と六条とこはるちゃんを抱きかかえて脱出――皮肉なことに『ゆとりゆく世界(アンバインデイド・アインラウム)』の後遺症が非常に役立っている――『ドラゴンフライ』の落下先である節(ふし)虹(にじ)高校とはだいぶ離れた場所にある、コンビニの前に着地した。

　だが、それで終わりではない。今も緩やかに落下を続ける『ドラゴンフライ』には、まだこはるちゃんが雇った人たちが取り残されている。

「三人とも、ここで待ってて……って、おい姉妹！　どこ行くんだ！」

　走り出す六条とこはるちゃんに制止の声を投げかけるも、止まる気配はなかった。

「待ってたって時間の無駄だ。我々には我々にできることをやる。……行くぞ、こはる。お前がいなければマザーのセキュリティが解除できん」

「わかってる。その後、別のロボット機体で援(えん)護(ご)に回るんだね？」

「というわけだ。せいぜいあがけよ、篠宮。あとで線香くらいはあげにいってやる」

「それ俺死んでるよ……あぁもう、わかった。じゃあな！」

　喋っている時間も惜しい。二人を見送り、飛び立とうとする。

　直前、一之瀬に腕を摑まれた。

「行くの、ヒロシくん？」

「あぁ、お前の尻(しり)拭(ぬぐ)いのためにな？」

　本当に。なんで俺がこんなことせねばならんのだ。

　……ヒーローだから、なんだろうな。こいつにとっての。

「放してくれ、本気で間に合わなくなる」

「ゆ、ゆとりのせいじゃないからね！　コレもソレもアレもドレも、悪いのは……」

「はいはい、わーかってる、わかってる。アリ・フレ・テルワな。アリ・フレ・テルワ」

「……なら、いいんだけど」

　あっさり手放すが、縋(すが)るような眼差しには後ろ髪を引かれるような気分である。

　彼女の不安げな表情をかき消すように、努めて明るい調子で言った。

「大丈夫。大丈夫だ。だって、知ってるか？　このマブフレッドパワー、一之瀬ゆとりっていう天才少女の発明品の賜(たま)物(もの)なんだぜ？」

　笑った。笑えた、と思う。ホントはこのまま素知らぬ顔して家に帰りたかったが、そうもいかない。

「じゃ……また後で」

　一之瀬を置いて、節虹高校の校庭へと飛ぶ。
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　やることはシンプルだ。俺が緩(かん)衝(しよう)材(ざい)としての役割を果たし、『ドラゴンフライ』の落下衝撃を極限まで相(そう)殺(さい)する。それで要(よう)塞(さい)の中の人々は助かるし、節虹高校へのダメージも最小限で済む。問題は俺の身体が――いや、そんなのいま考えることではない。

　校庭にはまだ警察官がけっこうおり、何人かが空から舞い降りた俺に群がって「危険だから帰りなさい！」と促(うなが)してくる。状況が状況だからか、格好に突っ込まれることはなかった。さもありなん。

　そいつらに向けて、逆に俺が警告する。

「いいから全員、ここから離れろ！　成功する保証なんてどこにもないぞ！　何故なら俺は……どこにでもいる、ごくごく平凡で普通な男子高校生なんだからな!!」

　噓です、だいぶ盛りました。本当は不良どころか小中学生にすらまともに注意もできない、ビビリでしょっぱいダメ人間です。

「さて――と」

　もはや落下間近に迫った『ドラゴンフライ』に耐えかねて、全ての警察官がようやく尻(しつ)尾(ぽ)を巻いて逃げ出し始めた。俺はその場にとどまり、両の手の平を向け……力比べで対抗する。

　……触れた、瞬間。

「お、もっっっ！」

　絶望。絶望絶望。絶望的な重さ。力の差。脳(のう)裏(り)によぎる完全敗北。

　ずしっ。みしっ、みしみしみしみしっ。

　重い。重い――重い重い重い重い痛い痛い痛い死ぬ、死ぬッ!!

「　あ　、　む　り　だ　わ　こ　れ　」

　直感した。支えきれない。オワタ。このまま衝撃を満足に殺し切れず、龍の中の人々はおろか、俺自身もぺしゃんこになって死ぬ。

「ダーメだこれ、むーりむりむりむりむりむりむり！」

　楽しかったな、人生……いや、楽しかったか？　痛かった子ども時代。痛い目に遭わされた少年時代。そして一之瀬ゆとりプレゼンツ、痛みが日(にち)常(じよう)茶(さ)飯(はん)事(じ)のハートフルボッコデイズ……。

「……うん。楽しくなかったな、人生！　来世に乞うご期待だわ！」

　そうやって、全部諦(あきら)め切れたら楽になれたのに――。




「ヒロシくんっ、大変！　来週からマブフレンジャーの再放送やるって!!」




　――バカな、実にバカな、極上にバカな一之瀬ゆとりがあのアホが、どういうわけか視界の端に現れたもんだから。

「……死んでも支えなくちゃならんくなったろがああああくそおおおおおおおおおおおおおおおおおああああああああぎゃあああああああああああああ!!」




　ぷちっ、と。




　血管の切れる音が、小さく一つ。




　そこから先は、なにひとつとして憶えていない。
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『ドラゴンフライ』が落下してから五日後――節(ふし)虹(にじ)高校。

　ようやく立入禁止令も解除され、再び学(まな)び舎(や)に立ち入れるようになった俺ら節虹高生が最初に取り組まねばならなかったことは、授業ではなく文化祭の後片付けであった。

「篠(しの)宮(みや)くん、そっちちゃんと持った？」

「だ、だいじょ……うぶっ」

「あ、わわわ！　言わんこっちゃない！」

　明(みよう)神(じん)さんと協力して大きな棚を移動させようとしていたところ、手が滑(すべ)って取り落としかける。しかしそこは流石(さすが)明神さん、俺が失敗しても一人で楽々と棚を持ちあげていた。親(おや)譲(ゆず)りとはいえ、実に人間離れした怪力である。

　――俺、完璧にいらないよな……。

「篠宮くん、大丈夫？」

「大丈夫……大丈夫だから、他のところ手伝って来てもいい……？」

　格好悪いなぁ、俺……と肩を落とすも、女神な明神さんは励ましてくれる。

「駄目だよ！　篠宮くんは私と一緒に片付けするの。ほら、頑張って！」

「う、うん。わかった……！」

「そうそう、その意気だよ、篠宮くん。――ま、それに他のところ行ったってどうせ篠宮くんじゃ戦力外通告出されるだけだろうし」

「明神さん？」

「なぁに？」

「いや……なんでもないです」

　なんてやり取りを交えつつ、片付け作業を続ける。

　あの日……『ドラゴンフライ』が落下したときは、退(たい)避(ひ)が迅(じん)速(そく)に行われていたために怪(け)我(が)人(にん)は奇跡的にもいなかったらしい。が、校舎の方は流石にそうもいかなかったらしく、損(そん)壊(かい)こそ軽(けい)微(び)だったものの備品や展示物の散乱が酷(ひど)かった。ただでさえ一日がかりの文化祭後の片付けが、この調子だとプラス二日は必要となるだろう。

　そんな混(こん)沌(とん)とした空気を、しかしどの生徒もわりかし楽しんでいるようだった。文化祭が中断になったのは残念だろうが、仕方ないと割り切っている者が大半である。

「しっかし……酷いね、この散らかりようは」

「ね。そもそも、校舎が無事なのが奇跡的だと思う」

　靴(くつ)を履(は)いているものの、一応は割れた窓ガラスの破(は)片(へん)などを気にしながら。

「私も、墜(つい)落(らく)の瞬間は遠くから見てて、あれはもう学校だめだなー、って思ってたんだけど……なんか、噂(うわさ)だと誰かが受け止めて、衝撃を和らげたらしいね。まったく、信じられない話だけど……」

　それ俺です、とは、口が裂けても言えなかった。

　これは後で六(ろく)条(じよう)から聞いたことだが――あのとき、結果的に俺は『ドラゴンフライ』の落下を受け止めきったらしい。だがその直後に力尽き、結局、巨大な龍はゆるやかに校舎へともたれかかり、結構な衝撃を与えたのだとか。

　――まぁ、結果オーライだろう。

　俺の意識が回復したのがそれから三日後というのには、思わず噴(ふ)いてしまったが。




♨　♨




　一(いち)之(の)瀬(せ)が正気に戻って以降、ゆとりガジェット解(かい)析(せき)グループも本来の活動能力を取り戻し、いろんなことがうやむやにされ、様々なことが意図的に情報操作された。

　とりわけ『ドラゴンフライ』に関する説明は「自衛隊の極秘テクノロジーがデモンストレーション中に暴走した不(ふ)慮(りよ)の事故」という、実に無理を通して道理を引っ込めるほどの荒(こう)唐(とう)無(む)稽(けい)なものになったが、それが公(おおやけ)の認識になってしまうのだから、改めてグループの影響力を思い知らされる。

「まぁ――そっち方面に影響力のある奴がいたとはいえ、確かに今回ほど苦しい事後処理はかつてなかったな」

「そっち方面って一体どういう……いや、いいや。なんか訊(き)くといろいろまずそうだ」

「興味があるなら遠(えん)慮(りよ)なく訊きたまえ。こちら側に深入りすればするほど、生きるハードルが上がるからな」

「だからいいってば」

　帰宅の道中――偶然か、それともまた何か仕組んだのか、六条姉妹と遭(そう)遇(ぐう)した。

　平日のご機(き)嫌(げん)な天気の下。こうした普通の場所でこの二人に出(で)逢(あ)えたということは、喜ばしいことなのだろう。グループ内部で一体どういう判断が下されたかは俺の知るところでないが、少なくとも後味の悪くなるようなものではなかったらしい。自然と安(あん)堵(ど)の息が漏(も)れる。

　――ところで。

「ワンテンポ突っ込むのが遅れたが……なんだそのプレイは」

「ん、これか？　これはちょっとしたバツだ。今回の件に対する、な」

　嗜(し)虐(ぎやく)的(てき)な笑みを浮かべ、六条が持ちあげて示し見せるリードの先は……こはるちゃんの首輪に繋(つな)がっていた。

「今までの私は、姉として甘すぎた。このように、もっと厳しく躾(しつけ)をしておくべきだったのだ……そうであれば、今回のような大事には至(いた)らなかったはずだからな」

「かといってそのやり方はどうなんだろう。単なるお前の趣味じゃないのか、それ」

「いいんです、篠宮さん」

　はっきりとした口調で言い切るこはるちゃん。先日戦ったときの雰囲気はまるで消え失(う)せ、一緒に動物園へ行ったあの日の彼女に戻っている。

「私、しあわ……じゃなくて、納得してますから」

「君の口からそんな言葉は聞きたくなかった……」

「でも――私はあくまで、今のお姉ちゃんを認めてはいません」

　そう言ってのける彼女の表情は、しかし先日と違い、晴れやかで穏(おだ)やかで、良い意味で迷いのないものだ。

「だから、いつか一之瀬さんを超える科学者になって、お姉ちゃんを私に惚(ほ)れさせてやるんです！　そうすればお姉ちゃんはまた元に戻ってくれますから、きっと！」

　要するに、ただのシスコンだった模(も)様(よう)。まぁ、思惑はともかく、これはこれで大進歩と言えるのか。

「だとさ。何か言ってやらないのかよ、六条？」

「……まぁ、なんだ。期待している」

「うん！」

　そうして仲(なか)睦(むつ)まじげに、六条姉妹は犬の散歩よろしく公道を闊(かつ)歩(ぽ)していった。

　……いや。流石にやっぱりダメだろ、アレは。
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　そんなこんなで一之瀬研究所へと帰還。

　ここ最近、色々ありすぎてじっくり見ることもなかったが……なかなかどうして、趣(おもむき)のある佇(たたず)まいをしている。これからも、俺のバイト生活はここで続いていくのだろう。

「ただいまー……一之瀬？　いないのかー？」

　そんな感(かん)慨(がい)にふけりながら玄関をくぐるも、反応はなかった。おかしいな……いつもなら「すぐに実験やるから！」と言って駆け寄ってくるというのに。

　訝(いぶか)りつつも廊下を進むと、あちらこちらに段ボール箱が散乱していた。何か見(み)憶(おぼ)えのある光景だな、と思ったら、荷造りの最中みたいなんだ、これ。小さい頃はしょっちゅう引っ越ししてたから、妙な親近感が湧(わ)く。

　そして居間まで進んだところで、一息休憩を入れている一之瀬の姿を見つけた。

「あ、ヒロシくん。おかえり！」

「……なにしてんだ？」

「見ての通り、引っ越しの準備」

　平然と、彼女はそう言ってのけた。へぇ、引っ越しねぇ。

　……え、本当に引っ越し？

「な、なんで急に？」

「いやぁ、前々から薄々と感づいてはいたんだけどさ……今回の事件で確信したよ。ゆとりはどうも、奴らに命を狙(ねら)われているらしいってね」

　真顔になり、小声で呟(つぶや)く。雰囲気に一瞬押されかけたが、よくよく考えればこれもいつもの妄(もう)想(そう)過(か)多(た)な一之瀬だ。心配して損した。

「何が確信だよ、ったく。全部自(じ)作(さく)自(じ)演(えん)のくせに……こはるちゃんにあれこれ肩入れして、とんでもない規模でしっちゃかめっちゃかしてくれやがって――」

「違うよ」

　きっぱりと、一之瀬は断言した。




「ゆとりはこはるちゃんに何もしてないよ」




　……え？

「何も……って、何も？」

　一瞬、意味がわからなかった。だがすぐに、一之瀬の言わんとするところを理解する。

「ぜんぶ、こはるちゃんが一人で？　お前は何も手出ししてない……と？」

「催(さい)眠(みん)装置にかけられてからは違うけど……アリ・フレ・テルワの真(ま)似(ね)事(ごと)パレードのときは、ゆとりは何も知らなかったよ。グループのみんながゆとりを喜ばそうとサプライズで企画してたのかと思ってたんだけど……怪人の変装とか、エターナル・フォース・フリーザーとか、逃走用のヘリとか、ゆとりは何も関与してないし」

「なん、だと……？」

　ということはつまり……えぇと、どういうことなんだ？　俺はてっきり、何から何まで一之瀬が手を回して遊ぶ舞台を作っているものだとばかり思っていたのだが……。

「そ、そのことは言ったのかよ。グループの誰かに」

「言えるわけないよ。いつどこで奴らに漏れるかわからないんだから。裏切り者のいる可能性もだいぶ高いと見ていいし」

「う、裏切り者って……」

　それはあの日、六条が鼻で笑って切り捨てた可能性だ。

　だが一之瀬はそれを真剣に力説する。

「こはるちゃんのことをバカにしてるわけじゃないけど……あの子ひとりで全部できることだとは流石に思えない。だから誰か、内部にスパイがいるんだと思う……悪の秘(ひ)密(みつ)結(けつ)社(しや)アリ・フレ・テルワからの、ね」

「……」

　一之瀬の言うことだから、全部真に受けるのもどうかとは思っている。それは俺も考えて、すぐに馬鹿馬鹿しい、ありえないことだと切って捨てた考えだし。




　でも――確かに、落ち着いて考えてみれば。

　一之瀬のことを嫌いなこはるちゃんが、わざわざ一之瀬の手引きで誘(ゆう)拐(かい)劇(げき)なんか起こそうと思うか？　それに一之瀬自身が楽しむつもりなら、催眠装置なんて使わなくても単なる演技で良かったんじゃないか？　何よりもあの事件――振り返ってみれば、一番危ない目に遭っていたのは一之瀬自身だったと考えられないか？




　もしかして……いや、まさかな。

　まさかそんなこと――あるわけ、ないよな？







　――まだ、思い出してくれないの？










　あとがき




　お久しぶり、あるいは初めまして、月(つき)本(もと)です。

　毎月たくさんのレーベルから多くの作家さんたちがライトノベルを出版し、同期も着々と続刊を出していく中、「この月本一(はじめ)とかいうニンゲンは一体何をしているのだろう？」と疑問に思った方々にまずはごめんなさい。一人もいなかったとしてもごめんなさい。ベッドの中で土(ど)下(げ)座(ざ)しながらタイピングしてます。噓(うそ)ですごめんなさい。




　遊んでました。




　というのはもちろん冗談です。噓です、大噓ですってば！　もやっとボールとかダーツで当たったタワシを投げるのはやめてください、死んでしまいます！

　……ふぅ、イタ気持ち良かった。




　いやまぁ実際なにをしていたのかというと、[image: ]品行方正で心強い味方の担当さん[image: ]とお茶なんかを飲みながら楽しく打ち合わせしたり、大学の[image: ]勉強とバランスよく両立しながら原稿を進めたりしている内に一年半近く経過しました。三か所ほど消されてますが気のせいですかねコレ。気のせいでしょう、ハイ。

　時の流れって怖(こわ)いくらい早い！

　一年半というと十八か月ですか、すえきすえぞーが七十二匹ほどお星様になってしまいます。ですので、本作の面白さはすえきすえぞー七十二匹分にも匹敵するはずです！　そう書くとなんだか凄そうだ！　四大大会もメじゃないぜ！　忠誠心ゼロだけどな!!




　話が脱線しました。ごめんなさい。




　一応そんな感じで僕は元気です。たまに「あれ、なんでワタシって生きているんだろう」とか「死んだら人生の分(ぶん)岐(き)点(てん)までリセットされて戻れるんじゃないかな」とか考えたりもしましたが、基本的には健康ですし健全です。今後も楽しく愉(ゆ)快(かい)に頑張っていけたらな、と思います（前にもこんなこと書いたような気がする……）。




　あ、月本と初めましてな人はここまで読み飛ばしてもいいですよ？　知らない人間の近況なんか面白くないでしょうし、次のページから読んでくださればと思います。




　普段から「注意が遅い」とはよく言われます。










　あとがき（二回目）




　大事なことなので二回言いました、とはよく耳（目）にする言葉ですが、実際は「大事なことなので一度しか言いませんからよく聞いてくださいね」と注意を促(うなが)す方が効果的だと思います。ですので、このあとがきはあまり重要じゃなかったりします。ここまで読んでくださった方々、ごめんなさい。月本にここから先を読めと指示されてしまった皆様、すみませんでした。お詫(わ)びにこの本を差し上げますので、どうかそのままお手に持ってレジの方までお進みいただき、お会計の方を済ませてください。はい、お買い上げありがとうございました。またのお越しを心よりお待ちしております。




　ちょこっと本編のお話でもしようかと思います。「脈(みやく)絡(らく)がない」とはよく言われます。ネタバレはないです。安心してください。




　本作は悪の秘(ひ)密(みつ)結(けつ)社(しや)の存在を信じ、猫背な男子高校生＝篠(しの)宮(みや)ヒロシくんを正義のヒーローだと思い込み、ありあまる科学技術力で自(じ)由(ゆう)奔(ほん)放(ぽう)に暴走する白衣の女の子＝一(いち)之(の)瀬(せ)ゆとりちゃんのお話です。一癖も二癖もあってなかなかとっつきにくい子ですが、よく見るとかわいい一面もあるなぁ……なんて思ったらおそらくＭの素質があると思います。僕がそうでした。

　また、「やれやれ」なんて肩を竦(すく)めながらゆとりちゃんに振り回される内に、ヒロシくんが一体何を見るのか――半分くらいは痛い目だと思うのですが、長い目でお付き合いいただけたらな、と思います。




　以下、謝辞です。

　驚異的な粘り強さ（ＳなんだかＭなんだかわかりません！）で月本をここまで引っ張ってきた担当さんには、下げた頭が上がることは今後二度とないでしょう。これからもよろしくお願いします。てへ☆ぺろ（二十代男性）。

　今回、ＧＷとバイバイしてまで素敵すぎるイラストの数々を仕上げてくださった絵師のｈｉｍｅｓｕｚさん、ありがとうございました。というか本当にお疲れさまでした。下げた頭が以下省略。ところでかれこれ八時間ほど正座して待っているのですが、ゆとりちゃんはコレいつになったら表紙から出てきてくれるのでしょうか？　わくわく。

　そして最上の感謝を読者の皆様へ。下げた省略。未熟な作家ですが、これからも悪の組織の陰謀に負けないよう精進してゆくつもりですので、どうぞよろしくおねがうわなんだお前らいきなり何をするやめ――。




　※結社の陰謀により月本は拉(ら)致(ち)されました※

二〇一二年五月某日
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Hajime Tsukimoto




１９８９年生まれ。東京都出身。大学在学中に第12回えんため大賞特別賞を受賞し、デビュー。

今も昔も特技は独り言……と思いきや、家族いわくどうやら寝言もすごいらしい。マイフェイバリット寝言は妹が聞いたという「空、飛べるか？」。一体何の夢を見ていたんでしょう……私、気になります！
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魚と豆腐と納豆とお酒をこよなく愛するピチピチの××歳。

最近友人に眉が細いと指摘されてしまったのでどうしたら生えてくるのかなと思う半面、絶賛引きこもり中なのであまり人に会わないことに気付く。

イラストを描いて細々と暮らしています。

http://himesuzu.xxxxxxxx.jp/
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